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日本藻類学会第29回大会(京都2005)

プログラム

学会会長 川井浩史

大会会長 中原紘之

Phycology 

Kyoto 2005 
会期 2005年3月27日(日) ~ 3月30日(水)

会場京都大学吉田南総合館北棟
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1 会場までの交通

京都大学は，京都駅中央口を出てすぐ，市ノ〈スA乗り場で17番に乗車で百万遍下車，または206番に乗車で京大正門前下車，

共に所要時間は約40分です。運賃は220円。

また地下鉄利用の場合は，京都駅乗車で今出川駅下車 (230円)，市ノ〈ス201番に乗り継ぎ京大正門前下車，所用約10分です。

大会会場である京都大学吉田南総合館北棟へは，地図を参照して下さい。

京都大学への交通と会場案内は，京都大学のホームページ (http://www.kvoto-u.ac.jp/)にも掲載されていますので，ご

利用ください。

2.会場(図 1，2) 

編集委員会・評議員会:京都大学総合人間学部棟1103室

(前回の藻類52巻3号で会場を農学研究科応用生物科学専攻演習室N-158とご案内しました

が，変更となりましたのでご注意下さい)

大会:京都大学吉田南総合館北棟

懇親会:京都大学生協吉田食堂

公開シンポジウム:京都大学時計台記念館百周年記念ホール

3. 日程

3月27日(日) 15 : 00 -16 : 30 編集委員会

16: 30一18:00 評議員会

3月28日(月) 8: 30 - 9: 30 ポスター要旨口頭発表 (OHP，1題3分)

9: 45 -12 : 00 口頭発表

13 : 00 -17 : 30 口頭発表

17 : 30 -18 : 30 総会

18 : 45 -20 : 45 懇親会

3月29日(火) 8 : 30 -11 : 00 口頭発表

11 : 00 -12 : 00 ポスター発表

13: 00 -14・30 口頭発表

15 : 00 -17 : 00 公開シンポジウム「藻類を通じて環境を考えるJ

3月30日(水) 9: 00 エクスカーション(琵琶湖博物館等)

4.受付

大会会場l階ホール(ベルラウンジ)にて受付を行います。当日参加も受け付けます。

5.クローク

3月28日(月)8 : 00 -18 : 40， 3月29日(火)8: 00 -14 : 45 

大会会場2階(共北28)のクロークにて荷物をお預かり致します。

6.公開シンポジウム

3月29日午後3時より，京都大学時計台記念館百周年記念ホールにて公開シンポジウムを開催いたします。日本藻類学会会

員以外の方のご来聴も歓迎致します。講演要旨は本プログラムに掲載されております。

日時 :3月29日 (火)15: 00 -17 : 00 

テーマ:["藻類を通じて環境を考える」

主催:日本藻類学会第29回大会実行委員会

共催:(独)国立環境研究所

演題および講演者

(1) ["藻類と環境政策J

渡遺信(国立環境研究所・生物園環境研究領域長)

(2) ["藻類と地域環境」

熊谷道夫(琵琶湖研究所・総括研究員)
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(3) i海藻類と沿岸環境j

図1大会会場地図

川井浩史(神戸大学内海域環境教育研究センター ・教授)

(4) i藻類と環境教育J

石川依久子(東京学芸大学 ・非常勤講師)

7.発表形式

(1)口頭発表

編集委員会・評議員会
総合人間学部棟 1階1103室

北棟

0 広雌報セむンタ←一 |川n川耐l
回 食飽堂 Caf蜘 la

四四国 詑22ωhop
B京大ショップ
Kyolo University Gift Shop 

図 コンベンションサービスセンテ
Convention Service Cenler 

T バス停 BusStop 

⑩ 

・一つの発表につき発表 12分，質疑応答3分です(1鈴 10分，2鈴 12分， 3鈴 15分)。

銀閣寺園惨

Ginkakuji 
Temple 
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・発表はデジタノレプロジェクターです。デジタノレプロジェクタ一利用の|探のソフ トウェアはMicrosoftPow巴rPointをご使
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用ください。

.デジタルプロジェクターをご使用の方へ

本大会で使用する PowerPointのバージョンは

Windowsの方:Office XP (なおOSはWindowsXPです)

Macintoshの方:Office2001 for MacおよびOfficeX for Mac OSX 

となっております。

フォントは標準的なものをご使用ください。特殊なフォントをご使用になる方は文字を画像に変換して使用してください。

表示解像度は1024x 768を基準としてください。

PowerPointファイルの受付は以下のようにおこないますのでご協力をお願いいたします。発表者は以下の時間までにデータ

を持参して発表受付までお越しください。メディアはCD-Rを基本としますが，いわゆるUSBメモリーも受け付けます(その他

のメディアは使用できません)。

ファイル名の官頭にはご自身の講演番号(半角)を含むようにしてください。またファイルサイズはあまり大きくならない

ようにご配慮ください。

初日午前に発表の方:28日8時30分までに受付においでください

初日午後に発表の方:28日12時30分までに受付においでください

2日目午前に発表の方:29日8時00分までに受付においで、ください

2日目午後に発表の方:29日12時30分までに受付においでください

(2日目講演の方は初日でも随時受け付けます)

データは発表受付にてこちらの用意したパソコンのハードディスクにコピーします。お預かりしたデータは発表終了後に消

去しますが，コピーすることが問題の方はあらかじめ実行委員会にご相談下さい。

.OHPをご使用の方へ

OHPシートの取り替えは発表者ご自身でやって頂きます。係は付きませんのでご了承下さい。

(2)ポスタ一発表(図3)

・ポスター展示パネルの大きさは，基本的に縦169cm，横110cmを原則とします。

・展示パネルの上部には図3のように発表番号，表題，氏名(所属)を明記して下さい。

・研究目的，実験結果，結論などについてそれぞれ簡潔にまとめた文章をつけて下さい。また写真や図表には簡単な説明文

を添付して下さい。

・文字や図表の大きさは，離れた場所からでも判読できるように調整して下さい。

.3月28日13時までに所定の場所に掲示してください。 3月29日12時一 17時の聞に撤収して下さい。

・ポスター発表者には， 3月28日8:30 -9: 30にOHPを用いたポスター要旨の簡潔な発表を行う時間を設けました。 A会場

でP19~P40 ， B会場ではP1~ P18及びP41です。ポスタ一番号順に整列し， 1題3分厳守で，口頭による簡潔な発表をお

願い致します。

京都大学吉田南総合館北棟

図2吉田南総合館北棟
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'‘ 110 cm以内 -bi 

図3ポスター説明図

8エクスカーションについて

3月30日午前9時，大会会場前に集合して下さい。引率者がご案内します。

9.その他
第29回大会参加者は， 3月27日(日)と 30日(水)に，京都大学総合博物館を無料で観覧いただけます。開館時間は9:30 

'"'-16 : 30，入館は 16:00までです。 27日(日)は事前に大会参加申込の手続きをされた方に限ります。 30日(水)には博物

館入口で大会の名札をご提示ください。

日本藻類学会第29回大会関連の情報は，随時，藻類学会ホームページに掲載する予定ですので，そちらもご参照下さい。

10.連絡先

干606-8502 京都市左京区北白川追分町京都大学大学院農学研究科

応用生物科学専攻 海洋環境微生物学分野内

日本藻類学会第29回大会実行委員会

Tel:075-753-6356， Fax: 075-753-6375 

e-mail: imailro@kais.kyoto-u.ac.jp (今井一郎)

ajisaka@kais.kyoto-u.ac.jp (鯵坂哲朗)

miyashita@hml.mbox.media.koto-u.ac.jp (宮下英明)

kyokohat@bioh.mbox.media.kyoto-u.ac.jp (幡野恭子)
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公開シンポジウムプログラム

3月29日(火)京都大学時計台記念館百周年記念ホール

テーマ:r藻類を通じて環境を考える」
主催:日本藻類学会第29回大会実行委員会

共催:(独)国立環境研究所

15 : 00 501 藻類と環境政策

渡遁 {言(国立環境研究所)

15: 25 502 藻類と地域環境

熊谷道夫(琵琶湖研究所)

15: 50 503 海藻類と沿岸環境

川井浩史(神戸大学内海域環境教育研究センター)

16 : 15 504 藻類と環境教育

石川依久子(東京学芸大学)

16: 40 総合討論
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日本藻類学会第29回大会講演プログラム

3月28日(月)午前の部

A会場共北25(2階)

8:30 P19 ""' P40 ポスター要旨口頭発表 (OHP，1題3分)

9:45 AOl 

10:00 A02 

10: 15 A03 

10:30 A04 

10:45 A05 

11 :00 A06 

11: 15 A07 

11:30 A08 

11 :45 A09 

ラオスにおけるカイ(カモジシオグサ)とタオ(アオミドロ類)の利用について

O鯵坂哲朗*・若菜 勇料(*京大院・地球環境，紳阿寒湖畔エコミュージアム)

緑藻アオサ・アオノリ類の分子系統解析~北海道産および河川アオノリの種多様性

0横山奈央子*・平岡雅規柿・属国 智*榊・新井章吾*榊・増田道夫*(*北大・理・生物，榊高知大海洋セ，

問北大・先端研セ，耕輔海藻研(株))

αara fibrosa species complex集団聞の葉緑体ハプロタイプ多型と系統
0坂山英俊本・野崎久義特・笠井文絵*・渡遺 信*(*国環研・生物，帥東大院・理・生物科学)

日本におけるウミヒルモ属の分類に関する新知見

0内村真之*・新井章吾柿・宮崎 勤榊・横山奈央子*榊・井上徹教*・中村由行*・鳥田 智同特(*港湾

空港技術研究所，柿海藻研，開海中研，間*北大・理・生物，林専紳北大・先端研セ)

淡水カイゴロモ(仮称) (アオサ線網、シオグサ目)について

宮地和幸(東邦大・理・生物)

フクリンアミジ(褐藻アミジグサ目)の生殖器官の形態

。孫 忠民・田中次郎(東京海洋大・藻類)

褐藻ホンダワラ亜属の分類形質としての主枝組織構造

O島袋寛盛・森郁美・野呂忠秀(鹿児島大・水産)
ミトコンドリアハプロタイプからみた移入ワカメの起源地の推定

0土井進也*・NelsonW.輔・ NeilK.柿・ BooS. M.榊・王偉定問*・ Aguilar-RosasL. E.間紳.

北山太樹紳榊*・ PetersA. F.抑制*・川井浩史*(*神戸大・内海域セ， **NIWA，間ChungnamNational U 

niversity，神神漸江省海洋水産研，間柿UniversidadAutonoma de Baja California，問問国立科学博物

館， 輔叫*

菊池川水系におけるチスジノリの集団解析;受精から果胞子形成まで

0比嘉 敦牟・河地正伸柿・笠井文絵**(*筑波大院・生命環境，紳国立環境研究所)

B会場共北26(2階)
8:30 Pl ""' P18， P41ポスター要旨口頭発表 (OHP，1題3分)

9:45 B01 

10:00 B02 

10: 15 B03 

10:30 B04 

10:45 B05 

11 :00 B06 

11: 15 B07 

Nocti1uca scinti刀 ans(ヤコウチュウ)の遊走子形成過程と遊走子の形態

。福田康弘・遠藤浩(金沢大院・自然)

渦鞭毛藻2種におけるミニサーク/レDNA非コード領域の種内比較

O林愛子・石田健一郎(金沢大院・自然)

従属栄養性有殻渦鞭毛藻Diplopsalis類5種の系統関係

0)11見寿枝・岩滝光儀・松岡敷充(長崎大・水産)

Hyaline cystを形成する無殻渦鞭毛藻類の系統と分類

。岩滝光儀・川見寿枝・松岡数充(長崎大・水産)

SSUおよびLSUrDNAに基づく従属栄養性渦鞭毛藻プロトベリディニウム属の分子系統解析

。山口愛果・河村裕・堀口健雄(北大院・理・生物科学)

プランクトンに寄生する渦鞭毛藻類の研究~特にへマトデイニウム属の一種について~

O原田 愛*・大塚 攻紳・堀口健雄*(本北大院・理・生物，榊広大院・生物圏科)

クレプトクロロプラストを持つ無殻渦鞭毛藻類の系統分類学的研究

0高野義人・堀口健雄(北大院・理・生物)
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11 :30 B08 

11 :45 B09 

日本沿岸域に分布する有毒渦鞭毛藻Alexandriumtamarense個体群のマイクロサテライト多型解析

O長井 敏ホ*.練 春蘭*紳*.鈴木雅巳*.浜口昌巳*.松山幸彦牟.板倉 茂*.叶向嶋鳥回 宏梓抑*.加賀信之助牢牟叫紳.

山内洋幸場紳*料榊*榊水榊水.尊田佳子*榊紳附本.西川哲也*紳**

牟梓本東大アジアセ，間道中央水試，材料岩手水技セ，問梓宮城水研セ，問問愛知水試，*問問兵庫水技セ，

州*材料釜慶大学，問料*帥東大農)

瀬戸内海から分離した有毒渦鞭毛藻Alexandriumtamiyavanichiiの分子系統解析と毒分析

0長井 敏*・呉碩津料・鈴木雅巳*・松山幸彦*・板倉 茂ホ(本瀬戸内水研，柿九大院・農)

3月28日(月)午後の部
A会場共北25(2階)

13:00 A10 大阪湾産紅藻アマノリ属のー未記載種について

0菊地則雄事・新井章吾**・吉田吾郎問(*千葉海の博物館，神(株)海藻研，間瀬戸内水研)

13: 15 A11 神奈川県江ノ島で夏期に生育が認められたアマノリの形態

0長浦一博・藤田大介・能登谷正治(東京海洋大・応用藻類)
13:30 A12 形態および分子系統解析に基づく野生スサビノリと養殖スサピノリの比較

0二羽恭介地・加藤亜記判・小檎山篤志*紳・川井浩史料・有賀祐勝*問(*兵庫水技セ，**神戸大・内海域
セ，間北里大・水産**柿東京農大)

13:45 A13 スサビノリの生活環を通した各種胞子の発生過程について

0植木知佳*・長里千香子*人本村泰三神・嵯峨直匝*(キ北大院・水産，**北大・フィールド科学セ)

14:00 A14 有性生殖株の交雑によって誘導される無性生殖化現象について

14: 15 A15 

14:30 A16 

14:45 A17 

15・00 A18 

15: 15 A19 

15:30 A20 

15:45 A21 

16:00 A22 

16: 15 A23 

16:30 A24 

16:45 A25 

17・00 A26 

0神谷充伸*・JohnA. West'仲(*福井県大・生物資源、，柿メルボルン大)

アサクサノリとスサピノリ養殖品種の培養葉体の生理特性と形態変化

O神谷 晃・藤田大介・能登谷正浩(東京海洋大・応用藻類)

カサノリ (Acetabulariaryukyuensis) の沖縄本島における生育分布と生態について

O堤 敏郎*・香村長徳材(*那覇港管理組合，紳(財)沖縄環境科学セ)

水中の光環境が褐藻コンブ目の垂直分布に及ぼす影響ーモニタリングデータによる解析一

0坂西芳彦*・伊藤博*・飯泉 仁林・松本里子*柿・谷口秀策*榊・問中次郎柿**(*北水研，柿日水研，
問日本国際湿地連合*間東京海洋大)

カジメとトゲモクを混植した藻場礁上での魚によるカジメ食害状況

0田井野清也*・石川 徹*・林 芳弘*リ11村秀明**・平岡雅規*帥(*高知水試，料大旺建設，開高知大・
海洋セ)

山口県沿岸に生育するアラメおよびクロメの培養による生育上限温度

0村瀬 昇*・原口展子*・水上 譲*・野田幹雄*・吉田吾郎榊・寺脇利信料(*水大校〆*瀬戸内水研)

容積 2 トン屋外水槽で、のアマモおよびアカモクの生長と成熟の継続観察

0寺脇利信*・吉田吾郎幹・新村陽子紳・玉置 仁*柿(*瀬戸内水研，**科学技術振興事業団・瀬戸内水研，
問石巻専修大)

山口県沿岸に生育するホンダワラ類4種の光合成一温度特性

0原口展子ホ・村瀬 昇*・水上 競*・野田幹雄*・吉田吾郎紳・寺脇利信料(*水大校，紳瀬戸内水研)

能登半島西岸におけるアイゴの採食によるジョロモク群落の表退

0新井章吾*・中越信和柑(ホ広島大院・国際協力，**広島大・総合科学)

駿河湾海底より採集された大型褐藻類

0三上温子*・高井則之**・小松輝久市(*東大・海洋研，料日大・臨海)

中国漸江省拘妃島におけるガラモ場の種組成と繁茂期生物量

0小松輝久*・立川賢ーへ王偉定紳・劉 恵飛紳・鯵坂哲朗榊・章 守宇材料・田中克彦*材料・周 民棟

榊問・上井進也附榊*・杉本隆成柿榊榊(*東大・海洋研， ** i折江省・海洋水産研，榊京大院・地球環境，*附

上海水産大，材開志津川自然セ，問問澗県海洋漁業局，間特梓神戸大・内海域セ，件特間*東海大・海洋研)

環境特性の異なる京都府沿岸3海域におけるホンダワラ科海藻の年間純生産量

0八谷光介*・西垣友和*・道家章生林・井谷匡志*・和田洋菰*C*京都海洋セ，紳京都府水産課)
クロメ Eckloniakuromeの側葉の季節変化



17:15 A27 

0松本里子*・田中次郎**(明PO法人・日本国際湿地保全連合，**東京海洋大・海洋環境)
自然環境保全基礎調査浅海域生態系調査(全国藻場調査)について

0松本里子家・青木優和**・北沢克己糊(ホNPO法人・日本国際湿地保全連合，神筑波大下回臨海セ，
***環境省生物多様性セ)
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B会場共北26(2階)

13:00 B10 

13: 15 B11 

13:30 B12 

13:45 B13 

14:00 B14 

14: 15 B15 

14:30 B16 

14:45 B17 

15:00 B18 

15: 15 B19 

15:30 B20 

15:45 B21 

16:00 B22 

16: 15 B23 

16:30 B24 

16:45 B25 

17:00 B26 

浜名湖底泥中に存在する有毒渦鞭毛藻類Alexandrium属のシストについて

0板倉 茂$・小谷祐一榊・長井敏*・松山幸彦*・山口峰生*・白石智孝制・小泉鏡子*榊(*瀬戸内水研，
林中央水研，制京大院・農，柿紳静岡県)

中海における赤潮藻類Prorocentrumminimumの現存量，栄養細胞の形態及び細胞内デンプン粒の蓄積の

季節変化

0江原 亮*・大谷修司紳・石飛裕帥・園井秀伸*(*島根大・汽水研セ，榊島根大・教育，抑島根保健

環境科研)

宍道湖・中海における赤潮とアオコの発生状況(1996年'"2003年)

O大谷修司*・石飛 裕輔(*島根大・教育，柿島被保健環境科研)

有害プランクトン臼attonellaovataの香川県海域における出現動向

。本田恵三・吉松定昭・大山憲一(香川赤潮研)

有明海における有害ラフィド藻Chattonellaシスト分布密度の経年変化

0山口峰生率・坂本節子*・山口晴生*・板倉 茂牟・渡辺朋英紳・石田貴子間・今井一郎紳(*瀬戸内水研，

柿京大院・農，間日本ミクニヤ)

菌類および細菌類シデロホアによる赤潮藻の鉄利用と増殖に及ぼす影響

O内藤佳奈子・今井一郎・中原紘之(京大院・農)

Cocconeis属のタイプである Cocconeisscutellum var. scutellumの増大胞子微細構造

0鈴木秀和*・水野 真紳・南雲 保叫・田中次郎字削(*青山学院高，榊東農大・生物生産，問日歯大・生物，
柿柿東京海洋大・藻類)

珪藻Pleurosiraの驚動反応

0石川依久子*・渡辺正勝料(*東学大・非常勤，判総合研究大学院大)

異なる場所で採集された羽状珪藻Pinnulariaacidojaponi・caおよび近縁種の形態変異と分子系統

0真山茂樹*・平田恵理*・四柳 敬*・RichardJordan帥・出井雅彦榊(*東学大・生物，軸山形大・地球

環境，文教大・短大)

細胞壁の内側に鞭毛を持つ新規不等毛植物の分類と系統

0甲斐 厚*・吉井幸恵問・中山 岡作・井上 勲柿(事筑波大院・生命環境， 肺筑波大・生命環境，間福

井大・医)

新規ビ‘コソエカ類白feteriadimorphaの微細構造と生活史

O中山 剛・雪吹直史・井上勲(筑波大院・生命環境)

褐藻シオミドロ (Ectocarpus)の複子嚢形成，特に鞭毛分化過程の微細構造

O本村泰三・長里千香子(北大・フィールド科学セ・室蘭臨海)

黄色藻類Sulcochrysisbiplastiぬの鞭毛切断機構の解明~鞭毛移行部と Caイオンに対する反応性~

O木村圭・本多大輔(甲南大院・生物)

ミドリムシ青色光受容体、光活性化アデニル酸シクラーゼの活性化と光驚動反応の関係について

0吉川伸哉*・渡辺正勝紳.榊・伊関峰生*(傘科学技術振興機構・さきがけ，紳総合研究大学院大・先導科

学，出基生研)

黄緑藻トリボネマ属の一穏のセルロース合成酵素複合体の構造

0関田諭子*・内藤知恵柿・奥田一雄*(*高知大院・黒潮圏，神高知大院・理)

ユーグレナのLHCPIIタンパク質のゴルジ装置から葉緑体への輸送

0長船哲杏・畠田好章(日体大・生命科学)

クロロフィルの化学進化ーパパインによる Chla→ Chl d変換の発見一

小泉 創*・伊藤由加率・細固定正*・渡部 覚本・後藤高紀*・白岩善博柿・土屋 徹制・宮下英明間・三

室守制・山下 俊*附・O小林正美*(キ筑波大・物質工学，柿筑波大・生物科学，山京大院・地球環境，

*叩東京理科大・理工)
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17・15 27 種を超えて転移するミトコンドリアのgroup1イントロンとそれを支えるホーミング酵素の長くて暖昧

なDNA配列認識能

黒川さゆり*・生田享介紳・別所義隆問・横山 茂辛料・ 0大演 武*(*高知工大・物質環境，特大阪教育

大・理科，*料理研・ゲノム構造)

3月29日(火)午前の部
A会場共北25(2階)

8: 30 A28 植食性魚類による過剰採食からの藻場の回復と維持~宮崎県門川町

0荒武久道*・清水 博榊・渡辺耕平**(*宮崎水試，**西日本オーシャンリサーチ)

8:45 A29 大分県南部におけるカジメ群落の現状と海水懸濁物中の過酸化脂質量

0桑野和可キ・阿南慎也柿・吉越一馬**(*長崎大院・生産，**長崎大・水産)

9:00 A30 香川県詫間町大浜地先におけるホンダワラ類天然・造成藻場の状況

9:15 A31 

9:30 A32 

9:45 A33 

10:00 A34 

10:15 A35 

10:30 A36 

10:45 A37 

0藤原宗弘・山賀賢一(香川水試)

褐藻スジメ生育特性と養殖技術

0佐藤康子*・桐原慎二h 能登谷正浩**(*青森増養殖研，紳東京海洋大)

海洋深層水によるコンブ類とアワビの陸上タンク養殖システム

0岡 直宏*・平岡雅規榊・川井唯史*判・四ツ倉典滋*削・中明幸広州榊(*愛媛大院・連合農， 榊高知

大・海洋セ， 山北海道原子力環境セ， *間北大・フィールド科学セ，*紳**北海道中央水試)

大分県でのヒジキ養殖の現状と人工種苗の可能性

伊藤龍星(大分海洋水産研究セ・浅海研)

館山市沖ノ島における紅藻ミリンの生育状況と養殖の可能性

O小川晃弘・藤田大介・能登谷正治(東京海洋大・応用藻類)

ノ、ノ〈ノリの生長と成熟に及ぼす光強度と日長の影響

0倉島 彰*・阿部真比古*・中村起三子*・栗藤和治**・前川行幸*(*三重大・生物資源、，神尾鷲市水産
課)

三重県英虞湾立神浦におけるコアマモの光合成・温度特性

O横田圭五・阿部真比古・後藤真樹・倉島 彰・前川行幸(三重大・生物資源)

三重県英虞湾立神浦における一年生アマモの貯蔵炭水化物の季節変化

0後藤真樹・阿部真比古・横田圭五・倉島 彰・前川行幸(三重大・生物資源)

B会場共北26(2階)
8:30 B28 

8:45 B29 

9:00 B30 

9: 15 B31 

9:30 B32 

9:45 B33 

10:00 B34 

10: 15 B35 

10:30 B36 

紅藻オキツノリ着生微細藻の形態的，生理的特性

O浅井智広*・三室 守**・村上明男附(*神戸大・理，柿京大院・地球環境，榊神戸大・内海域セ)
日本沿岸に生息するAcaryochlorisspp.の地理的分布

。大久保智司*・宮下英明K 料-村上明男州・土屋徹眠榊・竹山春子*榊・三室守*，料(*京大院・人

間・環境，**京大院・地球環境，問神戸大・内海域セ，*附農工大院・工)

炭化水素生産緑藻Botryococcusの増殖に及ぼす各種炭素源の影響

0田野井孝子牛・河地正伸・蔵野憲秀特・渡遺 信*(*国環研，**海洋パイテク研)

ミドリゾウリムシ Parameciumbursariaと細胞内共生藻の系統

0保科亮・鎌戸伸一郎・今村信孝(立命館大・理工・化学生物工)

沖縄島および南西諸島沿岸域のピラミモナス属について

0須田彰一郎・古賀暢子(琉球大・理・海洋自然)

Follicularia属 (Sphaeropleales， Chlorophycea巴)の系統的位置

渡漣信(富山大・教育)

日本新産種Goniummulticoccum (緑藻綱・ボルボックス目)について

0山田敏寛*・宮地和幸*・野崎久義紳(本東邦大・理・生物，**東京大・理・生物)
培養株の比較研究に基づく抽出lomonas属(緑藻綱)の分類学的研究

0仲田崇志・野崎久義(東大院・理・生物科学)

緑藻類ボルボックス科2新種の分類学的研究



93 

0野崎久義*・ Ott，F. D.紳・Coleman，A. W.榊(キ東大・理， **Phycologist (USA) ，特*BrownUniversity 
(USA) ) 

10:45 B37 二次共生生物クリプト藻におけるヌクレオモルフ(共生体核)のゲノムサイズの多様性

0小野寺直子*・谷藤吾朗九恵良国民由美**・原 慶明材*(本山形大院・理工，柿(財)地球・人間環境フォー

ラム，間山形大・理・生物)

11 :00-12:00ポスター発表 1階ベルラウンジ
P01 緑藻におけるCOXサブ‘ユニット遺伝子の存在部位と系統進化

中海千紘牟・ O林八寿子特(*新潟大院・自然科学，特新潟大・自然科学系)

P02 気生藻Prasiolopsisramosa (トレボウクシア藻綱，カワノリ目)の形態と系統的位置

0半田信司*・大村嘉人紳.中原美保*帥・坪田博美*紳・河地正伸柑.中野武登*桝(*(財)広島環境保健協，**国環研，

**広島大・院理・生物科学，特特広島工大・環境・環境情報)

P03 東京湾産新種ブラシノ藻の系統分類学的研究

0吉井幸恵キ・秦千夏子紳・吉井裕*・中山 岡IJ神・井上 勲紳(*福井大・医，料筑波大・生物)

P04 円弧構成モデ、ルにもとづく抽viculaviridula sensu latoの計量形態学的解析

0大塚泰介本・有国重彦柿・中井大介附・戸田 孝*(*琵琶湖博物館**たんさいぼうの会，叫京大院・農)

P05 18S rRNA，チュープリン，及びアクチン遺伝子に基づく太陽虫Raphidiophryscontractjjisの分子系統解析

0坂口美亜子・中山 剛・橋本哲男・井上勲(筑波大・生物科学系)

P06 二次共生藻から見た葉緑体とミトコンドリアの原核型分裂遺伝子FtsZの進化

0西川書一・佐藤繭子・梶谷博之・河野重行(東大院・新領域・先端生命)

P07 シーボルトが持ち帰り C.G.Ehrenbergが研究した微細藻類で日本最古と考えられる標本について

0辻 彰洋*・谷村好洋紳(本科博・植物，帥科博・地学)

P08 陸棲ラン藻 Nostoccommune (イシクラゲ)においてみいだされた遺伝的多様性と他のNostoc属との関係を探る

試み

O堀口法臣・石田健一郎・坂本敏夫・和田敬四郎(金沢大院・自然科学)

P09 藍穣Phormidiumの根圏における動態と機能

0石川依久子*・中村津由美林・安部 浩問(本東学大・非常勤，柿(株)みどり共生，出農工大院・生命農学)

P10 分離源、の異なる Acaryochloris株の比較

0宮下英明*・大久保智司帥・村上明男附・三室 守い*(*京大院・地球環境，紳京大院・人間キ環境，榊神戸大・

内海域セ)

Pll 2種のScenedesmus属緑藻の増殖と環境要因の関係

0山本芳正・中原紘之(京大院・農)

P12 流速と栄養塩濃度の違いが河川付着務類群落の発達に及ぼす影響

阿部信一郎(中央水研)

P13 ラムサール条約登録湿地片野鴨池と周辺2池の微細藻類相

0高島 央・石田健一郎(金沢大院・自然科学)

P14 原始紅藻Porphyridiumにおけるアミロース合成

0下永高弘本・金子美樹*・藤原祥子*・桜井 彩榊・中村保典紳・都筑幹夫キ(本東薬大・生命，紳秋田県大・生物

資源)

P15 系統解析に基づいた抗腫蕩性マクロリドを生産するAmphidinium属渦鞭毛藻の迅速探索法の開発

0岩本理恵*・泉井直子*・津田正史*・小林淳一*・勝又和人材・堀口健雄紳(キ北大院・薬，柿北大院・理)

P16 水素生産に向けたシアノバクテリアのhox遺伝子の解析

0御園生拓・梶 里早(山梨大院・医工総合)
P17 海産単細胞ラン藻 (σ'loeothecesp. 68DG株)の窒素固定酵素関連遺伝子の解析

O谷内由貴子・大城 香(福井県大・生物資源・海洋生物資源)

P18 陸棲ラン藻Nostocco脚 uneにおける光合成活性のストレス耐性機構

0田丸義之・高荷弥生・吉田尚之・坂本敏夫・和田敬四郎(金沢大院・自然)

P19 東シナ海における流れ藻(アカモク)の遺伝的，形態学的多様性について

0上井進也牢・小松輝久特・立川賢一件・王 偉定問・川井浩史キ・鯵坂哲朗*問(ヰ神大・内海域セ，紳東大・海洋

研，問中国j折江省海洋水産研，桝紳京大院・地球環境)
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P20 カリフォルニア産ムチモの性比

0北山太樹*・ KathyAnn Mi ller** (*科博・植物，特California大学・植物標本館)

P21 殻状紅藻イワノカワ属の日本新産種Peyssonneliaarmori白について

0加藤亜記*・増田道夫紳・川井浩史*(キ神戸大・内海域セ，特北大院・理・生物科学)

P22 紅藻イソマツの体構造と生殖器官の観察

0鈴木雅大・吉崎誠(東邦大院・理)

P23 ハワイ諸島産紅藻オゴノリ科藻類の分類と分布

寺田竜太(ハワイ大マノア校・植物，鹿児島大・水産)

P24 兵庫県上郡町・安室川の流況変化と淡水産紅藻チスジノリ (Thoreaokadae)の出現

0佐藤裕司*・横山 正紳・真殿克麿問・辻 光浩*開・水野雅光*問・魚留 卓開材・妹尾嘉之*問*・杉野伸義抑制.

永野正之問問・三矯弘宗本***問・浅見佳世事・道奥康治林**紳紳・原田一二三*材料開キ(*兵庫県大・自然研，帥佐用高

校，山東洋大姫路高，*附リバーフロント整備セ，山林八千代エンジニヤリング，*林間環境総合テクノス****問兵

庫県・人博，問問梓神戸大・工，抑制問上郡土木)

P25 オアフ島におけるウミヒルモ属2種の生育特性

0新井章吾*・内村真之榊・寺田竜太*料(*(株)海藻研**港湾空港技研，附ハワイ大)

P26 広島湾の柱島における海藻植生のモニタリング

0寺脇利信*・吉田吾郎*・新村陽子紳・梶田 淳附・新井章吾*榊(*瀬戸内水研**科学技術振興事業団・瀬戸内

水研， *** (有)水圏リサーチ*判事(株)海藻研)

P27 広島湾・阿多国島におけるノコギリモクの季節消長~3 年間のモニタリングから~
吉田吾郎本・ O新村陽子紳・内村真之問・玉置 仁特紳・梶田 淳林間・村瀬 昇枠制*・寺脇利信*(*瀬戸内水研，帥

科学技術振興事業団・瀬戸内水研，問港湾技研，開*石巻専修大，帥附水圏リサーチ(有)，抑制水大校)

P28 隠岐の島町南岸の磯地における台風による藻場の衰退

0宮崎 勤*・斎賀守勝率・中山恭彦*・玉置仁柿・新井章吾*(* (株)海中景観研，榊石巻専修大)

P29 三重県英虞湾立神浦における一年生アマモ群落の季節変化

0阿部真比古・川原利恵・横田圭五・後藤真樹・倉島彰・前川行幸(三重大・生物資源)

P30 褐藻ホンダワラ属付着器の細胞組織構造

0島袋寛盛・野呂忠秀(鹿児島大・水産)
P31 紅藻スサビノリの硝酸同化に関与する遺伝子の解析

0松本竜也・西村寿弘・山岸幸正・三輪泰彦(福山大・生命工・海洋生物工)

P32 紅藻スサビノリのアルカリ性ホスファターゼ遺伝子の発現解析

0三輪泰彦・吉水正則・山岸幸正(福山大・生命工・海洋生物工)
P33 紅藻スサピノリの窒素吸収に関与する遺伝子の単離

0山岸幸正・西村寿弘・三輪泰彦(福山大・生命工・海洋生物工)

P34 紅藻スサピノリのリン酸トランスポーターホモログ遺伝子の構造と発現

0岸田将義・山岸幸正・三輪泰彦(福山大・生命工・海洋生物工)

P35 紅藻スサピノリのリン酸結合タンパク質遺伝子の発現解析

0河野貴文・矢野陽子・山岸幸正・三輪泰彦(福山大・生命工・海洋生物工)
P36 Isolation and characterization of the improved varieties in Porphyra haitanensis Chang et Zheng 

(Bangiales， Rhodophyta) 

uYAN Xing-hong本・LIANGZhi-qiang*.ARUGA Yusho** (*Shanghai Fisheries University， **Tokyo University of 

Agriculture) 

P37 地下海水を利用した海藻陸上養殖 水質が海藻生長に与える影響

0江端弘樹*・鳥田 智特・四ツ倉典滋榊*・佐藤義夫幹**・平岡雅規柿榊*・山岸幸正特材料(本芙蓉海洋開発(株)ゾ*

北大・先端研**吋ヒ大・北方生物圏フィールド科学セ，料紳東海大・海洋，料開高知大・海洋生物教育研究セ，料榊榊

福山大・生命工)

P38 アマノリ養殖品種の特性に関する研究

0福本真司・藤田大介・能登谷正浩(東京海洋大・応用藻類)
P39 江戸時代中期に描かれた海藻(草)図譜

0藤原宗弘*・吉松定昭特・藤田彰一間(*香川水試，特香川赤潮研，判事香川歴史博物館)
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P40 日本産海藻抽出物の殺細胞作用

0田嶋祥乃介*・長谷川和j青*・田中次郎本・小富山寛機材・林 正彦紳・柴田 潔間(*東京海洋大・海洋環境保

全，**北里大・生命研，問日歯大・化学)

P41 Cephaleuros属気生藻(緑藻)の樹木葉上における成長経過と配偶子・遊走子の放出・発芽

0周藤靖雄*・大谷修司梓(本元島根林技セ，神島根大・教育)

3月29日(火)午後の部

A会場共北25(2階)
13:00 A38 海産種子植物3種の現存量と生理特性の季節変化

0井上千鶴・回中次郎(東京海洋大・藻類)

13: 15 A39 陸奥湾のスゲアマモの繁殖特性と藻場造成手法

0桐原慎二本・能登谷正浩紳(キ青森増養殖研**東京海洋大)

13・30 A40 クビレヅタの生長と形態の変化に及ぼす光量の影響

13 :45 A41 

14:00 A42 

14: 15 A43 

0川越 大*・木村 創**・藤田大介事・能登谷正浩*(*東京海洋大・応用藻類**和歌山農水総合技術セ・

水試・増養研)

へライワヅタ Caulerpabrachypus (アオサ藻綱)の配偶子における細胞融合部位の雌雄特異性

O宮村新-*.南雲 保科(牢筑波大・生物，紳日本歯科大・生物)

褐藻カヤモノリの鞭毛フラビンタンパク質の同定

藤田悟史*・伊関峰生紳・吉川伸哉紳.牧野由美子*帥.渡辺正勝*紳叩*.本村泰三

上明男本紳****帥*(σ*神戸大.自然科学，料科学技術振興事業団・さきがけ，開基生研，*間総研大，紳問北

大・フィールド科学セ，問問神戸大・内海域セ)

緑藻ミルの光合成アンテナ系一構成と光捕獲の戦略

0三室 守人秋本誠志紳・村上明男附・樋口倫也*附・山崎 巌料(*京大院・地球環境，紳北大院・工，

特*神戸大・内海域センター，梓**京大院・人間キ環境)

B会場共北26(2階)

13 :00 838 

13: 15 839 

13:30 840 

13:45 841 

14:00 842 

14:15 843 

クロララクニオン藻のヌクレオモルフゲノムサイズの多様性

0小池さやか*・小藤累美子**・石田健一郎**(*金沢大・理・生物，料金沢大院・自然科学

パラオ産クロララクニオン藻の 1培養株の分類上の位置と生活環

0大田修平・植田邦彦・石田健一郎(金沢大院・自然科学)
灰色藻Cyanophoraparadoxaのシアネレ分裂の動態と FtsZリング形成

0佐藤繭子・西川書ー・山崎誠和・河野重行(東大院・新領域・先端生命)

糸状性シアノバクテリアのホルモゴ、ニア形成を制御する新規遺伝子の単離とその解析

0富谷朗子宇・ PaulaS. Duggan紳・ DavidG. Adams'榊(*(独)海洋研究開発機構・地球内部変動研究セ，

紳 Universityof Leeds (UK)) 

遺伝子破壊株を用いたシアノバクテリア Synechocystissp. PCC6803の乾燥耐性の解析

。岡田克彦・平野昌行・増井 幸・松本玲奈・都筑幹夫(東京薬大・生命科学)

Clonal vs・panmictic~シアノバクテリア A/icrocystis aeruginosaの遺伝構造

O田辺雄彦・渡辺 信(国環研)
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公開シンポジウム要旨

渡遺 信 ・藻類と環境政策

1960年代に顕在化した環境問題は，複雑化・ 広域化をたどり，人間の健康と生活に係わる課題のみならず，人類の存続その

ものに係わる課題となってきた。人間の生活環境に係わる環境政策において，藻類は水汚染ではアオコや赤潮として問題となっ

ている生物である。また，大気汚染では，藻類と菌類の共生体である地衣類が指標生物となっており，欧州では肺ガン発生率

と地衣類の分布に高し、相関が見られたという。ノ¥聞の健康に係わる環境政策においては，有毒アオコとその毒素が国際的に大

きな問題となっており， 1997年に附o(世界保健機構)は自然水域での有毒アオコの毒素の安全基準を暫定的に lμgL-lと
設定した。人類の生存基盤に係わる地球環境政策として，地球温暖化があるが，藻類は水域の一次生産者であることや光合成

で二酸化炭素を効率よく固定することから，温暖化防止政策において注目されている生物である。特に石油を生産する藻類は

21世紀における新エネノレギー源として注目される。2010年までに生物多様性減少速度を大幅に減少させるというにおける国際

合意を実現するために，絶滅の危機に瀕する生物を把握し，その保全を行うことが重要である。藻類においても多くの種が絶

滅の危機に瀕しており， 2000年刊行の環境省のレッドデータブックでは， 47種の藻類が絶滅，野生絶滅あるいは絶滅危倶種と

されている。バイオリソースとして藻類の培養株保存は絶滅危倶藻類の生息域外保全政策に直接貢献し，藻類を利用した研究

や行政調査の安定的 ・効率的推進に多大な貢献を果たしている。

講演者紹介 i皮返信(わたなべ まこと)

国立潔境研究所生物医l環境研究領域長 北海道大学大学院理学研究科博士課程修了。理学博士

専門分野は環境微生物学及び生物多機性保全学。国立環境研究所研究員，主任研究員，室長などを経て，現職。筑波大学生物科学研究科教

授，総合科学技術会議参事官等を併任及び日本微生物資源、学会会長，世界微生物株保存連盟副会長等を歴任。

主な著書に「新版微生物学実験法j (共編著，講談社サイエンテイプイク)， I環境微生物図鑑j (共著，講談社サイエンテイプイ ク)，

IBiodiversity: Its Comp1exity and Rolej (共編， Global Environmenta1 Forum)， IAdvances in Microalgal and Protozoal Studies in 

Asiaj (共編， Global Environmental Forum)， IAlgal Culture Techniques-Chaps. 1， 25 and Appendixj (Academic Press)等

関連情報 http://www.nies.go.jp/index-j.html (国立環境研究所)

熊谷道夫 藻類と地域環境

琵琶湖における浮遊性微細藻類(植物プランクトン)の経年変化を中心に述べる。藻類の異常1:1迫殖は，自然発生的なものの

ほかに，人為的な要因によるものがある。近年の閉鎖性水域における赤潮やアオコの発生は，周辺の人聞社会構造の変化に伴

う環境変動が原因するものが多い。例えば， 地域住民の生活様式の利便化や，都市化による人口集中， 7)'(回なと。の農業排水の

増加といった湖を取り巻く環境の変化によって，多量の栄養塩が集水域から流入し，藻類が急激に増殖する富栄養化現象があ

げられるだろう。琵琶湖で淡水赤潮が発生したのは 1977年で，その後， 1983年には琵琶湖南湖でアオコが発生し， 1994年に

は北湖に拡大した。このような迷惑な藻類の増加傾向は現在でも続いている。滋賀県立衛生環境センターでは，植物プランク

トンの経年変化を 1978年から計測してきているが，詳細に見ると， 1985年から 1990年にかけて，富栄養化現象だけでは説明

がつかない変化が見られる。それは，藻類だけでなく，魚類や水質などにも見られる急激な変化で，琵琶湖におけるEcological

Regime Shiftの一つで、あると思われる。最近の傾向としては，富栄養化のような地j或環境の変化と，温暖化に代表される地球

環境による変化の複合的な影響によって藻類の種組成も変わってきている。したがって，藻類の異常増殖について， 何が原因

であるかを特定するために，より多角的な調査研究を行うことが求められるようになってきた。琵琶湖研究所では自律型潜水

ロボット「淡探」を用いた植物プランクトンの調査も行っているので，併せてご紹介したい

誹演者紹介熊谷道夫(く まがいみちお)

滋賀県琵琶湖研究所 ・総括研究員 京都大学大学院理学研究科修了 理学博士

専門分野は，地球物理学。琵琶湖を中心に，湖水の[i}J態，環境観捌1)，観測技術開発，水質改善技術の開発など燦々な研究に取り組んでいる。

英国サウサンプトン大学海洋学部客員研究員，滋賀県琵琶湖研究所研究員，主任研究員，専門研究員を経て，現職。

日本学術会議陸水研連委員，日本陸7)<学会英文誌編集委員長，日本陸7)<学会評議員，立命館大学客員教授等を歴任し，現在，世界水と気候
ネットワーク (W¥¥'ECN)事務局長も努めている。

関連情報 http://www.lbri.go.jp/kumagai/mainj.htm (熊谷先生のホームページ)
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公開シンポジウム要旨

川井浩史 :海藻類と沿岸環境

海藻類は，日本人にとってなじみの深い食品であると同時に，沿岸の生態系にとって欠かすことのできない生物要素である。

なかでも大型の海藻(草)類が繁茂する場所である藻場(もば)は，陸上の森のように多燥な動植物の生活に不可欠で、ある。

しかし，日本の広い範囲の沿岸，特に東京湾や瀬戸内海のような閉鎖性の海岸において，沿岸部の埋め立てや水質汚染などに

よる沿岸環境の悪化から，藻場の減少 ・消失が大きな問題となっている。

閉鎖性の海域においては，埋め立てによる浅場の消失だけでなく，河川|から流入する懸濁物や，大量に発生する植物プラン

クトンのため，海水の透明度が減少し，海藻類の生育できる水深(光補償深度)は浅くなる。また海底に沈降した浮泥などが

海藻類の胞子 ・卵の着生を阻害するほか，付着した胞子などの上に沈降した場合は光合成を阻害する。この結果，海藻類の植

生はより浅い部分だけに限定され，単純な種組成になることが多い。たとえば大阪湾においては湾口部の紀淡海峡や明石海峡

においてはかなり豊かな海藻植生が見られるのに対して，湾奥部に入るにつれ著しく貧弱化する。これに対して，埋め立て地

や高度に富栄養の沿岸における環境改善のために護岸形状の改修，移植などによる藻場の造成などが広く行われるようになっ

てきており，またさらには海藻類や付着動物の育成と取り 上げによる積極的な栄養塩類の取り 上げなどが試みられている。こ

こではその具体例として，神戸港周辺における護岸形状と生物多様性に関わるモニタリング調査と藻場倉IJ出実験，尼崎におけ

る沿岸環境修復実験の取り取り組みなどにつき紹介する。

講演者紹介 )11井浩史(かわい ひろし)

神戸大学教授，神戸大学内海域環境教育研究センター ・センター長 北海道大学大学院理学系研究科博士課程 理学博士

専門 褐藻類を中心とした系統分類学。褐藻類の系統分類と生物地理，海藻類の生態と環境保全に関する研究を行っている。

日本学術振興会博士課程奨励研究員，北海道大学理学部植物学科助手，講師，ドイツ連邦共和国フンボルト財団研究員(コンスタンツ大学)，

神戸大学理学部生物学科助教授，神戸大学内海域機能教育研究センター・教授，同センター長(併{壬)，センター改組により現職。 日本藻

類学会会長

主な著書には i藻類の多機性と系統J裳輩房(千原光級編)分担執筆

「多様性の組物学l 植物の位界J東京大学出版会 (岩槻邦男，加藤雅啓編)分担執筆

「神戸の海藻~神戸 ・ 淡路地域の海穣~J (財)神戸市体育協会

関連情報 http://w¥nl..kobe-u.ac.jp/kurcis/ (神戸大学内海峡環境教育研究センター)

石川依久子 藻類と環境教育

「なぜ“藻類"が人々の知識の中に様付かないのだろうか」という疑問と背立ちは30年前も今も変わらない。30年前は，北

から南へと長い列島の日本が世界まれな海藻王国であるにもかかわらず，欧米の大陸文化に押されて，科学の商でも食料の面

でも藻類を打ち出していこうという意欲があまりにもないことへの日本人としての苛立ちであった。しかし，近年は，世界に

向けて「藻類を知って欲しし、j という叫びのようなものになった。「酸素発生型の光合成は 30億年前に藻類によって始まり ，

長い長い時間の流れの中で陸上植物を生み出し，多種多様な動物を発展させ，植物とわれわれ動物との的権なバランスが生命

の星地球を保ってきた。そして近代文明の象徴たる石油はもとより鉄鉱石さえも藻類が作り出した。」という事実を政治家も

一般人も卜分に理解していたら，この人類の未来を脅かす環境破壊は起こっていなかったに違いない。藻類の科学は欧米の大

陸文化の盲点だったと思っている。今こそ，政治家を含む一般人が藻類に目を閉し、て，藻類を開発し，環境汚染で行き詰まっ

た文明に新しい力を投げかけていくべきだと思っている。一つの例として，農業がある。人類の生存を脅かす化学肥料の改善

に土壌藻類が大きく寄与することが予期される。今， i築類知識の普及のために，われわれ藻類関係者は何をすべきか，すでに

少しずつ始まっている試みを紹介しつつみんなで、考えてみたい。

講演者紹介石川|依久子(し、しかわ いくこ)

東京学芸大学非常勤講師，東邦大学客員講師，東京j良工大学共同研究員他 東京大学大学院博士課程修了 理学博士

専門は，藻類学全般。藻類の開発および普及活動に努力されている。

東京医科大学微生物学教室助手，大阪大学教養部生物学教室助手 ・講師 ・助教授，東京学芸大学生物学科教授，定年退官後，現職。 1997

年 1998年 日本藻類学会会長

主な著書には i人も環境も藻類からj裳華房(単著)
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A01 0鯵坂哲朗*・若菜 勇**ラオスにおけるカイ(カモ
ジシオグサ)とタオ(アオミドロ類)の利用について

2004年1月と 12月にラオスのメコン川流域の中流部に位置

するVientianとLuangPrabang 周辺で、カイ(カモジシオグサ)

とタオ(アオミドロ類)の利用および生息場の水質環境調査

をおこなった。カイは普通生か日干し乾燥して，野菜とおな

じように調理して食べるが， Luang Prabang近郊のみで板海

苔様(カイベーン)として加工されて，おもにみやげ物とし

て販売されている。その加工工程について現場観察と聞き取

り調査をおこなった。また，原料となるカイの採集場におい

て収穫の様子を観察し、同時に生育場所の水質環境調査 (pH，

電気伝導度，水温，塩分濃度，光量などの測定)を行った。ま

た現場の水をそのまま，または癒過して持ち帰り，重金属な

ど、の水質分析も行った。また，タオについてもその利用と生

育場所の環境調査を同じように行った。現在，カイとタオに

ついては、遺伝子分析と形態調査からそれぞれカモジシオグ

サ(Cladophoraglomerata (Linna巴us)Kuetzing)と争1・rogyra
spp.と同定され，それらの栄養分析でも特異性がみられてい

る。これらについて詳しく報告する。

(*京大・院・地球環境・紳阿寒湖畔エコミュージアム)

A03 0坂山英俊*・野崎久義**・笠井文絵*・渡遺 信*:Chara 
fibrosa species complex集団聞の葉緑体ハプロタイプ多型

と系統

Chara fibrosaはヨーロッパを除く世界各地に広く分布し，
Wood (1965)により 23種以下分類群に細分されている。 Wood

(1965)は本種を主に托葉冠・皮層細胞・腺細胞・直細胞等の

栄養器官形態で特徴づけ，それらの変異の幅を広く認めたた

めに多くの分類群が本種のシノニムと扱われた。しかし，

Chara属で、は同一種内に生殖的に隔離された地域集団が存在
することが認められている (Proctor 1980)。従って， Wood 

(1965)の本種の分類体系を再検討する必要がある。

本研究では，日本・アジア・オセアニア地域の 18集団から

採集したC.fibrosaと形態的に同定できるサンフ。ルの培養株
を用いて，その栄養器官形態と卵胞子形態を観察・比較し，ま

たcpDNAのタンパク質コード領域 (rbcL，mat.めと非コード
領域(trnK3'側イントロン，petBイントロン等)のハプロ
タイプを検出し，各集団聞の系統関係を推定した。

その結果，ほとんどのサンプルはお互いに異なった遺伝子

型であり，種内に遺伝的に分化した複数の系統群が認められ

た。従って， Wood (1965)が提唱したC. fibrosaには生殖的
に隔離された地域集団又は隠蔽種が含まれている可能性が示

唆された。また，本種内では従来重要な分類形質として用い

られてきた托葉冠の特徴よりも，輪生枝の節数・直細胞と終

端細胞の長さ・卵胞子の形態が系統を反映していた。
(字国環研・生物，件東大院・理・生物科学)

A02 0横山奈央子*・平岡雅規**・鳥田 智*料・新井章吾*州.
増田道夫*.緑藻アオサ・アオノリ類の分子系統解析~北海道

産および河川アオノリの種多様性

緑藻アオサ・アオノリ類は世界各地の沿岸域に生育し，世

界で約150種，日本で18種が確認されている。しかしこの仲

間は体制が単純で分類形質が少なく，その形質も環境によっ

て変化するため分類学的混乱が生じている。近年，特に本属

に関しては， ITS領域を用いた系統分類学的研究が世界中で

行われ，大凡の種の分子同定が可能となった。

そこで本研究では，未だ詳細な調査が行われていない北海

道産アオサ・アオノリ類および河川に生育するアオノリの種

多様性を明らかにするため，核コードITS2領域での分子系統

解析を行った。これに加え河川アオノリに関しては，分布域

拡大の方向性，環境適応の回数・起源を解明するため， ITS2 

領域よりも解像度の高い5Sspacer領域を用いた分子生物地

理学的解析を行った。その結果，北海道においてはアオサ・ア

オノリ類10種を確認し，そのうちの2種は未記載種であった。

また，河川アオノリには4種類が含まれ，そのうち沖縄を除

くサンフ。ルは全て近縁で，海産ウスパアオノリと同種の可能

性が示された。ただし， 5S spacer領域の解析では海に生育

するウスパアオノリと河川|株には遺伝的差異が生じており，

全ての河川株は単系統になった。このことから，海産ウスパ

アオノリ起源の河川アオノリは河川毎に何度も汽水環境へ適

応したのではなく，おそらく何処かの単一株が低塩分耐性を

獲得し，それが日本各地へ広まったと考えられる。
(*北大・理・生物，紳高知大海洋セ，問北大・先端研セ、****

海藻研(株))

A04 0内村真之*・新井章吾紳・宮崎 勤附・横山奈央子*制.
井上徹教*・中村由行*・鳥田 智*榊*: Iヨ本におけるウミヒ

ルモ属の分類に関する新知見

今年度から沖縄総合事務局那覇港湾・空港整備事務所から

の委託を受け， r沖縄県中城湾泡瀬地区の海藻・草類について
の研究」が開始された。日本に生育している海産顕花植物は

8属16種が記載され，世界で二番目に多様性が高い。しかし、

ウミヒルモ属に関しては，Halophila ovalis (ウミヒルモ)
およびH. decipiens (ヒメウミヒルモ)の2種しか確認され
ていなし、。本研究ではウミヒルモ属の種多様性を明らかにす

るために，泡i頼地区における毎月の定点観察に加え、比較検
討のため石垣島、奄美大島などの南西諸島や本州域でもウミ

ヒルモ属を採集した。その結果，形態によって数タイプに区

別することができた。泡瀬地区のウミヒルモ属を既報告の2

種だけに分類することが困難であったため，形態と核コード

ITS領域の塩基配列による分子系統解析も含めて検討した。

既報の2種に加えて日本新産のH.minorとH.australisに
該当する 2種が含まれることがわかった。また， 2003年に泡

瀬地区で発見されたホソワミヒルモは分子系統解析でも新種

である事が示唆されたが、ハワイ原記載のH.hawaiianaと形
態が酷使しているので、最終分析を行なっている。また、今ま

で本州でウミヒルモと同定されていたものは，別の新種であ

ることがわかった。したがって日本に生育するウミヒルモ属

は，これまでの2種から6種へと大幅に増えることになる。
(キ港湾空港技術研究所，紳海藻研，榊海中研，材料北大・理・

生物，神的北大・先端研セ)



A05 宮地和幸:淡水カイゴロモ(仮称) (アオサ藻綱、シオ

グサ目)について

一昨年2003年 10月香川県三木町男井間池よりタニシに付

着するシオグサ目タニシゴロモ科植物で、日本新産あるいは

新種と思われる緑藻を採集した。その結果については既に昨

年の札幌大会で報告した。このタニシゴ、ロモ科植物を昨年2

カ所から相次いで、採集した。 1カ所は千葉県千葉市の回圏
から、もう 1カ所は島根県出雲市の池からであった。このタ

ニシゴロモ科植物は海産のカイゴロモと似た一層の筒旬体か

ら立ち上がり、少量の分校のある短い直立枝からなる密生し

た糸状体からなっている。この基本的な形態は昨年度の報告

したものとほとんど変わらなかった。但し、島根県産のそれ

では、枝の先端部の数細胞が前回観察されたものと大きく異

なっていた。香川県産のそれは、梶棒状あるいは大きな球形

だ、ったのに対して、島根県産のそれは、大きな楕円体細胞で、

複数の乳頭状の突起が長辺側から出ており、その乳頭状突起

から生殖細胞が放出された。基部旬旬細胞、下部細胞、先端

細胞のそれぞれの細胞の微細構造を調べたが、基本的には、

シオグサ目マリモグループの特徴を示した。このタニシゴロ

モ科植物はロシアのパイカル湖から報告されている

Gemmiphoraの外形に良く似ているが、但し、ピレノイドがな

いところやアキネートを形成する点が異なっており、この植

物に同定すべき属や種が見つからず、新種とも考えるが、今

後さらなる検討をしたい。

(東邦大・理・生物)

A07 0島袋寛盛・森 郁美・野呂忠秀:褐藻ホンダワラ亜属
の分類形質としての主枝組織構造

褐藻ホンダワラ属の分類は，その外部形態的特徴に重点が

置かれ，組織構造を分類形質とした報告はなく，それに関す

る知見もほとんどない。その中でホンダワラ属は外部形態の

特徴から5つの亜属に分けられているが，この亜属レベルの

分類には疑問を抱く研究者も多く，新たな知見が求められて

いる。そこで筆者らはホンダワラ属の主枝断面の組織構造を

形態学的に比較することによって，分類形質として利用可能

か否かを調べた。日本沿岸で採集した3亜属 (Bactrophycus，

Schizophycus， Sargassum) と，北海道大学理学部と国立科
学博物館に収蔵されている 2!1[属 (Ph y 110 t r i c h i a， 
Arthrophycus)を比較観察したところ Sargassum，

Shizophycus， PhyllotrichiaOコ主枝組織構造は，皮層から髄

層にかけて細胞の大きさが小さくなっていくのに対し，

Bactrophycu~ Arthrophycus'こは同様の特徴はなく，皮層か
ら髄層にかけてほぼ均一の大きさの細胞が並んでいた。さら

にArthrophycusは主枝の稜角を結ぶように小さな細胞が帯状

に並ぶなど，それぞれに構造の違いが見られた。以上のこと

からホンダワラ属の主枝組織断面は，!I[属を分類する上での

分類形質となりうることが示唆された。

(鹿児島大・水産)
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A06 0孫 忠民・問中次郎:フクリンアミジ(褐藻アミジグ
サ目)の生殖器官の形態

フクリンアミジ (Di10phus okamurae)の生殖については，夏

に生育する四分胞子体に関する報告があるが，四分胞子の発

生及び配偶体による有性生殖は知られていない。

千葉県館山市坂田で，フクリンアミジの全ての世代を得た。

フクリンアミジは一年中生育しており，生育季節などにより，

形態の変化が激しい。冬から秋まで，枝の狭く薄い葉状体(以

下，薄い藻体)が優占したが，夏から秋まで，校の広く厚い葉

状体(以下，厚い藻体)が優占した。有性生殖は2月から 3月

まで薄い藻体でみられた。薄い藻体では，四分胞子嚢は表面

に散在する濃い色の大型細胞から形成され，生卵器は群を形

成し，造精器は小型の水泡状の造精器群を形成する。放出さ

れた四分胞子の直径は63.6i: 3. 5μmであり，卵は直径68.5

士1.1μmであり，精子は直径5.1 i: O. 7μmである。一方，

6月に同地で遮光された人工プールで厚い藻体をもっ配偶体

を得た。生卵器は群にならず，胞子嚢と区別しにくく，造精

器は広い範囲を占める。厚い藻体は，髄層が多層化して丈夫

になり，栄養繁殖のための付着部を形成するので，長期間生

育でき，夏から秋の高温環境に適応している。一方，四分胞

子体から形成された薄い藻体である雌雄配偶体は，冬から春

にかけての低温環境に対して有性生殖を行うことで適応して

いると考える。

(東京海洋大・藻類)

A08 0上井進也て NelsonW.ペNeilK.ペBooS. M. ***， 
王偉定材料， Agu i lar-Rosas L. E.山林，北山太樹*問**，

Peters A. F. **仲間，川井浩史*ミトコンドリアハプロタイ

プからみた移入ワカメの起源地の推定

ワカメ(褐藻コンブ目)は極東アジア原産であるが世界各

地で人為的移入が報告されている。今回ミトコンドリアゲノ

ムの2領域を用いて世界各地の移入ワカメ集団内での遺伝的

多様性の解析と原産地の推定を試みた。 cox3領域ではヨー

ロツパ，メキシコ，メルボルン(オーストラリア)，ニュージー

ランドで東北太平洋岸と中国大陸に分布するハプロタイプが，

タスマニア(オーストラリア)で瀬戸内海・本州、旧本海沿岸

に分布する別のハプロタイプがみられた。東北太平洋岸・中

国大陸と同じcox3をもっ移入集団のミトコンドリアゲノムの

別の領域を調べると，ヨーロッパとメキシコで日本に多いハ

プロタイプが，メルボ、ルンで‘中国大陸に多いハプロタイプが

みられた。 NZでは6つのハプロタイプがみられ，そのうち 2

つは中国大陸で， 2つは日本でみられたものと一致した。以

上の結果から原産地域からの移出は繰返し起きており、 NZの

集団だけをみても複数の地域からの移入に起源していること

が示された。
(*神戸大・内海域セ，材NIWA， 判'*Chungnam National 

University，件**漸江省海洋水産研***料Universidad

Autonoma de Baja California，材料料国立科学博物館，

** 
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A09 0比嘉敦ホ・河地正伸柿・笠井文絵本*菊池川水系に
おけるチスジノリの集団解析;受精から果胞子形成まで

淡水産大型紅藻チスジノリ (Thoreaokadae Yamada)は秋

~冬季に雌雄異株の大型の配偶体 (n)が出現し、春~夏季は

配偶体が消失して小型の胞子体 (2n)で過ごすという季節的

消長を伴った異型世代交代を行うことが知られている。また、

環境省レッドデータブックでは絶滅危倶H類に分類され、保
全が必要だが、生育状況の把握や増殖条件、生活史の各ス

テージの詳細な情報が不足している。また、培養系が確立さ

れておらず、実験室での生活環の検証は困難であり、集団の

維持機構、集団動態そして集団の遺伝的構造に関する詳細な

報告もほとんどない。従って、生育地での自然集団の詳細な

個体群動態の観察が重要である。本研究では、熊本県北部を

流れる菊池川水系におけるチスジノリ集団の繁殖生態を明ら

かにすることを目的として、雄株と雌株の分布、受精率、雌

雄の割合の変動を6地点、で調査した。その結果、 1)雄株と雌

株の分布には規則性が見られなかった、 2)受精した株は3月

以降に出現した、 3)雌株の約80%が受精した、 4)1株当た

り40-50%の受精毛が受精に成功した、 5)雄株は雌株より

も先に消失する傾向が見られた。これらの結果から、雄株の

割合が多い集団で受精率が高くなるのではなく、雌雄が近接

して生育している集団で受精率が高くなる傾向が見られた。

(キ筑波大・院・生命環境，神国立環境研究所)

A11 0長浦一博・藤田大介・能登谷正治神奈川県江ノ島で
夏期に生育が認められたアマノリの形態

神奈川県藤沢市江ノ島において， Miura (1967)はアマノリ

類5種(ベンテンアマノリ，ヤブレアマノリ，ツクシアマノ
リ，オニアマノリ，マルパアマノリ)の生育を報告した。い

ずれの種も生育期間は冬から早春で，夏にアマノリ類の生育

が認められたという報告は他にもない。ところが，演者らは

2004年7月に同島の人工構造物上で葉長1cm前後のアマノリ

類1種を採集した。この藻体は上部の厚さが約20μmと薄く，

縁辺部に顕微鏡的な鋸歯を有し，原胞子を盛んに放出した。

その後，毎月採集を行ったところ， 2005年l月に成熟藻体を

採集できたので，形態を詳細に観察した。その結果，本種は

雌雄同株，単層膜状で，各細胞は1個の星状色素体を持ち，最

も大きな藻体は葉長5.9cmであった。葉長3cm以上の成熟し

た葉状体の葉形は卵形，倒卵形，あるいは披針形で、あった。原

胞子の平均直径は15.8μm，精子の平均直径は5.5μm，接合

胞子の平均直径は14.6μmで、あった。藻体の厚さは上部の最

薄部で17μm，下部の最厚部で30μmであった。精子嚢の分

割式は 16(a/2， b/2，c/4)か32(a/2， b/4，c/4)，接合胞子嚢

の分割式は8(a/2，b/2，c/2)か16(a/2， b/4， c/2)であった。

本種の形態形質はMiura(1967)が報告した上記アマノリ類，

および本邦で記載されているアマノリ類(吉田 1998)のい

ずれにも一致しなかった。

(東京海洋大・応用藻類)

A10 0菊地則雄キ・新井章吾紳・吉田吾郎***.大阪湾産紅藻
アマノリ属のー未記載種について

大阪湾の漸深帯から採集された，赤みを帯びた葉状の紅藻

の一種の生活史と形態を調べた。 2003年8月26日に，大阪府

岬町地先の水深6mの砂泥底に堆積する二枚貝の死貝の殻に

付着した本藻が採集された。雌雄生殖器官が認められなかっ

たので，天然藻体を室内培養したところ，葉状体から多くの

原胞子が放出された。原胞子から成長した葉状体を培養した

ところ， 3ヶ月後に雌雄生殖器官を形成し，放出された接合

胞子は糸状体へと成長した。糸状体には殻胞子嚢が形成され，

放出された殻胞子は，葉状体へと成長した。天然の未成熟葉

状体と培養で成熟した葉状体の形態を観察したところ，次の

ことがわかった。本藻はアマノリ属ヒトエアマノリ亜属の特

徴を有する。葉状体はピンクもしくは赤みを帯びた檀色であ

る。しばしば裂葉を有する。雌雄同株で，雌雄生殖器官は藻

体縁辺部付近に混在し，精子嚢斑は縁辺に沿って形成される

か，小斑点状を示し，肉眼では不明瞭である。小斑点状の精

子嚢斑からの精子の放出とともに藻体に穴が生じる。造果器

は断面観で楠円形か紡錘形で，受精毛の先端は鈍形である。

精子嚢の分裂表式は最大で128(a/4，b/4c/8)，接合胞子嚢の分

裂表式は最大で16(a/2，b/2，c/4)である。以上の特徴から，本

藻は紅藻アマノリ属の一種であるものの，生育地，形態，生

活史等を既知種と比較すると，これまで報告されていない米

記載種であると考えられた。
(キ千葉海の博物館，榊(株)海藻研，間瀬戸内水研)

A12 0二羽恭介*・加藤亜記紳・小檎山篤志向・川井浩史料.
有賀祐勝抑*.形態および、分子系統解析に基づ、く野生スサピノ

リと養殖スサピノリの比較

現在，ノリの養殖品種のほとんどはスサビノリの一品種で

あるナラワスサピノリであり，遺伝的画一化が生じている。

そのため養殖ノリの品種改良を進めるうえで，遺伝資源とし

て利用できる野生スサビノリを収集することは重要である。

我々は葉緑体rbc-spacer領域のPCR-RFLP分析とその塩基配列
の比較から，宮城県雄勝産の野生ノリ糸状体がナラワスサビ

ノリとアサクサノリのいずれとも異なるハプロタイプを示す

ことを確認した。そこでこの野生ノリの種を同定するため，

1)核rDNAのITS領域を用いたPCR-RFLP分析， 2) ITS-1およ
ひ、葉緑体rbcL遺伝子塩基配列による分子系統解析，および3)

葉状体の詳細な形態学的観察を行った。その結果，1)ではナ

ラワスサピノリと同ーの遺伝子型を示すこと， 2)および3)

では，ナラワスサピノリに最も近縁であるが，これとは明ら

かに異なる特徴を持つ野生スサビノリであることが明らかに

なった。さらに，この野生スサビノリとナラワスサピノリを

同一条件下で室内培養して葉状体の生長を比較したところ，

野生スサビノリはナラワスサピノリより生長が遅く，より短

く幅広な葉形を示した。また，殻胞子発芽体の初期生長にお

いて，野生スサピノリではナラワスサピノリに比べより早い

時期に横方向の分裂がおこることが確認された。これらのこ

とから，この野生スサピノリは生長特性においてもナラワス

サピノリとは遺伝的に異なるものと推定される。
(*兵庫水技セ，**神戸大・内海域セ，間北里大・水産，****東

京農大)



A13 0植木知住*・長里千香子柿・本村泰三榊・嵯峨直↑亙*
スサピノリの生活環を通した各種胞子の発生過程について

スサピノリ (Porphyrayezoensis Ueda)は，生活環を通
して以下の3種の胞子を放出する。単胞子は，葉状の配偶体

から無性的に放出され，発芽した後に体細胞分裂を繰り返し

て配偶体に成長する。果胞子は，配偶体に形成された有性生

殖細胞，すなわち造果器と精子の受精によって形成され，発

芽して糸状の胞子体へと発生する。胞子体から放出される殻

胞子は，発芽過程における最初の核分裂時に減数分裂を生じ

て配偶体となる。本研究では，以上の各種胞子の発生過程に

着目し，透過型電子顕微鏡による微細構造の観察を行った。

また，間欠撮影によって単胞子ならびに果胞子の放出直後か

ら開始する変形運動を観察した。

透過型電子顕微鏡観察によって各種胞子の微細構造は，単

胞子ならびに果胞子では配偶体，殻胞子では胞子体の特徴を

葉緑体の形態などで保持していることが明らかになった。細

胞壁形成については，単胞子ならびに果胞子ではその微細構

造が異なっていた。放出直後の殻胞子の核は，他の2種の胞

子とは異なった形態をしており，減数分裂の初期であること

が示唆された。間欠撮影から単胞子ならびに果胞子は，基物

への着生までに形態変化を頻繁に繰り返しながら移動あるい

は旋回したことが明らかになった。また，両胞子において細

胞質分裂に要した時聞が明確に示された。

(*北大院・水産，神北大・フィールド科学セ)

A15 0神谷 晃・藤田大介・能登谷正浩:アサクサノリとス
サピノリ養殖品種の培養葉体の生理特性と形態変化

多様な養殖品種の形態や生理特性の統一的な比較は，野外

の栽培環境下では，地域や年変動により困難である。そこで

当研究室では，室内の一定環境下で培養した藻体を用いて特

性比較を試みている。材料は韓国南海からアサクサノリ系の

葉状体を，北海道茂辺地からスサピノリ系の葉状体をそれぞ

れ採取し，それらを母藻として，葉状体を培養した。培養は，

温度5"C"-' 25"C，光量約50μmolIm2/s，光周期14L:100と10L:
140を組み合わせた10条件下で行なった。培養葉状体は1週
間ごとに12週間に渡って観察し，形状や生長，成熟を比較し
た。その結果， 5"Cでは，両種ともほとんど生長しなかった。

25"Cでは，アサクサノリは2週目から原胞子を放出し始め，
8週目以降に全ての葉状体は流出したが，スサビノリでは原

胞子を放出することなく数週間後に枯死した。 10-20"Cでは，
両種とも概ね15"C， 20"C， 10"Cの順に早く大型の葉状体に
なった。スサピノリは， 10"C下では生長が遅いが，生殖細胞
の放出が少ないことから，長期間の培養では大型となった。

原胞子の放出時期は両種では異なり，アサクサノリでは幼葉

期と雌雄生殖細胞の放出時期の2回，スサピノリでは放出開
始以降，葉状体が流出するまで続いた。培養葉状体の大きさ

や付着器付近の形は母藻とは異なった。雌雄生殖細胞の分割

表式や生殖斑の型は両種とも培養条件によって変化すること

はなかった。以上のことから，葉状体の大きさや基部の形な

どは生育環境により大きく変化すると考えられた。

(東京海洋大・応用藻類)
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A14 0神谷充伸*.JohnA. West柿:有性生殖株の交雑によっ
て誘導される無性生殖化現象について

胞子体のみで生活史を完結する無性生殖種は、紅藻類の

様々な分類群で観察されており，種によっては大きなニッチ

を占めていることから，無性生殖化は紅藻の進化や生態を考

える上で重要な現象である。我々は，アヤギヌ類の一種

白loglossamonostichaを用いた交配実験により，特定の有
性生殖株の交雑によって無性生殖化が誘導されることを明ら

かにした。北オーストラリアEastAlligatorJl1の雄株とイン
ドネシアLombok島の雌株間で交雑させると，嚢果から果胞子
が放出され， F，胞子体が生じたが，この胞子体から放出され

た胞子は配偶体にならずにふたたび胞子体へと発芽し， 3年

間培養し続けても配偶体は生じなかった。雄雌逆の組み合わ

せでは全く生殖反応が起こらなかったことから，両者は遺伝

的にかなり分化していると考えられる。もし，遺伝的に分化

が進んだ個体聞の交雑によって無性生殖化が起きるとすれば，

無性生殖化した個体は必ずヘテロ接合体となっているはずで

ある。これまでに様々な集団からアヤギヌ類の無性生殖株が

単離され，分子系統学的解析によって，この藻群では無性生

殖化が独立に何度も起こったことが示唆されている(Westet 
a1. 2001)。そこで，これらの無性生殖株のリボソームRNAの
ITS領域をクローニングし，クローン聞で配列を比較したと

ころ，いくつかの無性生殖株には2種類以上の配列が存在す

ることが明らかになった。この結果により，交雑による無性

生殖化は自然界でも実際に起きている可能性が示唆された。
(*福井県大・生物資源・柿メルボルン大)

A16 0堤敏郎*・香村虞徳紳:カサノリ (Acetabularia
ryukyuensi s)の沖縄本島における生育分布と生態について

水産庁編のデータブック(1998)において「危急種」として取り

扱われているカサノリの生態は，いまだに未知なところが多

く，生育条件，生活サイクル期間，配偶子放出・接合に至る

過程など，今後の研究を待たなければならない。筆者らは

2004年の約1年間定期的に沖縄本島においてカサノリの生態
観察を行い，以下のような観察結果が得られたので報告する。

Lカサノリは現在においても沖縄本島沿岸域の各所に広く生

育しており，東海岸においては，北は国頭村(伊部)から，東

村，名護市，金武町，沖縄市，与那城町，勝連町で，南は知

念村，玉城村，具志頭村，西海岸では那覇市，浦添市，名護

市(屋我地)でカサノリが観察された。

2.一般的にカサノリの藻体は夏季には消失して生長しないと
考えられていたが，本島東海岸の与那城町屋慶名や具志頭村

破名城などでは，夏季にも秋~冬季と類似の生活サイクルで、

出現，消失を繰り返し， 1年を通じて世代の異なるカサノリ

が重なり合い発芽生長しているようである。また，発芽から

カサの消失まではおおよそ3ヶ月程度と観察された。
3.生育が活発な地点では，サンゴ片，貝殻に限らず様々な着

生基盤(石，岩，ガラス，金属，プラスティック，ゴム，布，

その他)からの発芽が観察された。
4.与那城町屋慶名や平安座，那覇市那覇空港，浦添市浦添海

岸などホソエガサも生育する地点では，カサノリとホソエガ

サの混在がごく一般的に観察された。
(*那覇港管理組合，紳(財)沖縄環境科学セ)
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A17 0坂西芳彦*・伊藤博*・飯泉 仁紳・松本里子*紳・谷
口秀策事問.田中次郎*糊:水中の光環境が褐藻コンブ目の垂

直分布に及ぼす影響ーモニタリングデータによる解析一

光量は水中に生育する海藻の垂直分布を制限する重要な環

境要因の一つである。代表的な大型褐藻については，天然で

観察される垂直分布には理論的な根拠があり，光環境から生

育限界水深の推定が可能なこと，物質収支に及ぼす温度の影

響は光環境により大きく異なることなどが明らかになってき

た。このように，海藻の生態を理解する上での重要性が認識

されているにもかかわらず，沿岸浅海域で長期にわたり高い

頻度でまたは連続的に測定された水中の光環境に関するデー

タは極めて少ない。

本研究では，北海道東部と本州中部の太平洋沿岸における

水中光量子量のモニタリングデータと植生および現存量デー

タをもとに，コンブ目藻類の垂直分布に及ぼす光環境の影響

を明らかにした。

北半球の様々な海域で報告されているコンブ目の生育限界水

深の違いは，海水の吸光係数を介した水中の光環境の違いに

よって概ね説明可能であり，生育限界水深と吸光係数との関係

は定式化できることが明らかになっている(坂西・飯泉 2004)。

今回は，さらにデータを加えてコンブ目の生育限界水深の違い

を水中の光環境および種の生理生態特性から検討した。

また，本州中部太平洋岸で，水深別にコンブ目藻類の現存

量を調べたところ，現存量は水深の増大とともに指数関数的

に減少した。この現存量の減少は，Lambert-Beerの法則にし
たがって指数関数的に減衰する水中光量子量を反映したもの

と推察された。

(*北水研，柿日水研，問日本国際湿地連合，*榊東京海洋大)

A19 0村瀬昇*・原口展子*・水上譲事・野団幹雄*・吉田
吾郎紳・寺脇利信料:山口県沿岸に生育するアラメおよびク

ロメの培養による生育上限温度

コンブ科のアラメおよびクロメは藻場を形成し，沿岸の一

次生産者として重要な役割を果たしている。近年，温暖化な

どによる海水温の上昇が藻場へ及ぼす影響について懸念され

ているが，それを予測・評価するための基礎的な研究は極め

て少ない。本研究では温度に注目し，培養実験により両種の

生育上限温度を明らかにした。

本研究は，山口県の日本海側の蓋井島沿岸に繁茂するアラ

メと瀬戸内海側の馬島沿岸に繁茂するクロメの成体を対象に

し，生長点、付近の若い側葉の約2cm部分を切り出して材料と

した。培養実験では，光量100μmolm-2 S-1の下， 5"Cから

30"Cまでの5"C間隔で生育適温を， 25"Cから30"Cまでの1"C間

隔で生育上限温度を調べた。

5"C間隔の培養実験から，両種の生育はともに， 15"Cで最も

高く，次いで10"C， 20"C， 25"C， 5"Cの順で、良好であった。 30

℃では両種とも枯死した。生育適温は両種とも10"Cおよび15

℃と考えられた。また， 1"C間隔の培養実験から，生育上限温

度はアラメが29"C，クロメが28"Cであった。

これまで演者らが報告したホンダワラ類と比較すると，生育

上限温度は，多年生ホンダワラ類>アラメ>クロメ>アカモ

クであった。このような生育上限温度の違いは，温暖化など

の水温上昇に伴う藻場の衰退や構成種の交代などを評価する

上で基礎的な知見をもたらすものと考えられた。
(*水産大学校，柿瀬戸内水研)

A18 0田井野清也*・石川 徹事・林 芳弘事づ11村秀明紳・平
岡雅規制:カジメとトゲモクを混植した藻場礁上での魚によ

るカジメ食害状況

【目的】カジメとトゲモクを混植し，魚類による食害に対する

防御効果を検証する。

【方法]2004年12月に安芸郡芸西村西分漁港に設置した間伐

材藻場造成礁にカジメとトゲモクを異なる移植間隔で取り付

けた。各試験区の移植間隔は次の通りである。試験区1:カジ

メのみを移植，試験区2: 移植間隔30cm，試験区3:20cm，試

験区4:10cm。試験前に，移植するカジメの茎長，中央葉長，

最大側葉長(両側)， 10cm以上の側葉数(両側)，湿重量を測

定し，それぞれ番号札により個体識別した。追跡調査は移植

後1，2， 3， 5， 7日後に行い，潜水によりカジメの中央葉長，

最大側葉長(両側)， 10cm以上の側葉数(両側)，被食指数を

観察した。試験終了時には全てのカジメを回収し，湿重量を

測定した。

[結果]移植の翌日には試験区lでは摂食痕が見られる個体が

多数認められ，ブダイによる食害と判断された。さらに，試

験区lでは2日後に茎状部のみとなった個体が見られた。移

植後5日目には試験区1と3，4，試験区2と3，4の被食状況

にそれぞれ有意な差 (pく0.01)が認められた。これらから，

10""20cmの間隔でカジメとトゲモクが混在すれば魚類からの

食害をある程度は防ぐことができると考えられた。

(*高知水試，肺大旺建設，開高知大海洋セ)

A20 0寺脇利信事・吉田吾郎柿・新村陽子柿・玉置仁榊:
容積 2 トン屋外水槽で、のアマモおよびアカモクの生長と成

熟の継続観察

藻食性の小型巻員等によって珪藻類などの繁殖を抑制し，

人為的な環境の擾乱を避けるため水槽の掃除なしで，海草・

藻類を栽培した。その際には容積 2トンの FRP水槽に注水
ホースを砂中に置き，浜砂を敷いて，排水管上部から海水を

オーバーフローさせ，浮泥の沈積を防いだ。

1998年6月に播種し，翌年1月に確認されたアマモ10発芽

体からの，株分れのみによる生長を追跡した。アマモは，発

芽後2年目の繁茂期から毎年花枝を形成し，季節消長を経て

生長を続け， 5年目の繁茂期に底面積2m2に対して394株(栄

養株167株，花枝227株)に達したが， 6年目に初めて前年以

下の水準へ減少して推移した。アマモ葉部の花枝を含む生

産・脱落量も，発芽後4年目の292.9g.d.w./m2/y ， 5年目
の352g. d. w. /m2/yに対して， 6年目には191.3g.d.w./m2/y 
と著しく減少した。採苗後，本水槽内で栽培したアカモクは，

越年した付着器からの栄養繁殖による茎の伸長が， 20試料中

1試料のみで観察された。
(*瀬戸内水研，柿科学技術振興事業団・瀬戸内水研，間石巻

専修大)



A21 0原口展子事・村瀬昇*・水上譲牢・野田幹雄*・吉
田吾郎輔・寺脇利信柿:山口県沿岸に生育するホンダワラ類4
種の光合成一温度特性

演者らは，前回大会において，褐藻綱ホンダワラ科のアカ

モク，ヤツマタモクおよびマメタワラについて，種ごとに生

育上限温度が異なることを発表した。今回は，新たにノコギ

リモクを加えた4穫について，光合成および呼吸一温度関係
を明らかにすることを目的とした。

山口県馬島および蓋井島沿岸で夏季に採集した藻体について，

生長点を含む先端部の長さ 5---9cmの部分を切り出した葉状
部を試料として用いた。光合成・呼吸測定にはプロダクト

メーターを使用した。温度条件については5---350Cの5"C間
隔に設定した。光条件については，光量100μmolm-2 S-Iで
光合成速度を，暗黒下で呼吸速度を求めた。

光合成最適温度は，主に，アカモクが20---25"C，ヤツマタ
モク，マメタワラおよびノコギリモクが25---30"Cであった。
水温20"C区に対する25および30"C区の光合成速度の棺対値
は，ヤツマタモク，マメタワラおよびノコギリモクの方がア

カモクに比べ高かった。一方，前3種の呼吸速度の相対値は，
アカモクよりも低かった。

前回の発表結果を考慮すると，生育上限温度が高いヤツマ

タモク，マメタワラおよびノコギリモク (30---31"C)は，高
温域において高い光合成活性と低い呼吸活性を示すことが認
められた。
(本水大校，柿瀬戸内水研)

A23 0三上温子事・高井則之輔・小松輝久本:駿河湾海底より
採集された大型褐藻類

2004年5月，伊豆半島戸田村から土肥町にかけての沖合約
3---4km，水深約200---400mの海域から底曳網により大型褐藻
類を採集した。採集したサンプル中でもっとも湿重量に占め

る割合が高い種類はホンダワラ類であった。ホンダワラ類よ

りも量的に少ない褐藻類として，コンブ類，切れて細かい破

片状になったカジメやワカメが多く確認された。また，紅藻

類も出現したが，湿重量に占める割合は低かった。ホンダワ

ラ類のなかでは，ヨレモクモドキ， トゲモク，ヤツマタモク

が多く確認された。ホンダワラ類の主枝の長さは数mあり，

基部を有するものもあった。

戸田村沿岸にはヨレモクモドキが優占するガラモ場が広

がっていることから，海底より採集されたヨレモクモドキは，

戸田村沿岸に生育するものではなし、かと推測された。また，

水深200---400mの海域では，海面養殖は行われていない。
これらのことから，底曳網により採集した海藻類は，沿岸

に生育していた大型褐藻類や紅藻類が波などで海岸付近から

流出し，流れにより輸送され，沖合海底に堆積したものでは

ないかと推定される。
(本東大・海洋研，神日大・臨海)
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A22 0新井章吾*・中越信和柿:能登半島西岸におけるアイ
ゴの採食によるジョロモク群落の衰退

演者は1985年以来，毎年秋に能登半島で潜水しているが.
1日当たり例年の5---60倍のアイゴを2004年10月に観察し
た。アイゴによる選択的な採食によって，能登半島西岸にお

けるジョロモク群落の衰退が認められたので報告する。

体長5---10cmのアイゴ100---300個体の群れがジョロモク，
ホンダワラ，マメタワラ，ヤツマタモク，ヤナギモクの順に

ホンダワラ類を選択的に採食していた。それらのホンダワラ

類と同所的に生育するクロメ，ノコギリモク，ヨレモク， ト
ゲモクおよびフシスジモクは採食されていなかった。

海水流動の比較的激しい場所の水深O.5， 1. 7， 4. 5mおよび
静穏な場所の水深1mにおいて，ジョロモク各5個体を採集し
て穣長を測定し，写真撮影を行った。ジョロモクの平均藻長

は水深0.5mで42.6cm， 1. 7mで26.6cm， 4. 5mで40.3cmであっ
た。水深O.5mの藻体で、は葉がわずかに採食されていたが，
1. 7mと4.5mでは葉と主枝が採食され，4.5mの藻体ではほとん
どの葉が採食されていた。水深4.5mの方が1.7mより茎が長
かったため，藻長が大きかった。海水流動の強い水深の浅い

ところほど，アイゴの採食活動が制限されると考えられた。

静穏域のジョロモク群落においては，葉と主枝の上部が採食

された個体が多く，平均藻長は14.7cmと短かった。
冬季水温の温暖化によって，アイゴの分布域が北にシフト

することで，日本海中南部に磯焼けが拡大する可能性がある。
(*広島大・院・国際協力，紳広島大・総合科学)

A24 0小松輝久へ立川賢ーへ王偉定六劉恵飛六鯵
坂哲朗帥*，章守宇*榊，田中克彦*拙*，周民棟問問，上井

進也間車問・杉本隆成抑制紳:中国漸江省拘紀島におけるガラ

モ場の種組成と繁茂期生物量

2004年5月20一23日に，中国漸江省拘杷島の潮下帯に分
布するガラモ場で 50cmX 50cmの方形枠内の坪刈により大
型藻類を採集し，種組成と繁藻期生物量を調べた。 3定線上

の2-5m深の間で3深度，計9枠坪刈した。
潮下帯に分布するガラモ場の範囲は岸から沖側およそ20m
までにある海深約6mまでの海域であった。出現した大型藻類
はアカモク，ウミトラノオ，ワカメで，坪刈した場所の近く

にはSargassumvachellianumもわずかであるが分布していた。
生物量が最も多かったのはアカモクで，坪刈した大形藻類中

に占める湿重量の割合は93.9%で，ついでワカメ 5.5%，ウミ
トラノオ0.6%の順であった。アカモクの平均株数は91.1株/
m2， 6300g/m2 (湿重)であった。また，最大主枝長は302cmで
あった。
(*東大・海洋研，柿斯江省・海洋水産研，制京大院・地球，*開

上海水産大，間紳志津川自然セ，抑制掴県海洋漁業局，間紳帥

神戸大・内海域セ，柿林間市東海大・海洋研
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A25 0八谷光介キ・西垣友和*・道家章生林・井谷匡，志*・和
田洋臓*.環境特性の異なる京都府沿岸3海域におけるホンダ

ワラ科海藻の年間純生産量

京都府沿岸には，舞鶴湾(内湾的)，丹後海(若狭湾西部海

域の通称:中間的)，日本海(外海的)といった環境特性の異

なる 3海域がある。それらの海域ではホンダワラ科海藻が藻

場を形成し，一次生産者として重要な役割を担っている。そ

こで，これら3海域の優占種について， 1年聞にわたり月毎の

生産構造図を作成し，単位面積あたりの年間純生産量を推定

した。
舞鶴湾捻松崎では，水深O.5 ~ 1. Omからアキヨレモク，ヨ
レモクを採集した。各種の最大全長，最大現存量，年間純生

産量は，それぞれ130~ 156cm， 2， 122 ~ 3， 038g dw/m2， 3，949 
~ 4， 037g dw/m2/yr で、あった。丹後海養老では，水深 2.0~
2.5mからヤツマタモク，ノコギリモク，マメタワラ，ヨレモ

ク，ジョロモクを採集した。各種の最大全長，最大現存量，年

間純生産量は，それぞれ335~ 450cm， 779 ~ 1， 607g dw/m2， 
1， 197~2 ， 407g dw/m2/yrの範囲内であった。日本海に面した
京丹後市ツンダメでは，水深3.5~5. 5mからジョロモク，ヨ
レモク，フシスジモクを採集した。各種の最大全長，最大現

存量，年間純生産量は，それぞれ103~167cm ， 492~839g dw/ 

m2， 710 ~ 1， 110g dw/m2/yrの範囲内であった。ホンダワラ科
海藻の最大全長は丹後海で最長となったが，最大現存量と年

間純生産量は，舞鶴湾で最大，日本海で最小となった。

(*京都海洋セ，紳京都府水産課)

A27 0松本里子*・青木優和特・北沢克己問:自然環境保全
基礎調査浅海域生態系調査(全国藻場調査)について

本邦沿岸には，多様な海藻・海草藻場が広がり，古来よ

り私達は，その恩恵を受けてきた。近年，本邦沿岸の海藻・

海草藻場生態系は，変貌を遂げつつある。従って，藻場の

現状を捉え，その保全を図ることは急務である。本邦沿岸の

藻場の生物相情報を収集することを目的として自然環境保全

基礎調査浅海域生態系調査(全国藻場調査)が進められてい

る。

本調査は，平成14年から開始された5ヵ年の事業であり，
全国129の藻場を対象としている。各調査地点では，潜水調

査により，出現種の種組成調査と周辺環境の目視調査を行っ

ている。重点調査箇所では，ベルトトランセクト法を用いた

分布調査と優占種のつぼ刈りも行っている。

結果の一部は，ホームページ http://www.moba-r.jp/に

て公開中である。また，採集標本は，調査地毎に環境省生

物多様性センターに納入され，データーベース化されつつあ

る。

本事業を通じて，本邦沿岸の藻場の現状を捉え，各地の

藻場の保全に役立てたい。

(明PO法人・日本国際湿地保全連合，神筑波大下回臨海セ，問
環境省生物多様性セ)

A26 0松本里子*・田中次郎幹:クロメ Eckloniakuromeの
側葉の季節変化

2002年7月から 2003年11月にかけて，千葉県館山市坂田

地先の水深8.5mおよび12.5m付近に生育するクロメ群落内

に， 0.5mX O. 5mの永久枠を設置し，枠内の個体の葉面積

がどのような季節的な増減をするのかを測定した。クロメは

寿命が 3~4年と推定されているが，枠内にある全ての個体
を対象とした。
その結果，個体の葉面積はどの水深においても，晩秋(10

月~ 11月)に最小となり，冬季12月より増大し始めた。初
春に少し減少した後， 3月から8月にかけて再度増大に転じ，
その後減少するという年聞の変化が観察された。

いずれの個体も，年聞を通じて同様な葉面積の変化をたど

るが， 3月から 8月にかけての葉面積の増大期では，時間

の経過とともに個体聞で大きな差異が見られた。増大期の初

期に葉面積を拡大できた個体は，その後も葉面積の拡大を続

けることが可能で、，広い葉面積を維持する。このことは，生

育水深の深い測定区において顕著であった。すなわち，葉面

積の減少期から増大期への移行期には，生育場の光をめぐる

個体聞の激しい競争があり，その後の各個体の葉面積の増大

を大きく左右するものと推察される。

(*NPO法人・日本国際湿地保全連合，**東京海洋大・海洋環境)

A28 0荒武久道*・清水 博特・渡辺耕平林:植食性魚類に
よる過剰採食からの藻場の回復と維持~宮崎県門川町

近年，特に南西日本においてアイゴやブダイなどの植食性

魚類が海藻を過剰に採食することが藻場の衰退や制限要因の

ーっとして注目されている。宮崎県下でも，藻場の衰退の過

程で魚類の過剰採食が観察され，衰退の一つの要因となった

ことが確認された事例がある。その一方で，本研究の対象地

である門川町尾末湾のクロメ藻場は，過去，少なくとも4回

の壊滅的な過剰採食を受けており，それ以外にも例年のよう

に直径1m程度の範囲でクロメが葉状部を失う，小規模で、局部

的な過剰採食が発生しているにもかかわらず，その度に回復

し，現在でも良好な状態で藻場が存続している。これまでに
確認された過剰採食および、小規模局部的過剰採食にはいくつ

かの共通点がある。すなわち，湾全体で見れば，湾口1Jl1Jから
発生し湾奥側へ進行していくこと， 1つの藻場で見れば，浅

所11¥IJから始まり深所側へ進行していくこと，秋に発生し，お
そらく早春には終息していることである。過剰採食が終息し

た後は，葉状部を失ったクロメ成体の近くに大量の幼体の加

入が見られ，それらの生長と生残は非常に良好であり，速や

かな藻場の回復が見られている。回復と維持には，過剰採食

の発生および終息のタイミングと当藻場のクロメの成熟期と

の関係，ウニ・貝類等の底生値食動物の分布との関係が絶妙

なバランスで成り立っていることと，魚類による過剰採食以

外に藻場の制限要因がないことが深く関係していると考えら

れる。

(*宮崎水試，榊西日本オーシャンリサーチ)



A29 0桑野和可*・阿南慎也紳・吉越一馬料:大分県南部に
おけるカジメ群落の現状と海水懸濁物中の過酸化脂質量

大分県南部では，カジメ群落が急速に衰退している。これ

までの調査・研究によって，海水中の懸濁物，特にその中に

含まれる過酸化脂質がカジメに傷害を与えていることが示唆

されている。磯焼け地帯の周辺では魚類養殖が行われており，

そこで、大量に使われる配合飼料は過酸化脂質を含む懸濁物の

最も重大な発生源と考えられる。そこで本研究では，蒲江町

沿岸の海水中の懸濁物に含まれている過酸化脂質量を測定し

た。 2004年9，11， 12月に8地点から海水を採取し，グラス
ファイパーフィルターで海水を溶過して懸濁物を集めた。

Gerard-Monnier et 81. (1998)の方法により，懸濁物中の
総マロンジアルデヒド(叩A)量を測定し， 過酸化脂質量と

した。配合飼料の影響が比較的少ない深島周辺では最大で

9.3 X 10-4μMのMDAが検出されたのに対し，配合飼料の影響
を強く受けている猪串湾や屋形島近くでは，それぞれ最大で

3.7 x 10ーに1.1 X 10-2州のMDAが検出された。懸濁物中の
MDA量と Chl8量の聞には相関関係は認められなかった。一

方，粉末にした配合飼料を海水に加えて調製した1%懸濁液
を21"Cで通気すると， MDA量は3日後に最大になり， 13.4州
で、あった。 2003年にカジメの大量枯死がおきた波当津では，
2004年春にはほとんどがl年目の個体からなるカジメ群落が
形成されたが，夏以降不健全な個体が多数見られるように

なった。

('長崎大・院・生産，特長崎大・水産)

A31 0佐藤康子・桐原慎二九能登谷正浩紳:褐藻スジメ生
育特性と養殖技術

青森県で食用に供されるスジメ種苗の作成法を検討した。

2004年5月に成熟個体から遊走子を得て， 50ml容管瓶中で培
養液にPESIを用いて，温度 (5-300Cで9段階)，光量 (0-80
μE/m2/sで5段階)，明暗周期(15: 9， 12: 12， 9: 15)を組
合せた117条件下で64日間静置培養した。暗黒下の配偶体は
培養40日後に150C，短日， 80μE/m2/sに， 240C下の配偶体
は各々の同光量，同光周期下の10，15， 200Cに移し20日間培
養した。この結果， 28， 300Cでは10日後までに， 260Cでは20
日後までに枯死した。 240Cでは配偶体は胞子体の形成には到
らなかった。胞子体は20日後に， 10-20oCの短日下， 15及び
200Cの中日下， 200Cの長日下にある各々 6，4， 1条件で認め
られ始め，高光量下でよく形成された。 220C下では40日後，
50C下では50日後から胞子体が形成された。暗黒下では5-24
℃で2細胞以下の発芽体で生存し，明条件に移行20日後に胞
子体を形成した。 240Cから 10-20"Cに移した配偶体は， 10日
後に全て胞子体を形成した。 150Cの80μE/m2/s，短日下では
最もよく生長した。以上の結果を用い，クレモナ糸上で240C，
短日，高光量下で20日間培養した配偶体を，暗黒下で3か月
間保存した後に， 150C，短日，高光量下に移して効率よく種
首を生産できた。 2003年10一12月の各月に八戸地先水深2-3m
に沖出した種百のうち， 10月のものは2004年3月に葉長が最
大となり収穫された。
('青森増養殖研，**東京海洋大)
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A30 0藤原宗弘・山賀賢一:香川県詫間町大浜地先における
ホンダワラ類天然・造成藻場の状況

香川県詫間町大浜地先は瀬戸内海中央部の縫灘に面してい

る。調査海域は岩礁域が多く，半島の陰には主にヨレモクを

主体とした多年生ホンダワラ類が群落を形成している。 1995
年5月から藻場造成に関する基礎資料を得るため，人工構造
物を設置し，ホンダワラ類の着生状況，遷移状況の観察を

行った。また，天然藻場で、は標識をつけ個体識別したヨレモ

ク藻体のモニタリング、を行った。 2003~2004年にかけては，
人工構造物上に生育しているホンダワラ類と天然群落のホン
ダワラ類の現存量の測定を行った。

構造物上のホンダワラ類はヨレモク，ヤツマタモク，マメ

タワラ，アカモク，タマハハキモクが観察された。試験開始

時は単年生のアカモク，タマノ、ノ、キモクが繁茂したが， 3年

目以降徐々に多年生のヨレモク，ヤツマタモクが優占するよ

うになった。個体識別したヨレモクは，年々減少する状況が

観察されたが，最長で8年間同一個体の成育が観察された。

現存量の調査は， 2003年12月から2004年12月まで6回実
施した。人工構造物上では4月が最大で1085g乾重/m2，6 
月が最小で、401g乾重/m2，天然藻場も同様に4月が最大で
862 g乾重/m2，6月が最小で、195g乾重/m2で‘あった。
(香川水試)

A32 0岡 直宏牢・平岡雅規..・川井唯史問・四ツ倉典滋
*附.中明幸広

上タンク養殖システム

アワビ養殖には，餌料生海藻の供給不足，人工飼料給餌に

よる水質悪化に伴う大量算死等の問題がある。本報では、海

洋深層水を養殖水として利用し、周年生産したコンブ目海藻

(ワカメ、ホソメコンブ)を連続的にアワビへ給餌するとい

う養殖システムを検討した。

餌料として用いるコンブ類の養殖では，ワカメ胞子体は生

長率が周年20覧，ホソメコンブ胞子体は秋から春に20免以上
と高い生長率で、あった。また養殖された葉体はともに，表層

水で、養殖したものよりタンパク質含量が多く，アワビ餌料に

適した性状であった。

アワビ養殖では 1個体も艶死はみられず健全に育成さ

れ，最適養殖水温下でのl個体(殻長60凹)の日間摂餌量は、
ワカメで1.7g，ホソメコンブで0.9gであった。
今回コンブ類及びアワビの養殖に関する因子から，深層水を

用いた集約的タンク養殖システムを構築した。配偶体の成熟

誘導から約2ヶ月で，藻体をアワビ餌料として給餌可能な大

きさに生長させることができ， 4日毎に15kg前後をアワビに
給餌する。アワビl個体の日間摂餌量により約4000個体の養
殖が可能なことが分かつた。

(本愛媛大院・連合農， 特高知大・海洋セ， 開北海道原子

力環境セ， 間*北大・フィールド科学セ，*帥紳北海道中央

水試)
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A33 伊藤龍星:大分県でのヒジキ養殖の現状と人工種苗の可

能性

食用海藻ヒジキは，その7割以上が韓国など国外からの輸

入で占められている。しかし，近年の消費者ニーズの変化に

伴い，国産ヒジキ増産への要望も強い。大分県では1999年度

から国東半島で，天然幼体を種苗とした挟み込み養殖試験を

実施し，実用化のめどもついてきた。しかし，本法は種苗を

天然に依存しているため，規模拡大時には過剰採取によるヒ

ジキ資源への悪影響も懸念される。このため，現在は組織培

養を利用して人工的に種苗を作る技術にも取り組んでいる。

ここでは，本県の養殖方法や現状を紹介するとともに，人

工種苗利用の可能性について報告する。

養殖試験 秋季に長さ10cm程度のヒジキを採取し，ロープ

に5cm間隔で挟み込み，海面に張り込んだ。翌年の春季には

全長1mを超え，生産量はロープ1mあたり 10kg以上(湿重量)

と推定された。課題は雑藻等の付着物対策である。

人工種苗 ヒジキの付着器部分を洗浄し，長さ5醐に切断
して静置培養した。培養は水温17~ 230C，照度7，000 ~ 

13，0001ux，光周期12L: 12Dの条件下で、行った。 20日後には，

切断片の約80%から幼芽の発生が見られ 1ヵ月後には長さ

約4~5剛に達した。通気培養に移し，切断2ヵ月後には 1cm
を超えた。さらに，屋外水槽で培養したところ，切断3ヵ月

後には，早いものでは6~10cmに生長し，養殖用種苗として

利用できる長さにまで生長した。大量に切断する場合には家

庭用ミキサーの使用が有効であると思われる。

(大分海洋水産研究セ・浅海研)

A35 0倉島 彰*・阿部真比古*・中村起三子*・栗藤和治判.
前川行幸*ハパノリの生長と成熟に及ぼす光強度と日長の

影響

ハパノリは高価で販売されるため養殖も試みられているが

生理生態的な研究は少ない。本研究はハパノリの養殖手法確

立のための基礎的知見を得ることを目的とし，光特性につい
て実験を行った。

ハパノリは静岡県下田市で採集し，配偶子から得た糸状

体・盤状体と葉状体を材料とした。光強度実験は 200，100， 

50， 25， 12. 5.μmo1 m-2 S-Iの5段階，光周期 12L:12D，温度20

℃で行った。日長実験は短日 (8L:16D)，中日(12L:12D)，長

日 (16L:8D)の3条件， 1叩O∞Oωメμ川lr瓜lm町moω01m一-2 S一1，2却OOCで
状体.盤状体は面積と葉状体発芽率，葉状体は全長と成熟率
を測定した。

糸状体・盤状体の相対生長速度は100μmo1m-2 S-Iで飽和し

た。葉状体は糸状体・盤状体から直接発芽した。葉状体は50-

200メlmo1m-2 S-lで先に発芽し，次いで25，12. 5μmo1 m-2 S-l 

の順で発芽した。葉状体の相対生長速度は100μmo1m-2 clで

飽和した。葉状体成熟率は50μmolm-2 S-I以上で100免， 25μmol
m-2 S-I以下で0犯で、あった。

日長実験では糸状体・盤状体の相対生長速度は長日，中日，

短日の順で、高かった。葉状体発芽率は，配偶子から培養した

場合は中日，長日，短目の順に高かったが，保存株から培養

した場合は差が見られなかった。葉状体は長日で最も早く成
熟し，次いで中日，短目の順で、あった。

(*三重大・生物資源**尾鷲市水産課)

A34 0小川晃弘・藤田大介・能登谷正浩:館山市沖ノ島にお
ける紅藻ミリンの生育状況と養殖の可能性

ミリンは生食または軽い湯通しで利用できる海藻サラダ向

けの紅藻(スギノリ目，ミリン科)であるが，利用や増養殖

の基礎となる生態学的知見がない。そこで，演者らは，和名

の由来地となっている房総半島，千葉県館山市沖ノ島沿岸で

本穫の季節的消長および生育状況を調べた。

沖ノ島では3月から 7月まで島と本土を繋ぐ砂州域で打ち

上げ藻体が得られた。また， 4月から磯採集や潜水採集を行っ
た結果，本種は潮間帯下部から水深5m付近まで分布し，主要

生育帯は水深3~4m付近で、あることが判明した。生育地は砂

地に露出する岩盤や礁で，アラメやホンダワラ類も点在して

いた。成熟個体(果胞子体，雄性体，四分胞子体)は5月と

6月に認められ， 7月には藻体が消失した。新芽は 10月以降

に観察され，カキやフジツボなど石灰質の基質に付着してい

ることが多かった。当地のミリンには，分校が多く枝が長い

型と分枝が少なく枝が短い型が認められた。 4月に採集した

藻体約93gを富山県入善町海洋深層水活用施設に設置した水

槽 (100L容)に収容し，加温深層水 (140C，アワビ、飼育排水)

を用いて流水培養した結果， 130日間で2459g(約26倍)と

なり，養殖も可能と考えられた。

(東京海洋大・応用藻類)

A36 0横田圭玉・阿部真比古・後藤真樹・倉島 彰・前川行
幸:三重県英虞湾立神浦におけるコアマモの光合成・温度特
a性

三重県英虞湾立神浦におけるコアマモの生育に対する水温

と光条件に着目し，これらの要因がコアマモの生育に与える

影響について明らかにし，水平分布を規制する要因について

も考察した。種子から培養した全長8-10cmのコアマモ実生を

用い，光強度 100μmo1m-2 S-l，光周期 12L: 12D，水温5-35

℃の5"C間隔， 27-290CのlOC間隔の各条件下で6日間培養し，
培養0日目と 6日目の面積から生長を測定した。同時にフ。ロ

ダクトメーターで光合成・呼吸活性も測定した。

相対生長率は20-250Cで最も高く， 3.8-4.2九day一lで、あっ
た。 290Cでは2.倒 day-lと比較的高い値を示したが， 300Cで
は0.6%day-lと急激に低くなり，草体の一部が枯死し，継続

して培養した結果， 10日目までに全ての草体が枯死した。光

合成活性は5-270Cまで、水温の上昇に伴って，徐々に増加し
た。 28-290Cではそれぞれ， 20.4， 25. 1μ1 0ヮcm-2h一lの高い
値を示した。 300Cでは13.3μ1O2 cm-2 h-1と急激に低下した。
したがって，コアマモの温度限界は290Cであり，アマモに比
べて lOC高く，コアマモはアマモに比べより南方に分布でき
ると考えられた。

(三重大・生物資源)



A37 0後藤真樹・阿部真比古・横田圭五・倉島 彰・前川行
幸:三重県英虞湾立神浦における一年生アマモの貯蔵炭水化
物の季節変化

海産顕花植物アマモ Zosteramarinaには一年を通して生

育する多年生群落と，夏季に草体が完全に消失する一年生群

落とがある。アマモに含まれるスクロースやデンプンなどの

貯蔵炭水化物は生長・成熟のためのエネルギー源として本穫

の生理・生態に大きな影響を与えていると考えられている。

本研究では一年生アマモ群落の消長と貯蔵炭水化物の季節変

化に着目し，一年生・多年生アマモの相違点と特徴を明らか

にすることを目的とした。

本研究では2003年6月一2004年9月の間，三重県英虞湾立

神浦の一年生アマモ群落について，葉，葉鞘及び地下茎など

の部位毎に，貯蔵炭水化物の含有率の季節変化を調べた。貯

蔵炭水化物のほとんどはスクロースであり，デンプンは種子

と夏季の地下茎にのみ蓄積されていた。スクロース含有率は

6-8月に最大となり，乾燥重量あたり葉部で約20%，地下

茎で約35%となった。 9月には草体が消失した。 10月一翌年

2月の発芽・分枝・伸長期には低い値を示した。 3-6月の成

熟期には増加し，草体が消失する直前の7月においても比較

的高い含有率が維持された。生殖株では茎及び地下茎でそれ

ぞれ最大17%，32%と高い値を示し，茎及び地下茎を通して

の転流の可能性が示唆された。これらのことから，一年生群

落は効率的な種子生産により夏季の衰退・消失に対応しつつ，

衰退期においてもスクロースやデンプンを蓄積するという多

年生の特徴も備えていた。

(三重大・生物資源)

A39 0桐原慎二人能登谷正浩紳:陸奥湾のスゲアマモの繁
殖特性と藻場造成手法

陸奥湾におけるアマモ藻場造成手法を検討するため， 2000 

年 10-11月に清水川地先の水深2.5，5，10m'こ生育する 10

シュート前後を持つスゲアマモ草体の各5個体に標識を着け，

その後2003年2月まで凡そ月 l回，言十28回，シュー卜の数と

長さを測定し，同年3月には各個体の乾燥重量と窒素及び炭

素含有量を求めた。同時に各水深の卓越群落 1m2から草体を

採取し，地上と地下の現存量を求めた。その結果，2003年2

月に水深2.5，5，10mの草体は各々，標識付着時の26.4，16.9， 

2.6倍，平均213.4本， 133.0本， 42.4本の栄養シュー卜を持

つ個体に生長した。試験終了時には各々平均 33.4g， 22. 19， 

8.8gとなり，浅所ほど大型個体となった。炭素(平均32.0

32.淵)と窒素(同1.2-1. 3見)の含有量には，水深よる差はな

かった。栄養シュートは，いずれの水深でも 7，8月に最長，

2， 3月に最短となり，深所でよく伸長した。生殖シュートは

4-7月に認められ，水深2.5，5， 10mの草体で調査を通じて計

42， 36， 60本が観察された。地上部の現存量は，水深2.5，5， 

10mでは各々 128.1，86.1， 69.4g/m2，地下部のそれは各々

360.7， 183.2， 101.2g/m2であり，浅所で‘高かった。以上のこ

とから，スゲ、アマモは，栄養繁殖が旺盛な浅所では，効率よ

く藻場を造成できると考えられた。
(*青森増養殖研，料東京海洋大)
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A38 井上千鶴・田中次郎:海産種子植物3種の現存量と生理
特性の季節変化

千葉県館山市波左問地先の潮間帯に同所的に生育する海産

種子植物，アマモ，コアマモ，ウミヒルモの純群落で25x 
25cm2のコドラー卜内の各草体を採集した。シュート密度，薬

部現存量，地下部現存量などを測定した。さらに，ウミヒル

モとコアマモについては照度条件を変化させ，プロダクト

メーターを用いて光合成速度を測定し，光合成一光幽線を求

めた。以上の実験を季節ごとに行い，季節変化を調べた。

アマモは葉部の現存量が冬に向かうにつれ，減少する傾向

が見られた。コアマモは夏季に地下部の現存量が増加する傾

向が見られた。さらにコアマモは葉部現存量に対する地下部

現存量の割合が他種と比べ高いという傾向が見られた。光合
成一光曲線では，コアマモのIk値(光合成測度が最大になる
照度)がウミヒルモと比べて高かった。

コアマモは一般的に潮間帯に生育する種とされているが，

アマモとウミヒルモは本来比較的深所に生育していることが

知られている。調査地点では3種は広い砂浜海岸の潮間帯に

同所的に存在している。本研究においては，コアマモは葉部

現存量/地下部現存量値が小さく Ik値が高いなど，潮間帯へ

の適応と考えられる特性が見られたが，アマモとウミヒルモ

については見られなかった。またアマモやウミヒルモの生育

上限を決定する要因のひとつに，波浪の影響が考えられる。

調査地点、は大潮の干潮時には潮位がo~ 20cmほどになるが，
静かな内湾であるため，アマモやウミヒルモの生育が可能で

あったと考えられる。

(東京海洋大・藻類)

A40 0川越 大*・木村創榊・藤田大介*・能登谷正治*.クビ
レヅタの生長と形態の変化に及ぼす光量の影響

和歌山県田辺湾で緑藻クビレヅタの海中養殖に適した光条

件を明らかにするため，陸上水槽による遮光区別培養と海面

における深度別育成を行った。陸上水槽(流水)では2004年

7 月 13 日 ~8 月 19 日の 37 日間(水温 26. 9 ~ 290C) ，自然光
を30，72または83見遮光して藻体100gを育成した結果， 72九

遮光区で旬旬校長，直立校長，湿重量/個体，直立枝数/個体

の4項目， 30九遮光区で直立枝重量/藻長と直立枝重量/体重

の2項目で最高値を示し， 83%遮光区では旬旬校長以外は最

低値を示した。食用には直立校の伸長が不可欠で，先の2区

のみ利用可能で、あった。海面では同年8 月 13 日 ~9 月 17 日の

35日間(水混26.7 ~ 28. 80C) ，藻体20gを入れたカゴ(円筒
形)を水深O.3m (27. 4%，海面光量に対する割合)，1.5m (78.9 

%)および3.0m(87.1%)に垂下して育成した結果，水深

の浅い順に生長が良く，水深3.0mで、は生長しなかった。 9月

10 日~ 10月8日の28日間(水温24.0 ~ 27. 80C)にも，水深
O. 3m (27. 4%)， O. 5m (70%)， o. 8m (78. 2%)および1.5m (78. 2 
%)にカゴ(四角錐状)を垂下して育成実験を行った。先の

実験と同様，水深とともに旬旬枝(直立枝)の伸長が大きく

(小さく)なる傾向にあったが， 2週目以降は深所の藻体ほど

魚類の食害と思われる減耗が認められた。以上，光量の増加

に伴い，小嚢形成密度が高い直立枝が形成されることが判明

した。
(*東京海洋大・応用藻類，特和歌山農水総合技術セ・水試・増

養研)
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A41 0宮村新一人南雲保**へライワヅタ Caulerpa
brachypus(アオサ藻綱)の配偶子における細胞融合部位の雌
雄特異性

海産緑藻へライワヅタCaulerpabrachypusの配偶子は涙滴
形の細胞先端部に2本の鞭毛を持ち，眼点を持つ雌配偶子と
眼点を持たない雄配偶子に分けられる。受精過程における雌

雄配偶子の細胞融合部位と眼点など細胞表層構造の挙動を電

界放射型走査電顕を用いて観察したところ，雌雄配偶子とも

にパピラの先端に窪みがあり，雌配偶子の後部には楕円形の

眼点が観察された。雌雄配偶子を混合すると雌雄ともに鞭毛

基部の下側で接着，融合し4本鞭毛の動接合子になった。融

合部位は雄配偶子の 1d-2s鞭毛根側で，Ulva arasakii， 
Enteromorpha compressa， Bryopsis maximaの雌配偶子と共
通していた。また，動接合子では雌雄のパピラの窪みが融合

し一体となり，雌のno.2鞭毛と雄のl本の鞭毛がともに眼点
方向を向いて鞭毛運動を行った。以上の結果から，これまで

ωlamydomonas reinhardtii (Holmes& Dutcher 1989)， 
Collinsiella cava (Nakayama & Inouye 2000)などの同形配
偶子で報告された2つの性の聞での細胞融合部位の特異性が
へライワヅタなどの異形配偶子でも普遍的な現象である可能
性が示唆された。

(*筑波大・生物，柿日本歯科大・生物)

A43 0三室 守*・秋本誠志紳・村上明男問・樋口倫也附*. 
山崎巌柿:緑藻ミルの光合成アンテナ系一構成と光捕獲の

戦略

[目的】緑藻ミルには特異なカロテノイド，シフォナキサンチ

ン(以下Sxと略記)が存在し， Sxが吸収した光エネルギーは
高い効率でクロロフィル(以下Chlと略記)へ転移されるこ
とが知られている。我々は，近年発展した超高速蛍光分光法

を援用して，ミルの光合成アンテナ系の構成と光捕獲の戦略，
機構を明らかにした。

[方法]藻体は淡路島の海岸で採取し，付着藻などを洗浄した

後，葉緑体を単離し，緩衝溶液中に懸濁して用いた。

I結果】葉緑体で特異的に観測される530-535nmの吸収帯は，
蛍光異方性の測定からむとタンパク質の相E作用によって生
じたおの新しい電子状態だと考えられた。

緩和過程を詳細に検討すると，むからChlaへのエネル
ギー移動は， S1状態を経由し400fsで起こることが判明した。
また， Chl a， Chl bの色素集団中でエネルギーが一定時間保
持されていることも判明した。

ミルのLHCII構造は明らかではないが，昨年発表されたホ
ウレンソウのLHCIIの構造と円偏光二色性スベクトルを基に
考えると， Sx聞の相E作用は強くはなく，むしろSxとタンパ
ク質問の相互作用を強くすることによりSxの電子状態を規定
し，それによって効率の良いエネルギー移動系を作り上げて
いると考えることができる。

ルテインを主成分とするLHCIIとの比較からミルのアンテ
ナ系の特性を考察する。

(*京大・院・地球環境，神北大・院・工，榊神戸大・内海域
センター，**柿京大・院・人間環境)

A42 藤田悟史*・伊関峰生帥・吉川伸哉紳・牧野由美子問.
渡辺正勝間*・本村泰三柿榊・川井浩史帥帥榊.0村上明男抑制:
褐藻カヤモノリの鞭毛フラピンタンパク質の同定

走光性能をもっ褐藻遊泳細胞には，後鞭毛が緑色自家蛍光

を発する，眼点を有する，眼点と対峠する部位の後鞭毛基

部に膨潤部が存在する，等の共通した特徴がある。我々は，

後鞭毛局在の緑色蛍光物質をフラピンタンパク質と想定し，

大量に分取した鞭毛から41kDaのFMN結合タンパク質を精製
した(第27回本大会で報告)。今回は，このタンパク質の内

部アミノ酸配列に基づいたcDNAのクローニングについて報告
する。

フラピンタンパク質は， 褐藻カヤモノリ Scytosiphon
lomentariaの単離鞭毛から凍結融解により抽出し，イオン交
換クロマトにより精製した。アミノ酸シーケンスの結果， N 
末端ブロックが確認されたので， V8プロテアーゼ‘を用いたIn
gel digestion法によりペプチドに分断した。 6つのペプチド
断片をシーケンスしたところ， 41残基と 22残基の2つの連
続したアミノ酸配列が得られた。次に，この配列を基に cDNA
のクローニングを行い，全アミノ酸配列を推定した (Fujita，
et a1. (2005) Eur. J. Phyco1. in press)。その結果，鞭毛
フラピンタンパク質は， 1932年にフラピン結合タンパク質と
して初めて発見された酵母の“OldYellow Enzyme"に類似
することが判明した。

(*神戸大・自然科学，帥]ST・さきがけ，制基生研，*榊総
研大，*材料北大・フィールド科学セ，榊榊神戸大・内海域セ)



B01 0福田康弘・遠藤浩 :Noctiluca scintillans (ヤコ
ウチュウ)の遊走子形成過程と遊走子の形態

渦鞭毛虫Noctilucascintillans (ヤコウチュウ)は，大量

に増殖し赤潮の原因生物となる海産の渦鞭毛虫である。ヤコ

ウチュウは二分裂によって増殖する無性生殖過程のほかに，

遊走子を形成しそれが融合する有性生殖過程が存在すること

が報告されている。しかし遊走子形成に関する報告は少な

く，生活環についての記述は十分とは言えない。そこで，ヤ

コウチュウの全生活環を解明するため，ヤコウチュウの遊走

子形成とその後の過程を観察した。遊走子形成期に入ったヤ

コウチュウの細胞には大きな形態変化が見られた。通常，二

分裂期の細胞はナス型をしており，触手，梓状体，細胞口等

の構造が見られる。ヤコウチュウが遊走子形成期に入ると，

細胞は球形に変化し，触手，梓状体，細胞口が消失した。ま

た，核が細胞外殻の直下へ移動した。その後，核は2回の分

裂後，細胞質を伴って細胞外殻表面へ移動し，突出した。こ

の四個の突出はクラスターを形成しながら8'"'-10回分裂を継

続した後，遊走子へと変化した。ヤコウチュウの遊走子は半

紡錘形をしており，頭部に複数の頼粒と細胞後部に核が位置

していた。また，遊走子は明らかに長さの異なる二本の鞭毛

を持っており，これは今まで、の報告とは異なっていた。また，

遊走子には渦鞭毛虫の特徴である縦潜や横滑は確認できな
かった。

(金沢大・院・自然)

B03 0川見寿枝・岩滝光儀・松岡数充:従属栄養性有殻渦鞭
毛藻Diplopsalis類5種の系統関係

有殻渦鞭毛藻Diplopsalis類は，細胞が球形または楕円形

で縦溝左側に翼片をもっ。有殻類では鎧板配列が主要な分類

形質となるが，Diplopsalis類で、は鎧板枚数が種により異な

るため，属の新設と再編成が繰り返されてきた。本研究では，

Diplopsalis類の渦鞭毛藻綱内における系統的位置の推定と

分類形質の評価を目的として， SSU rDNAを用いた系統解析を

行った。構成種は従属栄養性で形態が類似しているため，天

然試料中の細胞を鎧板の蛍光観察により同定した後に，単細

胞PCR法で分子を増幅し，塩基配列を決定した。試料採集は，
2003'"'-2004年にかけて東シナ海を含む長崎県周辺海域で行

い，Diplopsalis類5属7種と Protoperidinium属6種の配列

を決定した。系統樹では，Diplopsalis類は渦鞭毛藻綱内で2
つの系統群に分かれた。 Iつの系統群は Diplopsalis

lebourae， Diplopsalopsis bomba， Gotoius excentricus， 

Oblea torta， Oblea sp.の5種で構成され，Protoperidinium 
属の姉妹群となった。この結果より，本系統群は

丹otoperidini・wn属の祖先群で‘はなく，近縁な系統群であるこ
とが示された。これらの共通祖先は， 2枚の前挿間板， 2枚の

底板と頂孔板をもっており，鎧板枚数は減少する方向に変化

したことが示唆された。

(長崎大・水産)
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B02 0林 愛子・石田健一郎:渦鞭毛藻2種におけるミニ
サークルDNA非コード領域の種内比較

近年，渦鞭毛藻の一部から，葉緑体遺伝子をコードする

1gene-1circleのミニサークルDNAが発見された。そして，

その非コード‘領域について， r異なる遺伝子をコードする
サークル間で，種に特有の保存領域(コア)があるJ，rコア
の数と配列は，属が同じでも種が違うと全く異なるJといわ

れてきた。しかし実際は， 1種につき l株でしかその配列が

調べられていない場合が多く，同種異株間での比較がほとん

どされていない。そこで，今回，Amphidinium carteraeと
Amphidinium massartiiについて， 23SrRNAとpsbAのミニ

サークノレDNAの配列を複数の株間で比較した。その結果，ミ

ニサークルDNA非コード領域には種内多様性があり，非常に

進化速度が速いことが示唆された。また，コア配列は株ごと

に保存される傾向にあるのに対して，コア以外の非コード領

域は異なる株の同じ遺伝子をコードするサークル聞で保存さ

れていた。このことは，コアとそれ以外の非コード領域の進

化には異な機構が働いていることを示唆する。

(金沢大・院・自然)

B04 0岩滝光儀・川見寿枝・松岡数充:Hyal ine cystを形
成する無殻渦鞭毛藻類の系統と分類

Gymnodinium属やGyrodinium属に代表される無殻渦鞭毛藻

類は，近年の分子系統解析の結果より多系統群であることが

わかっている。系統群ごとの構成種と共有派生形質の把握を

目的として，従属栄養性種を含む無殻渦鞭毛藻類の形態観察

とSSUrDNAを用いた分子系統解析を行っている。 2003年よ

り長崎県周辺海域を中心に試料採集と観察を行い，現在まで

に29種を解析した。系統樹では，無殻類は互いに類縁の不明

な10群以上に分かれた。この中で多くの種は単独で分枝した

ために近縁種は不明であったが，狭義のGymnodinium属や狭

義のGyrodinium属の他lこ，Gyrodinium falcatumの含まれる
系統群が複数種で構成されたため種聞の類縁を推定できた。

ιfalcatumの系統群には，葉緑体をもっGymnodiniumspp. 
υL代海・橘湾沖)と Cochlodiniumcf. convolutumが含ま
れており，これらは横溝の段差と交差の程度より 3属に分類

されてきたが， hyal ine cystの形成が共通の特徴で、あること

が示唆された。ただし， hyal ine cystの形成種で従属栄養性

のErythropsidiniumagileやNematodiniumspp.は，狭義の

Gymnodinium属と近縁になっていた。また，類縁種の不明な
Cochlodinium polykrikoidesにも hyalinecystの形成が知

られるが，同種の細胞は皮膜内で鞭毛をもたないため，性質

の異なるものであると考えている。

(長崎大・水産)
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B05 0山口愛果・河村裕・堀口健雄:SSUおよびLSUrDNA 
に基づく従属栄養性渦鞭毛藻プロトペリデイニウム属の分子

系統解析

Protoperidini・閣は海洋の主要なプランクトンで，形態学的

研究は古くから行われている。いくつかの属内分類系が提案

されているが，形態が多様であるため，どの形質が系統を反

映するのか明確でない。また，多様な形態がどのように進化

したのか，その過程を探ることも興味深い課題である。

本属の種の系統関係及び属内分類系の妥当性ならびに形態

形質の進化過程を検証するため，6つのSection(Avellana， 
Conica， Divergentia， Excentrica， Oceanica， 
Protoperi dinium)に属する種のSSUおよびLSUrDNAに基づ
く系統解析を行った。その結果， Section Conica以外の
Sectionはそれぞれ単系統性を示したが，前挿間板を2枚もつ
ことからArchaeperidini・um亜属としてまとめられるSection
AvellanaとExcentricaは単系統とはならなかった。今回の結

果から， (1)一部を除いて現行の属内分類系は概ね妥当である

こと， (2)本属の祖先はorthoの頂板1'をもち，そこから
Section Oceanicaが分岐し，残りから頂板1'がmeta，para 
であるSectionDivergentiaとProtoperidiniumのクレード
が，前挿間板が2枚のSectionAvellana， Excentricaが独立
にそれぞれ派生したことがわかった。また，P. crass必esを
非細胞系餌料により増殖させることに成功したので，このこ

とについても報告する。

(北大・院理・生物科学)

B07 0高野義人・堀口健雄:クレプトクロロプラストを持つ
無殻渦鞭毛藻類の系統分類学的研究

渦鞭毛藻類では，典型的でない特徴の葉緑体を持つ種が知

られる。その一つに葉緑体を持たない渦鞭毛藻が，クリプト

藻を取り込み，ある期間だけその葉緑体を活性状態で保持す

る，“クレプトクロロプラスト"現象を示すものがある。無

殻の渦鞭毛藻類で，クレプトクロロプラストを持つものとし

て6種が知られる。その内，Amphidini・umlatumのみが走査型
電子顕微鏡による観察で，Gymnodiniumの特徴である反時計回
りの馬蹄形のapicalgrooveを持つことが示されているが，
他の種については詳細な観察は無い。さらに，A. latumを含
めそれら6種において分子系統学的研究は行われていない。

そこで，これら特徴的な「葉緑体Jをもっ渦鞭毛藻類の系統

関係を明らかにするために， 4種(海産種A. latum，淡水産
種A. amphidinioides， Gymnodinium aeruginosum， G. 
acidotl却について，走査電顕を用いた観察と単細胞 PCR~去
を用いた分子系統解析を行った。 4種は全て，反時計四りの

馬蹄形のapicalgrooveを持っていた。また，SSUrDNAとLSU
rD貼の部分配列を用いた分子系統解析の結果，本研究の4種
は，高いブートストラップ値で支持される一つのクレードを

形成し，これはまた，GymnodiniumとLepidodini聞のタイプ
種を含むより大きな系統群に含まれた。これら 4種は，
Gymnodinium/ Lepidodinium系統群と共有する特徴をもつもの
の，すでに遺伝的に分化しており，またクレプトクロロプラ

ストとし、う特殊な現象を共有派生形質としてもつことから，
新属として独立させることが妥当である。
(北大・院理・生物)

B06 0原田 愛事・大塚攻紳・堀口健雄*.プランクトンに
寄生する渦鞭毛藻類の研究~特にへマトディニウム属の一種

について~

寄生性の渦鞭毛藻類は魚類，無脊椎動物，プランクトンに

寄生し，宿主の健康状態，生存，繁殖，ひいてはバイオマス

にも影響を与えていると考えられ生態学的にも重要である。

しかし我が国においてはそれらの研究はほとんど行われてお

らず，多様性も明らかにされていない。そこで，我々は日本

沿岸における寄生性渦鞭毛藻類の多様性の解明を目的として

研究を進めている。また，寄生性の渦鞭毛藻類は形態および

生活史が自由生活性の種とは非常に異なっているものがある。

このような寄生性種の進化過程を，分子系統学的な手法を用

いて明らかにすることも目的としている。

現在までに各地から海産プランクトンに寄生する 7属8種

の寄生性渦鞭毛藻類を採集した。そのうちの7種で SSUrDNA 
配列を用いた系統解析を行った結果，寄生性渦鞭毛藻類の各

グループは独立に進化したらしいことが示唆されている。

今回はこの中から瀬戸内海で採集されたへマトディニウム

Hema todini umの一種について報告する。本属の種は今までに
北大西洋や北海においてワタリガニやヨーロッパアカザエピ

に寄生することが知られており，水産業に大きな打撃を与え

ている。一方，本研究の材料は，未だ宿主としては確認され

たことのないプランクトン性カイアシ類Paracalanusparvus 

s.1.に寄生していたものである。光学顕微鏡・透過型電子顕

微鏡での観察に加えてSSUrDNA配列を用いた系統解析の結果
から，本種をへマトディニウム属の一種であると結論づけた。
(*北大・院理・生物，柿広大・院・生物圏科)

B08 0長井 敏*・練 春蘭特・鈴木雅巳*・浜口昌己申・松山
幸彦事・板倉 茂*・嶋田 宏開・加賀信之助問・山内洋幸削紳.
尊田佳子*紳糊・西川哲也榊*榊・KimChang-Hoon紳制榊・宝月
岱造榊仲間*.日本沿岸域に分布する有毒渦鞭毛藻Alexandrium
tamarense個体群のマイクロサテライト多型解析
[目的】本研究では，日本沿岸各地に広く分布する有毒渦鞭毛
藻Alexandriumtamarenseについて， Microsatelliteマーカ
ー(以下， MS)を用いて個体群の遺伝的構造と遺伝子交流に
ついて解析した。

I方法1日本沿岸9地点および韓国Jinhae湾から採集した海水
および底泥サンプルを用いてクローン培養株を確立した(各
地点41-63株)。集藻後，株毎にDNAを抽出し， MSを用いて各
個体の遺伝子型を調べた。その結果を用いて，日本沿岸A
ta四 'rensel固体群内の遺伝構造および個体群聞での遺伝的分化
を推定した。

I結果]PCR増幅の良好な9個のMSを用いて，採取した520株
の遺伝子型を調べた。個体群聞の遺伝距離(Nei1972)は0.072
'""'0.286の範囲にあり，地理的距離との聞に有意な相闘が認め
られ (r=0.60，n=45， ~0.0002; Mantel test)，海流などの
自然現象による個体群聞の遺伝子交流が制限されていること
が明らかとなった。また，集団分化は，約半分のベア集団聞
で有意差があった(尺0.001-0.05)。一方，極めて高いP値を
示すベア集団(大船渡/仙台と広島県太田川)が認められた。
地理的に約1，000km離れているにもかかわらず，高し、p値を示
したことは，パラスト水や水産種苗の移送などの人為的な要
因により，個体群聞の遺伝子交流が生じてきたことが強く示
唆された。
(*瀬戸内水研，柿東大アジアセ，間道中央水試，問事岩手水技
セ，神***宮城水研セ，制榊愛知水試，柿榊柿兵庫水技セ，紳抑制
釜慶大学，柿神間柿東大農)



B09 0長井 敏*・呉 碩律神・鈴木雅巳本・松山幸彦事・板
倉茂*瀬戸内海から分離した有毒渦鞭毛藻Alexandrium

tamiyavanichi iの分子系統解析と毒分析

【目的1近年，西日本沿岸域において麻樺性貝毒原因渦鞭毛藻
A. tamiyavanichiiが出現し，二枚員毒化現象が報告される

ようになった。しかし商日本に出現する株の生理・生態学的

情報は乏しい。今回は，瀬戸内海沿岸域から分離した本種の

クローン株の遺伝子解析と毒分析を行い，株聞のバリエー

ションについて検討した。

[方法l大分県猪串湾，山口県徳山湾，広島県福山湾，徳島県
ウチノ海湾の海水中から，クローン培養株を合計56株確立し

た。毒成分分析に56株，遺伝子解析用に28株を用いた。本

種を，改変f/2培地を用いて，温度27"C，光強度 100μmol

photons m-2 s-' (12hL: 12hD)の条件下で約 10日間培養し集

藻した。遺伝子解析は28S-rDNAと5.8S-rDNAを含むITS領域

をPCR増幅し，塩基配列の決定後，近隣結合法を用いて系統

樹を作成した。遺伝子・毒分析とも株間の差を比較した。毒

分析は蛍光HPLC法にて行った。

[結果]28S-rDNA 5. 8S-rDNAを含むITS領域の解析の結果， 28 

株の配列はいずれの遺伝子においてもほぼ完全に一致し，マ

レーシア産の株とも同じ配列を示した。 56株はいずれも有毒

株で，無毒株は見つからなかった。 l細胞あたりの毒含量は

40~424 fmole celr'の範囲にあった。毒組成はCl+C2toxin 

が40%前後含まれ，副成分として， GTX1+4、GTX2+3，GTX5， 

neoSTXとSTX，微量成分としてC3+C4toxinを含んでいた。毒

組成から見ても，株間の大きな差異は見出せなかった。
(牢瀬戸内水研，紳九大院農)

B11 0江原 亮*・大谷修司柿・石飛 裕*榊・国井秀伸事:中
海における赤潮藻類Prorocentrumminimumの現存量，栄養細

胞の形態及び細胞内デンプン粒の蓄積の季節変化

中海における赤潮の優占種は渦鞭毛藻Prorocentrum

minimumである。本種による赤潮は， 1973年12月に初めて観

察され，その後冬季と春季に度々赤潮を形成している。春期

の赤潮消失の理由としては，中海上層への下層から供給され

る無機態窒素の急激な減少が赤潮消失の要因として挙げられ

ている。しかし，これまでに生物学的な視点から研究された

例はない。本研究では，栄養塩と赤潮消失の関係を明らかに

することを目的とし，赤潮消失時における本種の形態変化を

詳細に観察した。

2003， 2004年の赤潮発生時と消失時における栄養細胞の詳

細な観察により，明らかな細胞の小型化が確認された。また，

赤潮の消失時期には細胞内部に明らかなデンプン粒の蓄積が

あることを確認した。これら2つの現象は，一般に栄養塩制

限状態にある時に見られる反応であり，赤潮消失時には本種

が栄養塩制限下におかれている事が示唆された。そこで，細

胞内C:N:P比とデンプン粒の増減の関係を調べた結果， C:N比

と相聞が認められた。発表では野外での結果に加え，培養実

験による栄養塩制限下(窒素，リン制限)でのデンプン粒の蓄

積についてもあわせて報告する。

(*島根大・汽水研セ，紳島根大・教育，間島県保健環境科研)
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BI0 0板倉 茂本・小谷祐一榊・長井 敏*・松山幸彦*・山
口峰生本.白石智孝問・小泉鏡子*制:浜名湖底泥中に存在す

る有毒渦鞭毛藻類Alexandrium属のシストについて

[目的I静岡県浜名湖では有毒渦鞭毛藻Alexandrium
catenellaのブルームによってアサリやカキの毒化事例が報

告されているが，近縁種であるA. tamarenseの出現も確認さ

れている。両種は形態的にほぼ同一な長楕円体のシストを形

成し，浜名湖底泥にはそのような長楕円体シストが比較的高

密度で存在している。演者らは以前に，徳山湾と呉湾の海底

泥中に存在するAlexandriulll属シストに関する解析結果から，

A. catenellaとA. tamarenseのシストの長径に差異が認め

られることを報告した。本研究では，浜名湖底泥に存在する

Alexandrium属シストのサイズ組成と既存データを比較する

ことで，浜名湖底泥中のAlexandrium属シストの種組成に関

する情報を得ることを目的とした。

【方法]1999年10月に浜名湖のl測点(湖心)で柱状採泥器

による底泥の採取を行った後，試料底泥表層に存在する

Alexandrium属、ンストを蛍光色素プリムリンで染色し，画像

解析ソフト (NIHImage)を用いて102個のシストの長径を測

定した。

I結果】浜名湖底泥中のAlexandrium属シストの長径は， 39.9 
~ 64.8μmの範囲にあり，平均値は49.8μmであった。こ

の値は，A. catenellaシストが優占している徳山湾底泥中の

Alexandrium属シストのサイズ組成とほぼ一致する。この結

果から，浜名湖底泥中のAlexandrium属、ンストの大半はA

catenellaシストで占められていると推察された。現在，浜

名湖シストの発芽実験を行うと共に， リアルタイムPCR法に

よりシストの種組成を解析中である。
(*瀬戸内水研，柿中央水研，叫京大・院農，叫*静岡県)

B12 0大谷修司事・石飛 裕紳:宍道湖・中海における赤潮
とアオコの発生状況(1996 年~2003 年)

宍道湖・中海において， 1996年度から2003年度まで赤潮およ
ひeアオコの発生状況を調べた。

中海では，渦鞭毛藻Prorocentrumminimumが優占し，夏を除

いて赤潮を形成する傾向があり，その時の表層の電気伝導度

は約20-30mS/cmの範囲であった。本種は2000年を除き5月に

赤潮を形成し6月に急に表退する現象が見られた。宍道湖で

は，中海より電気伝導度が低い(約10mS/cm)条件で1996年，

1999年6月に本種の赤潮が発生した。宍道湖ではこれまでに

報告の無い赤潮が2度発生し，ひとつは， 2001年4月に宍道

湖西岸に発生した渦鞭毛藻胎terocapsarotundataによる赤

潮，もうひとつは， 2002年12月に湖心西部に発生した原生動

物Mesodiniumrubrumによる赤潮であった。この時の表層水

の電気伝導度は約 15mS/cmと普段より高い値であった。

宍道湖では，藍藻J仮icrocystis属の種が優占するアオコが，表

層水の電気伝導度が2.5mS/cm程度まで低下した場合に発生す

ることが報告されており，調査期間中では，電気伝導度が

2.5mS/cm以下まで低下した1997年に発生した。 1998年， 1999 

年は塩分が5mS/cmを超えてもアオコが出現した。
(*島根大・教育，柿島根保健環境科研)
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B13 0本田恵二・吉松定昭・大山憲一:有害プランクトン
印attonellaovataの香川県海域における出現動向
【目的12004年7月に香川県備讃瀬戸海域で，Chattonella 
ovata.単一種による赤潮が発生し，ハマチ養殖に被害が生じた。
また同時期，隣接する岡山，広島岡県においてもC.ovataによ
る赤潮発生が報告されている。過去にC.ovataによる被害発生
の事例は圏内においてなく，そのため，同種の生態に関する

知見も少ない。今回，香川県海域における C.ovataの出現動
向を把握することを目的に，これまでに蓄積された調査データ

を解析し，検討したので報告する。

【方法1香川県赤潮研究所が実施した調査結果(1990-2004年)
から，C. ovataの出現が記録されている約2，000件のデータを
抽出し，出現水温等を整理した。また，播磨灘南部海域K4定

点での1983年以降の出現状況を取りまとめた。
[結果】調査した1990年以降C.ovataは毎年出現しており，出
現はここ数年，概ね増加する傾向が伺える。出現時期，水温

および塩分はそれぞれ5月中旬-11月下旬， 15. 8 -31. 3"C， 
18. 4 -33. 02PSUであった。さらに100細胞Iml以上のC.ovata 
の出現数が見られたのは， 2002年(小豆北部:最高1，140細胞/
ml)及び2004年(備讃瀬戸:最高475細胞Iml)で，出現時期
，水温及び塩分はそれぞれ7月下旬-8月上旬， 26. 0 -29. 5"C 
， 31. 47 -31. 97 PSUだった。 2002年は小豆北部でC.ovataが
大量に出現したが，C. antiqua及びC.marinaがより多く出現し
ていた (c.antiqua及びC.marinaの合計最高1，580細胞Iml)。
一方2004年はC.ovataの赤潮形成時は，C. antiqua及VC.marina
の出現数は最高20細胞Imlと少なく，他の植物プランクトンも
少なかった。 K4定点では， 1983 -1992年の聞はC.ovataは表
層から底層まで散見される状態で， 1993年以降夏から秋に低
密度ながら全層に分布する傾向が見られた。(香川赤潮研)

B15 0内藤佳奈子・今井一郎・中原紘之:菌類および細菌類
シデロホアによる赤潮藻の鉄利用と増殖に及ぼす影響

鉄は藻類の増殖における必須微量元素の一つである。しかし，

自然海水中では難溶性の酸化水酸化鉄を形成するため，生物利

用可能とされる溶存無機鉄濃度は沿岸域でさえも藻類の鉄要求

量より低い。そのため，ほとんどの藻類は生理的に鉄不足スト

レスを受けていると考えられるが，赤潮を発生させる藻類は沿

岸域で実際には大量に増殖し，多大な被害を及ぼしている。こ

のような鉄不足環境下における鉄取り込み戦略として，多くの

菌類や細菌類は、ンデロホア(鉄運搬体)を生産し，細胞内に鉄を

取り込んでいるとされる。

本研究では，鉄不足環境下での赤潮藻による他の微生物由来

のシデロホア利用と増殖に及ぼす影響について検討した。主要

な赤潮藻の増殖を可能とする人工合成培地を改変し(改変I聞
培地)，赤潮藻15種(ラフィド藻，渦鞭毛藻，緑藻，クリプト
藻，珪藻，ユーグレナ藻，ハプト藻)を対象に検討を行った。

その結果，鉄と有機配位子との濃度比が1:1であるとき，菌類シ
デロホアとの鉄錯体である Ferrichromeは，ユーグレナ藻の

Eutrepti・ellag:畑町ticaの増殖に利用された。また，細菌シデ
ロホアとの鉄錯体で、あるFerrioxamineBは，渦鞭毛藻のKarenia
mikimotoi，クリプト藻の晶'Odomonasovalis，珪藻のDitylum
br.なfJtwelliiおよびハプト藻のPleurochrysiscarteraeの噌殖
に利用可能であった。さらに，鉄カテコール錯体は，ラフィド藻
のChattonella属，万'brocapsajaponicaおよび渦鞭毛藻のK.
ml・'kimotoi以外の8種の増殖に対して利用可能であることが分
かった。しかし，これらの有機配位子濃度が高くなると全ての
赤潮藻が増殖を示さないことが判明した。以上から，赤潮藻の

増殖に，他の微生物が生産するシデロホアを介した鉄取り込み

機構の可能性と，高濃度シデロホアによる鉄や他の必須微量金

属のマスキングからの増殖阻害を提案する。(京大・院農)

B14 0山口峰生*・坂本節子牟・山口晴生*・板倉 茂事・渡辺
朋英紳・石田貴子制.今井一郎紳:有明海における有害ラフィ

ド藻印'attonellaシスト分布密度の経年変化

【目的】有明海では， 1 9 9 0年噴から有害ラフィド藻

Chattonellaによる赤潮が発生し始め，近年その発生件数が

増加傾向にある。本種赤潮は，魚介類に甚大な漁業被害を及

ぼすため，水産業にとって大きな脅威となっている。本研究

では品attonella赤潮の発生機構を解明するため，現場海底

泥中におけるシスト(休眠期細胞)の分布特性を明らかにす

ることを目的とした。

[方法12001年， 2002年， 2003年および2004年の6月に有明
海に設けた調査定点 (22-29点)において採泥を行い，泥表
層から3cm深までに存在するChattonella、ンストを計数した。

計数はクロロフィルの自家蛍光に基づく直接計数法によった。

I結果】白attonellaシストの高密度分布域は有明海北西部が
中心であり，この傾向は調査年によって大きく変化すること

はなかった。また，シストの高密度域では堆積物の泥分率が

高い傾向がみとめられた。一方，シストの分布密度は， 2001 
年にはND-576 (平均90cysts/cm3)， 2002年にはND-233 
(平均29cysts/cm3)， 2003年にはND-34(平均7cysts/cm3) 
2004年にはND-85 (平均22cysts/cm3) であり，調査年に
より大きく変動した。シスト密度の変動には前年の赤潮発生

の有無が影響を及ぼしている可能性が示唆された。

(事瀬戸内水研，柿京大・院農，問日本ミクニヤ)

B16 0鈴木秀和h 水野真料・南雲保柿*・田中次郎同*
Cocconeis属のタイプである Cocconeisscutellum var. 
scutellumの増大胞子微細構造

演者等は現在，本邦産のCocconeisについて従来の光学顕

微鏡や電子顕微鏡 (SEMとTEM)による殻構造の観察に加え，

殻形成過程や増大胞子構造の観察など，包括的な分類学的見

地から研究を進めている。今回は北海道網走市藻琴湖で採集

したC.scutellum var. scutellumを単離培養中，増大胞子
形成が見られ，詳細に観察する機会を得たので，その結果を

報告する。

有性生殖は2個の栄養細胞(配偶子嚢)の対合に始まる。そ

れぞれ1個ずつ配偶子を形成，そして接合後，増大胞子が1個

形成される。十分に生長した増大胞子は，全体が36-40枚の
ベリゾニアノレバンドによって包まれ，中に初生細胞が形成さ

れる。すべてのバンドは初生細胞の殻面中央部の一点に収数

し，全体を巾着様に包む。各々のバンドは細長い皮針形で，中

肋を持ち，縁辺部は浅裂する。またこれらの内側に長軸方向

に伸張した縦バンドが少なくとも 3枚形成される。初生細胞

の上殻は縦溝殻で，下殻は無縦溝殻である。ともに栄養細胞

のそれとほぼ同様な構造を有しているが，胞紋の配列に規則

性を欠く。これらの結果と演者等がすでに観察発表している

他の海産 Cocconeisのいくつかの種および淡水産 C.

placentulaとを比較検討した結果もあわせて報告する。
(*青山学院高，柿東農大・生物生産，問日歯大・生物，**榊東京

海洋大・藻類)



817 0石川依久子*・渡辺正勝料:珪藻Pleurosiraの驚動
反応

驚動反応は，俗に「びっくり反応」ともし、う。外的刺激に

対して，すばやい反応で護身する動態を藻類も備えている。

鞭毛を持つ微細藻類や滑走運動を行う藍藻などは，特定波長

の刺激光によって逃避運動を行う。本研究の試料である珪藻

Pleurosira laevisは，運動器官を持たず、長さ 100μmの

円筒型で，約200個の葉緑体を持っている。この多数の葉緑

体が接触刺激，青色光刺激によってすばやく求心的に核域に

集合し，緑色光照射によって細胞表層に転位運動することを

報告してきた。青色光照射と緑色光照射は葉緑体の逆向きの

転位を誘導することから，一対の葉緑体運動刺激光として捉

えてきた。しかし，今回，レーザービームによる微光東照射

で探査した結果，青色光は接触刺激と同等の生理作用による

光驚動反応誘引因子であることを確認した。青色光刺激は，

接触刺激と同様に，細胞膜の興奮を引き起こし， Ca2+チャン

ネルを聞き，外液Ca2+の瞬時流入をもたらし，流入したCa2+

は，微小管の脱重合を引き起こし葉緑体の核域への集合をも

たらすと推測された。 15min後には青色光の有無にかかわら

ず，核域集合の“緊張"状態が解けて，葉緑体は，ランダム

配置に戻る。また，接触刺激と同様に，核域集合は，刺激を

受けていない隣接細胞へ次々と伝播してし、く。葉緑体を直接

に動かす細胞骨格のすばやい反応の詳細について研究中であ

る。
(傘東学大・非常勤，紳総合研究大学院大)

819 0甲斐厚*・吉井幸恵紳*・中山 剛柿・井上勲**.細胞
壁の内側に鞭毛を持つ新規不等毛植物の分類と系統

不等毛植物門において，褐藻綱と黄緑色藻網，近年提唱さ

れたファエオタムニオン藻綱，シゾクラディア藻綱らは単系

統群を形成することが分子系統学的研究から示唆されている。

この大きな系統群は細胞壁を持つとし、う共通形質を持つが，

その体制は単細胞不動性から褐藻のような多細胞体までさま

ざまである。褐藻類は沿岸域の重要な生産者であると同時に、

陸上植物に匹敵する複雑な体制を持つことからこの褐藻一黄

緑色藻系統群における体制の進化は興味深い問題である。し

かし近年の分子系統解析の結果からはこれらの綱の聞の系統

関係は明らかではなく，またこの系統群には不等毛植物門に

おいて，祖先的と考えられる自由遊泳性の種が知られていな

いことから，自由遊泳性の祖先からどのように不動性単細胞，

さらに褐藻のような多細胞体に至ったかは明らかではない。

今回報告する藻は，細胞壁で覆われた単細胞不動性の球状

細臨期を持ち，分子系統解析や光合成色素組成の比較からこ

の系統群に属する新規単細胞藻であることが判明している。

本研究では新たな系統解析に加え、これまで、観察が困難だっ

た遊泳細胞の鞭毛装置を含めた微細構造観察を行った。その
結果，鞭毛装置構造の比較から本藻がこの系統群において独

自の形質を持っていることが示された。また本藻は球状，遊

泳細胞期ともに，細胞が2本の鞭毛を有し，鞭毛を含めたオ

ルガネラの配置が共通していた。そのため本藻の球状細胞期

は本質的には細胞壁に包まれた遊泳細胞であると考えられる。

本藻はこの系統群において自由遊泳性の祖先から不動性単細

胞に進化する中間段階の形質を残す存在である可能性がある。
(ホ筑波大・院・生命環境， 特筑波大・生命環境，問福井大・医)
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818 0真山茂樹*・平田恵理*・四柳 敬*・RichardJordan紳.
出井雅彦間:異なる場所で採集された羽状珪藻Pinnularia

acidojaponicaおよび近縁種の形態変異と分子系統

本邦の固有種である PinnulariavaldetoleransおよびP.

acidojaponicaは，以前は共にPinnulariabraunii var. 
amphicephalaと同定されていた縦溝珪藻である。この2種は

生育地がP. valdetoleransは強腐水域，P. acidojaponica 

が強酸性域という違いこそあれ，光顕的にも電顕的にも非常

に類似する形態を示すものである。強酸性水域に出現するR

acidojaponicaについては古くからさまざまな研究者が報告を

行っているが，その光顕的形態は産地ごと，あるいは個体群

ごとに若干ではあるが違っているように思われる。

本研究では， 4地点、から得たP.acidojaponicaの個体群お

よびP. valdetoleransの1個体群の形態を9変数について

計測した。また，この 2種と単系統をなす，Caloneis 

sjJicula， Mayamaea atomus， Eolomna minima， Sellaphora 
seminulumと共に18SrDNAに基づく分子系統樹を作成した。
計測値を主成分分析した結果，P. acidojaponicaでは，各個
体群は重なりを持つクラスターとして散布図上に現れた。こ

の重なりは最も離れたクラスター問(潟招産と御釜産)では

重なりは認められないものであったが，両者での塩基配列の

置換は3カ所であった。これに対し，P. valdetoleransとは

17の置換が認められ，塩基配列の置換数は形態的および生態
的相違を指示する結果となった。

(本東学大・生物〆*山形大・地球環境，文教大・短大)

820 0中山岡IJ・雪吹直史・井上勲:新規ピコソエカ類
白feteriadimorphaの微細構造と生活史

ストラメノパイルは，不等毛植物(褐藻・珪藻など)と共

に，卵菌など従属栄養性物を含む真核生物における一大系統
群である。中でもピコソエカ類はストラメノパイルの中で比

較的初期に分かれたグループであると考えられていると同時

に，水圏の一次消費者として極めて重要な位置を占めている。

しかしピコソエカ類に関する生物学的知見はいまだ乏しい。

2002年5月，東京湾より 1本鞭毛性の鞭毛虫を単離し，培
養株としたが，培養の過程で白feteriaによく似た2本鞭毛
性の鞭毛虫が混在するようになった。再度の単離の結果も同

様であり，同一種における異なる細胞相の可能性が示された

ため， DNA量を測定したところ， 1本鞭毛性のものが単相， 2 
本鞭毛性のものが複相であることが示唆された。培養実験の

結果，低温や培養後期では複相細胞が優占する傾向が見られ

た。接合やシスト形成などは見られなかった。微細構造形質

を調査したところ，複相細胞は既知のCafeteriaのそれと酷

似していた。また18SrDNA分子系統解析の結果も Cafeteria
属のタイプ種である C.roenbergensisと姉妹群を形成した。

以上の結果から，本鞭毛虫を Cafeteria属の新種，C. 
dimorphaとして記載予定である。ピコソエカ類には 1本鞭毛
性の種がいくつか知られ，これらが多系統であることが示唆

されているが，これは本来1本鞭毛相と 2本鞭毛相をもって
いたものが，種によってどちらかの相が優占するようになっ

たものだと考えられる。

(筑波大院・生命環境)
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B21 0本村泰三・長里千香子:褐藻シオミドロ (Ectocarpus)
の複子嚢形成，特に鞭毛分化過程の微細構造

不等毛藻類の遊泳細胞は構造も機能も異なる2本の鞭毛を

有する。長鞭毛にはマスチゴネマが付着し、短鞭毛にはフラ

ピン結合タンパク質が局在している。鞭毛内部にはリボソー

ムが存在していなし、から、構成タンパク質は細胞質で合成さ

れ、何らかの制御のもとにそれぞれの鞭毛に運搬されている

はずである。 2本の鞭毛の伸長と分化の過程を調べる目的で、
褐藻シオミドロの複子嚢形成について急速凍結置換法を用い

た電子顧微鏡観察を行った。一連の細胞分裂の後、中心子の

末端にはbasalplate、付近には微小管性鞭毛根が形成され

始め，中心子は細胞膜へと移動する。この時、鞭毛伸長する

細胞膜と細胞壁の間隙には局所的に細胞質小胞が蓄積され始

める。これらの小胞は中心子付近の微小管の突出により形成

される。 2本の鞭毛伸長は同時に開始される。短鞭毛の基底

小体は葉緑体側に位置している。鞭毛伸長の初期からすでに

長鞭毛の直径は短鞭毛のそれよりも大きくなっている。鞭毛

伸長の際には、前述した間隙内の小胞が鞭毛膜と融合する像

が確認された。鞭毛はそれ自体が細胞膜と細胞壁の聞を伸長

していくのではなく、むしろ鞭毛基底小体を含めた細胞自体
が回転することによって伸長する。マスチゴ、ネマの付着過程、

フラピン結合タンパク質の集積過程については現在不明であ

るが、鞭毛がある程度伸長した後におこる。さらにマスチゴ

ネマはかなり伸長した長鞭毛においても基部付近の片面だけ

に整然と付着していた。
(北大・フィールド科学セ・室蘭臨海)

B23 0吉川伸哉*・渡辺正勝柿，叫・伊関峰生*ミドリムシ
青色光受容体、光活性化アデニル酸シクラーゼの活性化と光

驚動反応の関係について

光活性化アデニル酸、ンクラーゼ(PAC)はミドリム、ン(Euglena
gracilis)のステップアップ光驚動反応の青色光受容体として
副鞭毛体(PFB)より見出された約400kDaのフラピンタンパク

質である。 PACはアデニル酸シクラーゼ活性を示し，その活

性は青色光照射下において上昇する。このことからPACの活

性化によるミドリムシ細胞内のcAMP量の増加がステップアッ

プ光驚動反応を引き起こすことが推測される。我々はPACの

光活性化とミドリムシの光驚動反応の関係を明らかにするた

め，ミドリムシから精製したPAC標品を用いた各種光照射条

件下におけるPACの活性化の解析に加え，光驚動反応時にお

けるミドリムシ細胞内のcAMP量の変動を調べた。その結果，

1) PACの活性は酵素濃度 1ng/ml反応溶液では光強度2μmol
.......50μmol m-2 S-lの範囲で光強度依存的に上昇すること， 2) 

刺激光として0.05秒の明暗周期の繰り返しパルス光を用いた
場合も活性の上昇がみられること， 3)活性の上昇は光照射時
のみに見られ，光照射を止めると活性の低下がみられること，

4) PAC活性化はUY-B/CとUY-A，青色領域の刺激光で起こる

こと， 5)青色光照射によりミドリムシ細胞内のcAMP量が増
加することが示された。

(*科学技術振興機構・さきがけ，肺総合研究大学院大・先導
科学，開基生研)

B22 0木村圭・本多大輔:黄色藻類Sulcochrysis
biplastidaの鞭毛切断機構の解明~鞭毛移行部とCaイオン

に対する反応性~

真核生物の鞭毛は外部環境の変化により切断されるものが

知られている。鞭毛切断機構は緑藻品lamydomonasで詳しく
研究されているが，他の生物についてはほとんど報告が無い。

そこで本研究では，緑藻類と系統を異にする黄色藻

Sulcochrysis biplastiぬが様々な刺激で容易に鞭毛切断を
起こすことに注目して、本藻について微細構造と細胞生理学

的性状を調査し，印lamydomonasと比較した。電子顕微鏡観察
の結果，鞭毛移行部のproximalhelixと鞭毛軸糸二連管のA

管との聞を連結する構造が見られた。また，高塩濃度処理に

よって鞭毛切断を起こす細胞は 100%であるのに対し， EGTA 

でCaイオンを除去して同様の処理を行うと鞭毛切断を起こす
細胞は約10%となることが分かつた。印lamydomonasでは鞭
毛移行部の星状構造が二連管のA管に連結していること，星

状構造にはCaイオン結合性の収縮タンパク質centrinが存在

し鞭毛切断に関係することが示されている。すなわち，二連

管のA管と連結する構造が見られる点， Caイオンが鞭毛切断

に関与する点で共通点があることが分かった。しかし，鞭毛

切断はChlamydomonasでは基底板より先端側で起こるのに対
し，S. biplastidaでは基部側で起こる点で異なることも分
かつており，これらが相同の機構であるかについてはさらに

検討が必要である。

(甲南大・院・生物)

B24 0関田諭子*・内藤知恵梓・奥田一雄*.黄緑藻トリボネ
マ属の一種のセルロース合成酵素複合体の構造

セルロースミクロフィプリル (CMF)は，原形質膜に結合す

るセルロース合成酵素複合体 (terminalcomplex = TC)に
よって合成される。 TCには， CMFを合成するとし、う機能は同

じであるが，構造の異なる複数のタイプが存在する。また，現

在までの研究では，同じ系統群に属する種は同じタイプのTC

を持つことから， TC構造は植物の系統を反映することが示唆

されている。黄緑藻鋼におけるCMFとTCの研究は，現在まで

に，フシナシミドロ目に属する 2種，ミスココックス目に属
する 1種についてのみ報告がある。それらのTCを構成する頼
粒は，複数列斜め階段状に配列し，扇平なリボン状のCMFを

合成する。本研究は，トリボネマ目に属するトリボネマ属の

一種を用いて， CMFおよびTCの構造を明らかにすることを目
的とした。

トリボ、ネマ属の一種のCMFは，幅が2-14nm (平均6.67nm)， 

厚さが2.26nmのリボン状の形態を示した。また， TCは，原

形質膜PF面にのみ存在し，頼粒が二列または三列の直線状に
配列する構造であった。このTC構造は，今までに知られてい

る黄緑藻のTC構造とは全く異なる。このことから，黄緑藻は

同一系統群に異なるタイプのTCをもっ例であることが初めて
明らかになった。

(*高知大・院・黒潮圏，紳高知大・院・理)



825 0長船哲替・畠田好章:ユーグレナのLHCPIIタンパク
質のゴルジ装置から葉縁体への輸送

ユーグレナのプラスチド(葉緑体)形成過程で，光化学系II

に光を集めるLHCPII分子がゴルジ装置，ゴ、ルジノl、胞を経由し

て葉緑体へ輸送される経路に着目し，免疫電子顕微鏡I去を用
いて経時的に観察した。

脂質蓄積ユーグレナ細胞を暗所で無機培地に移し，1.5九炭

酸ガスを通気すると脂質の減少にともなって，暗所で葉緑体

の一部が発達する。暗所144時間後の細胞に9，000ルックス

の光を照射し， 0時間から48時間まで経時的に採取し，包埋

の後，連続超薄切片法を用いてゴ'ルジ小胞の動態を電顕で、追

跡した。その結果， 2タイプのゴルジ小胞が確認され，葉緑
体包膜と融合することが分かつた。ゴ、ニオメーターを使用し，

融合部位を観察すると，ゴルジ装置由来の小胞が最初に 3層

構造の葉緑体包膜の最外膜と中間膜とに融合する像がみられ

た。また，動物細胞などで報告されている multivesicular

body様の構造が葉緑体包膜に融合している像が観察された。

さらに，ゴルジ装置由来の2タイプの小胞がミトコンドリア

外膜と融合している像も観察された。すなわち，細胞核支配

のミトコンドリアのタンパク質の一部もゴルジ装置を経由す

る可能性が示唆された。同時に， LHCPII分子を免疫電顕法で
経時的に観察すると，ゴ、ルジ装置のトランス面からゴ、ルジ小

胞によって，葉緑体に輸送されていることが明かになった。

以上の結果，電顕観察によって形態学的にも， LHCPII前駆体

タンパク質がゴルジ装置を経由し，ゴ‘ルジ小胞から葉緑体へ

輸送されることが明らかになった。

(日体大・生命科学)

827 黒川さゆり*・生田享介帥・別所義隆*紳・横山 茂問.

0大演武*.種を超えて転移するミトコンドリアのgroup1 
イントロンとそれを支えるホーミング酵素の長くて暖昧な

DNA配列認識能

相同性の高い配列を持つgroup1イントロンが，系統進化

的に遠縁の生物種からも散発的に見いだされることが陸上植
物や菌類のオルガネラゲノムDNAの解析で知られるように

なった。我々はこのような種を超えたイントロンの転移が緑

藻 (Gene1998， 1-7)や黄色藻(Gene2000， 157-167)でも見

られることを報告している。また，世界各地で採集された褐

藻py1aiella1ittoralisのミトコンドリアCOXI遺伝子内に
あるイントロンを解析すると，採集地域により挿入されてい

るイントロンの数や，その内部欠失が異なることを明らかに
した[)11井(神戸大)， Muller (独)との共同研究，未発表]。こ
のようなイントロン転移は，ゲノムDNAの塩基特異的な切断
がきっかけになって生じることがわかっている。 groupIイ

ントロンでは，その内部にコードされているホーミング酵素
がゲノムDNAを特異的に切断する。従って，ある group1イ

ントロンが転移できる範囲は，そのホーミング酵素が切断で

きる DNA配列を持つ種に限定されると考えられる。我々は
印1amydomonassmithiiのミトコンドリア内にある group1 
イントロンがコードするホーミング酵素が切断可能な配列を
解析した。このホーミング酵素は，イントロンの挿入点を中

心とした16塩基を認識し，高い冗長性を有していた。アミノ
酸配列の変化を引き起こさないコドンの3番目などに対して
は特に高い冗長性を示し，ターゲット DNA配列の多様性に対
応した認識能を持っていることがわかった。
(牢高知工科大学物質環境，**大阪教育大理科，*料理研・ゲ

ノム構造)
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826 小泉 意IJ*・伊藤由力0*.細固定正*・渡部 覚*・後藤高
紀*・白岩善博料・土屋 徹帥・宮下英明間・三室 守*紳・山

下俊*問・0小林正美本:クロロフィルの化学進化ーパパイ
ンによるCh1a→ Chl d変換の発見一

1996年に宮下らはパラオ島の群生ホヤからChldを主要色

素に持つ海洋原核藻類Acaryoch1orismarina (A. marina)を
発見した。 Chldは，Chlbと同様に，Chlaの酸化により生

合成されていると考えられているが，その詳細は未だ不明で

ある。

最近我々は，含水有機溶媒中で，パパインがChlaをChldに

変換することを偶然発見した。パパインはプロテアーゼの一

種で，活性中心lこチオール基を持つ。 Chla→ Chl d変換で
は，Chlaのビニル基がC=C結合の切断を伴う酸化反応によっ

てホルミル基となる必要がある(一CH=CH2→一CHO)。この反

応の基質特異性を評価するために，ChlbとPheaを基質とし

て，パパインによる酸化反応を検討したところ，Chlb→ 3-

formyl-Chl b変換はChla→ Chl凌換に比べて非常に効率

が低く，またPhea→ Phe d変換はほとんど進行しないこと
を明らかにした。

A. marinaにはPhedおよび3-formyl-Chlbは存在しない
ことから，太古の昔にパパインような酵素によってChla→ 

Chl dなる化学進化が起きたのかもしれない。
(*筑波大・物質工学**筑波大・生物科学，間京大・地球環

境，材料東京理科大・理工)

828 0浅井智広*・三室 守神・村上明男問:紅藻オキツノ
リ着生微細藻の形態的，生理的特性

淡路島江崎海岸に繁茂する真正紅藻オキツノリ

Ahnfe1 tipsis fl abe 11 iformisの藻体には多くの微細藻の付
着が認められる。この着生微細藻の中から，主要光合成色素

としてクロロフィル dをもっ特異なシアノバクテリア

Acaryoch1oris sp. (strain Awaji)を我々は単離した
(Murakami et a1. (2004) Science 303: 1633)。混在して生育

する他の紅藻類，オオパツノマタなどと比べても，オキツノ

リに着生する微細藻の種類や量は顕著に多い。オキツノリ着

生藻としては，中心目珪藻，糸状体の緑藻，紅藻類なども見

られるが，形態学的特徴からSectionII (Pleurocapsales 

自)に属するシアノバクテリアの群生が特に目立つ。これら

のシアノバクテリアは，細胞のサイズが大きい(約30μm)， 

ベオシスト(内生胞子)を形成して増殖する，細胞の形状に

極性が見られる，など他のシアノバクテリアには見られない

特異な形質をもっ。

本研究では，北淡町江崎の人工護岸で採集したオキツノリ

を用いて，藻体組織内での微細藻の分布や着生様式，着生藻

の細胞形態，光合成色素組成，季節的消長，などの特徴を解

析した。顕微分光観察したところ、オキツノリの皮層に外生

する微細藻では，細胞塊によりフィコエリスリン/フィコシ

アニン組成比が異なっていた。
(*神戸大・理，柿京大・地球環境，山神戸大・内海域セ)
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B29 0大久保智司*・宮下英明*.料・村上明男問・土屋徹
'料・竹山春子材料・三室守眠料:日本沿岸に生息する

Acaryochloris spp.の地理的分布

我々は淡路島沿岸において採取した紅藻Ahnfeltiopsis

f1abelliformisからクロロフィル (Chl)dをもっシアノバク

テリア Acaryochlorissp. 淡路株を分離し，これまでに紅

藻から検出・報告されてきたChldが付着シアノバクテリア
に由来することを示した。本研究では，海藻に付着する

Acaryochloris spp.の地理的分布を明らかにすることを目的

とした。そこで淡路島，室蘭，伊勢・志摩，若狭湾において

海藻を採取し，甲殻類等の動物を除いた後，各海藻から DNA

を抽出・精製した。これを鋳型として，Acaryochloris特異

的プライマーを用いて PCR一DGGE解析をおこなった。その結

果，採取した紅藻，緑藻，褐藻を含むすべての海藻から 2-4

本のDGGEバンドが得られ，と守のバンドも分子系統解析によっ

てAcaryochloris属と同一クレードに帰属された。これによ

り，Acaryochloris spp.は様々な海藻に付着する性質をも
ち，日本沿岸の広い範囲にわたって分布していることが明ら

かとなった。また，各海藻から色素を抽出し， HPLC分析した

ところ， Chldを検出できたのは一部の海藻だ、けで、あった。こ
れは，生育地域や海藻の種類によってAcaryochlorisspp.の

存在量や付着しやすさが異なるためだと考えられる。

(*京大院・人間・環境，紳京大院・地球環境，間神戸大・内

海域セ，材料農工大院・工)

B31 0保科亮・鎌戸伸一郎・今村信孝:ミドリゾウリムシ:
Paramecium bursariaと細胞内共生藻の系統

ミドリゾウリムシは，数百の緑色藻類を細胞内共生させる

単細胞性の原生動物である。この共生藻は形態的特徴から

印lorella(Trebouxiophyceae)に近縁であり，生理特性やウィ

ルスへの感受性からは，主にヨーロッパを分布の中心とする

“Northern type" と北アメリカを中心とした “Southern 
type" の2群が指摘されている (Kvitkoet al. 2001)。本研

究で演者らは18SrDNAおよびITS2領域に基づく共生藻の系

統解析をおこなったところ， 分析した全ての共生藻は真の

臼lorella(Huss et al. 1999)に所属すること， 日本産一中

国産一アメリカ産，イギリス産ードイツ産の共生藻がそれぞ

れ近縁なグループを形成することなどが判明した。またホス

ト側の遺伝子(18SrDNA)を比較したところ，共生藻のケース

と同様の2グ、ループが認識された。縁者らの認識する2グ‘ルー

プの共生藻はNortherntypeとSoutherntypeに当てはまる

と同時に，共生藻の系統はホストの系統に依存したものであ

ると考えられる。
(立命館大・理工・化学生物工)

B30 0田野井孝子*・河地正伸・蔵野憲秀紳・渡過 信キ:炭
化水素生産緑藻Botlアococcusの増殖に及ぼす各種炭素源の影

響

緑藻Botryococcusは光合成によって二酸化炭素を固定し，

炭化水素を生産するユニークな藻類で，その炭化水素は石油

製品の代替品となり得るため応用利用が期待されているが，

増殖の遅さから実用化には至っていない。 Botryococcusの増

殖は様々な要因により影響されるが，本研究では特に炭素源

としての糖に注目し，その増殖に及ぼす影響を調査した。自

然界から独自に分離したBotryococcusの無菌株3株について，

炭素源として4種の糖(グルコース，マンノース，ガラクトー

ス，スクロース)と酢酸ナトリウム添加時の増殖について調

べた。

培養には24穴培養プレートを用い，培地はAF-6培地に各

種炭素源を加えたものを使用した。混度250C，蛍光灯による
光照射条件下(l2L:12D， 65μE/m2/sec)で培養し，蛍光プレー

トリーダーを用いて経時的にクロロフィル量を測定，これを

藻体乾重量に換算して増殖速度を求めた。その結果， 4種の
糖が全ての株の増殖を促進することが判明した。増殖に最も

効果的な糖はグ、ルコースであり，更にグルコースに酢酸ナト

リウムを添加した条件で最も増殖が促進され，培養9日後の

乾重量は無添加時の7倍に達した。以上より，糖が藻体に積
極的に取り込まれること，そして酢酸ナトリウムも糖と同様

に増殖を促進する効果が期待されることが，本研究により初

めて示された。

(*国環研，林海洋パイテク研)

B32 須田彰一郎・古賀暢子:沖縄島および南西諸島沿岸域

のピラミモナス属について

沖縄島および南西諸島沿岸域は，サンゴ礁・島唄域として

ユニークな環境を有し，多様な生物の生育する場として重要

である。しかしながら，家庭廃水や農業廃水などによる富栄

養化や赤土汚染，埋め立てなどによる直接的な人為影響，さ

らには地球温暖化の影響とも言われるサンゴの白化現象など

により，その環境は急速に変化しつつあり，生物多様性が失

われることが懸念される。一方，当該地域における微細藻類

に関する情報は非常に乏しく，早急な情報の蓄積が必要で、あ

る。今回，当該地域におけるプラシノ藻ピラミモナス属につ

いて報告する。

ピラミモナス属は分子遺伝学的系統解析，鞭毛装置構造，

光合成色素の多様性などから緑色植物の原始的藻群と考えら

れるプラシノ藻類の中で品losphaera属，Pterosperma属など
と共にピラミモナス目を形成し，特異な位置を占めている。

体制は単細胞遊泳性で，プラシノ藻類の中では最大の約50種

が知られており，主に海水域に生育する。

2002年10月から2004年12月にかけて，沖縄島を中心lこ海
水や砂を採取し，粗培養を行い，出現したピラミモナス様藻

類の分離培養を試み， 36株を得た。現在21株を維持している。

光学顕微鏡下での細胞の形，大きさ，培養藻体の色調，ピレ

ノイドとデンプン粒の形態，眼点の数・位置・大きさなどの

形質を既知種と比較したところ，約半数の株は未記載種であ

り，未記載種として6種以上存在する可能性が明らかとなっ

た。現在，分子遺伝学的系統解析と微細構造の解析を行って

いる。

(琉球大・理・海洋自然)
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B33 渡謹 信 :Follicularia属 (Sphaeropleales， B34 0山田敏寛*・宮地和幸九野崎久義紳:日本新産種Gonium
Chlorophyceae)の系統的位置 multicoccum (緑藻綱・ボルボックス目)について

Follicularia属は 1924年にF.paradoxalisをタイプ種と
して記載された多核で球形の単細胞緑藻で、細胞は単独また

は寒天質に埋もれ、葉緑体は多数の多角不定形で1個のピレ

ノイドを有し、不動胞子、遊走子で増殖する。 Follicularia
属7種のうち、 F. starrii (=Planktosphaeria gelatinosa 
UTEX124)、F.maxima (=P. maxima UTEX1248)、F.botryoides 
(=P. botryoides UTEX951)の3種の微細構造と 18SrDNAの
塩基配列から系統的位置を推定した。遊泳細胞の鞭毛基部は

直線型の配列であることから、この属はSphaeroplealesの一

員である。いずれもピレノイドに細胞質が候入していたが、

F. starri刀まピレノイドにチラコイドが侵入する点で例外的
である (Kouwets1994)。系統樹でSphaeroplea1巴sの23種は

8つのクレードに分かれた。本属の3種は単系統のクレード

を構成し、Bracteacoccus属のクレードと姉妹群になった。こ
の2属では多核細胞と多角不定形の葉緑体をもつことが共通

するが、ピレノイドの有無、鞭毛の等長性、鞭毛基部の配列

型などで異なる。

(富山大・教育)

B35 0仲田崇志・野崎久義:培養株の比較研究に基づく
品市iomonas属(緑藻綱)の分類学的研究

Hafniomonas Ettl et Moestrupは 4鞭毛性無壁の淡水産
単細胞性緑藻類で，鞭毛基部装置の微細構造や葉緑体複数遺

伝子の系統解析からはこの属が緑藻綱の基部付近で分岐した

可能性が示唆されている (0'Kelly & Floyd， 1984; Nozaki 

et a1.， 2003)。一方で晶 nlomonas属の内部分類の研究は
遅れており，培養株に基づく微細構造・分子系統の研究は 11

種 1変種中，H.reticulata (Korshikov) Ettl et Moestrup 
とH.montana (Geit1er) Ettl et Moestrupでしか行われて
いない(Ett1& Moestrup， 1980;須田・渡辺， 1995; Nakayama 

et a1.， 1996; Nozaki et a1.， 2003ほカミ)。

本研究では新たに圏内の 6地点より抽出iomonas属を単
離培養し，既存の H.montana 2株と比較観察した。これら
は細胞形態，葉緑体の表面構造，ピレノイドの微細構造，眼

点の層状構造，収縮胞の個数および粘液胞の含有物などに基

づき 4種に分けられ，新たな培養株は H.reticulata var. 
conica (Ettl) Ett1 et Moestrup， H. radiata (Ett1) Ettl 
および未記載種に分けられた。核コードの 18SrDNAおよび

葉緑体コードの psaB遺伝子の分子系統からもこれらの 3
種が H.reticulataや H.montanaと異なる独立種であるこ
とが確認された。

(東大・院理・生物科学)

Goniumは8，16，または32個の等長2鞭毛型の細胞が一層
に配列する平板状の群体をもつことを特徴とし，主に淡水の

池沼や水田土壌より採集される。世界各地より 7種，日本か

らは3種(ι pectorale，G. viridistel1atum， G. formosum) 
が報告されている。

今回，福岡県朝倉郡の水田土壌より Goniumを分離・培養し，
光学顕微鏡による形態観察を行った結果，これまでに日本か

ら報告のなかったιmulticoccumと同定された。
本藻は8，16だけでなく， 32細胞性の群体をつくり，葉緑

体の中に7-8個のピレノイドをもっ点で日本産の報告されて

いる3種とは異なっていた。 32細胞性の群体をつくる Gonium
は2種， ι multicoccumとG. discoideumがあるが，G. 
discoideumは2個のピレノイドをもち，G. multicoccumはピ
レノイドの数が最大6-12個という点で本藻と一致していた。

有性生殖はhomothallicで、あり，接合培地に変換後2日以内

に休眠接合子を形成した。成熟した休眠接合子は平滑で肥厚

した細胞壁をもち，その周囲は寒天状の基質によって覆われ

ており， ιpectoraleとは異なり一次細胞壁を脱ぎ捨てるこ
とはなかった。またrbcL遺伝子の塩基配列を比較したとこ
ろ， Nozaki & Kuroiwa (1991) が報告したネノ〈ール産のι
multicoccumと最も近縁であることが判明した。
(本東邦大・理・生物**東京大・理・生物)

B36 野崎久義ホ・Ott，F. D.紳・ Coleman，A. W.問:緑藻類ボ

ルボ.ックス科2新種の分類学的研究

ボルボックス科の Plθodorina属は球形の群体に非生殖細

胞をもち，有性生殖が異形配偶である事を特徴としているが，

最近の分子系統学的研究から多系統群であることが解析され

ている (Co1eman1999， PNAS; Nozaki et a1. 2000， MPE)。

従って，本属等の分類学的研究には形態学的観察と分子系統

学的解析の両方が必須で、ある。

今回我々は，形態的には Pleodorinaと同定される 2新種
について報告する。第一の種は神奈川県相模湖等で発生する

もので， 32， 64細胞性の群体をもち，群体の前方の1/3程度

の細胞が小さく非生殖細胞で、あった。メチレンブ、ルーで染色

すると群体のゼラチン状基質が各細胞を包囲する球形の細胞

鞘となっていた。このような細胞鞘はタイプ種 P. 

cal ifornicaや P.japonicaでは観察されないが，P.indica 
で亀甲状のものが観察されている。第二の種はテキサス州産

で， 32細胞性の群体の前方に 12個の非生殖細胞をもち，群

体を包むゼラチン状基質が波状である点で特異である。色素

体遺伝子5個を結合した 6021塩基配列を用いた系統解析を

実施した結果，第一の種はP. indicaと姉妹種となり ，P. 
californicaや P. japonicaとは分離し，第二の種はこれ
らの2系統とは異なる基部の系統であることが判明した。こ

れら2種の属レベルの分類を議論する予定である。

伊東大・理、 **Phycologist，USA、問BrownUniv巴rsity， USA) 
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B37 0小野寺直子*・谷藤吾朗*・恵良団員由美林・原 慶明
間二次共生生物クリプト藻におけるヌクレオモルフ(共生体

核)のゲノムサイズの多様性

クリプト藻のヌクレオモルフは染色体が3本で，ゲノムプ

ロジェクトが完遂したGuillardia thetaで=はそのゲ、ノムサイ

ズが約550kbであることが判明している。これらの情報は数
種のクリプト藻の研究によるもので，実際にヌクレオモルフ

の染色体数やゲノムサイズにどれほどの変異があるのか定か

ではない。そこで，二次的に光合成能を失った Chilomonas

paramθciumとコントロールのιthetaを含む5属12種を用
いて，パルスフィールド電気泳動法および18SrDNAとrbc
Lをプローブとしたサザンハイブリダイゼーションでヌクレ

オモルフの多様性を調査した。その結果，染色体数は全て3

本，それらのゲノムサイズは約530kb~ 810kbの範囲で変異
していた。ゲノムサイズの最小値はC parameciumで，最大

値は日roomonascauda taであった。ヌクレオモルフがなぜ残

存しているかという理由の一つは，葉縁体の光合成機能維持

といわれるが，光合成能を持つクリプト藻でゲノムサイズが

最小のιthetaとC parameciumのそれが僅差であることは
ヌクレオモノレフの存在意義の再考を促すものといえる。現在，

G. thetaのヌクレオモルフに存在する約20個の光合成関与
遺伝子がC parameciumのヌクレオモルフにコードされてい

るかを追及している。

(本山形大・院・理工，紳(財)地球・人間環境フォーラム，間山

形大・理・生物)

B39 0大田修平・植田邦彦・石田健一郎:パラオ産クロラ
ラクニオン藻の 1培養株の分類上の位置と生活環

本研究では，2003年にパラオ周辺海域より採取されたコナ
ミウチワを粗培養後，分離したクロララクニオン藻の培養株

について，ビデオ顕微鏡法での生活環の観察，微細構造の観

察，および18SrDNAの系統解析を行なった。
本藻のピレノイドとヌクレオモルフの微細構造の観察の結

果，本藻は Gymnochlora属に分類されることが分かつた。

栄養細胞は仮足を放射状にのばすアメーパ状で，二分裂に

より増殖した。しかし，同じカルチャー内に，扇平で， i罰旬
運動をしない細胞 (flattenedamoeboid cell) もわずかに

混在していた。この細胞は，細胞分裂の後，一方はflattened

amoeboid cellのままであるが，もう一方は通常のアメーパ

状細胞となった。また，Gymnochlora属の唯一の既知種 ι
stellataより報告された巨大多核細胞の形成(金田ら2000，
日本藻類学会)は観察されなかった。また，本藻は G. 
stellataより，細胞直径がわずかに小さく [7-(9. 7)一14μ
m]，核小体内の電子密度の高い頼粒の存在位置が，両種で異

なる。これらの形質を総合すると，本藻をGymnochlora属の

新種とするのが妥当であると考えられ， 18S rDNAによる系統
樹もこれを支持した。

(金沢大・院・自然科学)

B38 0小池さやか*・小藤累美子*九石田健一郎桝:クロラ
ラクニオン藻のヌクレオモルフゲノムサイズの多様性

クロララクニオン藻は，ケルコゾア類に属する無色アメー

パ鞭毛虫が緑藻を取り込んで4重包膜の葉緑体を獲得した二

次共生由来の生物である。各葉緑体には，取り込まれた緑藻

の痕跡核であるヌクレオモルフ (Nm)が付随している。 Nmは

真核的な構造の直鎖状染色体を3本もち，そのゲノムサイズ

は500kbp以下と非常に小さい。
Nmは，二次共生の過程で共生藻がオルガネラ化する際の共

生藻核ゲノムの変化，およびホスト核への細胞内遺伝子転移

等を知る上で、重要な細胞内小器官で、ある。これまでに，クロ

ララクニオン藻の比較的近縁な3属においてNmゲノムサイズ

に違いがあることが報告されている。しかし本藻群全体での

多様性は明らかではなかった。

本研究では，クロララクニオン藻の全既知系統群のNmゲ、ノ

ムサイズの多様性と進化傾向を明らかにすることを目的とし

た。そこで， Nmゲノムサイズの調査が行われていない系統群

に属する 3種について，パルスフィールド電気泳動法とサザ

ンハイブリダイゼーション法を用いてNmゲ、ノムサイズを推定

した。過去の報告と合わせると，クロララクニオン藻のNmゲ、

ノムサイズは約380~ 455kbの範囲となった。また核コード
18SrDNAの分子系統樹(大田 2004日本植物学会)との比較
から， Nmゲ、ノムサイズの変化が各系統群で独立に起こった可

能性が示唆された。

(*金沢大・理・生物，料金沢大・院・自然科学)

B40 0佐藤繭子・西川欝ー・山崎誠和・河野重行:灰色藻
Cyanophora paradoxaのシアネレ分裂の動態とFtsZリング形

成

灰色藻の葉緑体(シアネレ)は二重包膜の聞にペプチドグ

リカン壁が残存するなど，原始的な形態をとどめた葉緑体で

ある。そのため，シアネレ分裂では通常の葉緑体に比べ，原

核型葉緑体分裂遺伝子の役割が大きいと考えられる。原核型

葉緑体分裂遺伝子の一つで、ある FtsZの関与を調べるため，

緑藻抽nnochlorisbacillarisの抗FtsZ抗体を用いて，遊泳

性の灰色藻Cyanophoraparadoxaのシアネレを間接蛍光抗体

染色した。シアネレの分裂面にリング状構造が観察された。

FtsZの蛍光は，始めにシアネレ分裂面の片側に現れ，次いで

包膜の陥入が始まる頃にFtsZの帯が伸びてリングを形成す

る。 FtsZリングが収縮して，シアネレはダンベル型になる。

葉緑体内包膜の陥入が終了する頃になると， FtsZリングは2

つに縦裂し娘、ンアネレに分配される。分配された後もFtsZは

収縮を続け， 1つのドット状の輝点として見えるようになり，
最終的には消滅する。シアネレ分裂完了前に，次回の分裂面

lこFtsZが現れているシアネレが観察されることがあった。こ
の場合，娘シアネレの分裂は，母シアネレの分裂面に対し垂

直な面で起こっていた。こうした分裂面の入り方は球形のシ

アノバクテリア Synechocystissp.でも報告されている。ペ

プチドグリカン合成を阻害する抗生物質でシアネレ分裂を阻

害することができる。分裂を阻害されたシアネレのFtsZリン

グ形成についても報告する。

(東大院・新領域・先端生命)



B41 0富谷朗子*・PaulaS. Duggan帥・DavidG. Adams**:糸
状性シアノバクテリアのホルモゴニア形成を制御する新規遺
伝子の単離とその解析

シアノバクテリアは形態的多様性に富む生物群である。そ

のため，形態的特徴は分類の重要な基準のひとつとして扱わ

れてきた。中でも糸状性シアノバクテリアは，環境条件に応

じて細胞が4種類(栄養細胞，異質細胞，アキネート，ホル

モゴニア)に分化し，発生学的・進化学的に興味深い。

本研究では，ホノレモゴニア形成の分子機構を解明するため，

糸状性シアノバクテリアのモデル生物である Nostoc
punctiforme ATCC29133株を材料に分子遺伝学的手法を用し、
て，新規遺伝子の単離と解析を行った。

ホルモゴニアは同調的分裂により形成される，運動能力を

獲得した一時的な細胞群であり，栄養条件や光環境の変化や

共生宿主である植物の存在によって誘導されることが知られ

ている。ホルモゴニア形成の分子レベルでの制御機構の解明

は，シアノバクテリアの形態的多様化の背景や，植物との共

生関係の成立過程を考える上で重要な手がかりとなることが

期待される。

(* (独) 海洋研究開発機構・地球内部変動研究セ，

紳Universityof Leeds， UK) 

B43 0田辺雄彦・渡辺信:Clonal vs. panmictic""_シア
ノバクテリアMicrocystisaeruginosaの遺伝構造

バクテリアは一般に二分裂によって無性的に増殖すること

から，遺伝的にほぼ均質な個体が自然集団を構成する，すな

わち“clonal"な遺伝構造を有するというのが90年代初頭ま
での通念であった。しかしながら最近の研究によれば，個体

間でプラスミド等の染色体外遺伝因子を介した遺伝子の組み

替え(recombination)が高頻度で起こった結果，有性生殖時に
期待されるような，すなわち"panmictic"な遺伝構造を有す
るバクテリアの種もあることがわかってきている。このよう

な遺伝構造の解析の対象は，応用上の必要性からこれまでは

ほとんど病原性バクテリアに限られており，シアノバクテリ

アのようなfree-livingなバクテリアの遺伝構造については
現在までほとんど解析されていない。今回，湖沼にアオコを

形成するシアノバクテリアMicrocystisaeruginosaを対象に，

主に日本からの分離株についてゲノム中7箇所の遺伝子座の
塩基配列を決定し、これらを基に各対立遺伝子聞の連鎖不平

衡のレベルを調べた。この結果から本種シアノバクテリアに

おけるrecombinationの遺伝構造への影響を考察したのでこ
れについて示す。

(国環研)
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B42 0岡田克彦・平野昌行・増井 幸・松本玲奈・都筑幹夫:
遺伝子破壊株を用いたシアノバクテリア Synechocystissp. 
PCC6803の乾燥耐性の解析

微細藻類やシアノバクテリアは水中で生育しているものが

多いが，木や土の表面などの気生の状態で生育しているもの

もある。また，水界の中でも渇水などにより，しばしば脱水・

乾燥ストレスを受ける。これまで，乾燥ストレスは高塩濃度

や高浸透圧などのストレスと異なり知見がほとんどない。本

研究ではシアノバクテリア Synechocystissp. PCC6803を用
いて，乾燥ストレスに応答する遺伝子を解析した。乾燥スト

レス処理は細胞の懸濁液を吸引癒過によりメンブレンフィル

ター上にシート状に付着させ，湿度85怖気温34"Cの大気中
でインキュベー卜することにより行った。まず，乾燥ストレ

スに応答する遺伝子を同定したところ，糖の合成に関与する

sl10045などが見いだされた。それらの遺伝子の発現の解析
を行ったところ，高塩濃度ストレスや浸透圧ストレスでも発

現するものと，乾燥処理でのみ発現が増加するものとが見い

だされた。このことから，乾燥ストレスへの応答は高塩濃度

や高浸透圧へのストレス応答が複雑にからみ合ったものであ

ると考えられる。乾燥応答遺伝子を破壊した変異株を用いて，
乾燥ストレス処理後のプレート上でのコロニー形成率を求め

た。その結果， sl10045は乾燥耐性に関与することが明らか
となった。

(東京薬大・生命科学)
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P01 中津千紘*・O林八寿子帥:緑藻におけるCOXサブユニッ
ト遺伝子の存在部位と系統進化

ミトコンドリアはもともと独自の遺伝子を持っていたが，

共生の過程で遺伝情報の大部分を失うか，または核(宿主ゲ

ノム)へ移行させている。しかし，ミトコンドリアには遺伝

暗号変異が知られており，そのような種では，ミトコンドリ

ア遺伝子が単純に核へ移行しでもその遺伝子は正しく機能す

ることができない。そのため，ミトコンドリアの遺伝暗号変

異は，遺伝子の核移行の障壁となるはずである。チトクロー

ムcオキシダーゼサブユニットのうち，coxlは全真核細胞に
おいてミトコンドリアゲノム上に存在するが，緑藻

Chlamydomonas reinhardtiiで、は，cox2とcox3は核ゲ、ノム上

に移行している。緑藻Scenedesmusobliquusにおいては，ミ
トコンドリアゲノム上にはcox2(!)後半部分が存在しないこと
が明らかとされている。このぶ obliquusは，ミトコンドリ

アに遺伝暗号変異がある。そこで，S. obl i quusや C.
reinhardtiiの近縁の緑藻8種についてcox2とcox3の遺伝子

の構造とミトコンドリアの遺伝暗号変異の有無を調べ，その

存在部位を類推した。解析した遺伝子はすべてミトコンドリ

アゲノム上にあると推測された。また，Coelastrum 
microporumとKirchneriellalunarisについては，新しい遺
伝暗号変異やcox2(!)後半部分がミトコンドリアゲノム上に無

いことが分かつた。これらの結果から，ミトコンドリア遺伝

暗号変異とミトコンドリア遺伝子の核移行時期との関係につ

いて考察する。(*新潟大院・自然科学，榊新潟大・自然科学

系)

P03 0吉井幸恵事・秦千夏子**・吉井 裕事・中山 剛柿・井
上 勲柿:東京湾産新種プラシノ藻の系統分類学的研究

緑色植物門プラシノ藻綱は，その多くが単細胞遊泳性の藻類

で，緑色植物の中でも原始的な一群であるとされている。

2003年8月，著者らは東京湾海水から新種ブラシノ藻を発
見した。本藻の細胞は豆型(長径5ー 10μm)で，細胞背側
に杯状葉緑体が1つ，その中央にピレノイドが1つ存在して

いた。また，眼点を欠き，細胞腹側から4本の等長鞭毛 (20
-40μm)が生じていた。細胞・鞭毛表面には複数種の鱗片
が確認でき，これらはピラミモナス目Pterospermacristatum 
の鱗片に類似しているが，若干の差異が認められた。また，

P. cristatumlま鞭毛打による後方遊泳しか行なわないのに対
し，本藻は後方遊泳に加え放射状に広げた鞭毛を鞭毛打させ

る前方遊泳を行なった。さらに，本藻は不動胞子であるフア

イコーマを形成した。フアイコーマの表面構造はプテロスペ

ルマ科において重要な分類形質として知られ，Pterosperma 
属の場合は翼状の構造物が存在する。一方，本藻のフアイ

コーマ表面には翼はなく，代わりに大小2種類の刺状突起が
見られ，孔はなかった。こうしたフアイコーマの形態は他に

報告がない。また， 18S rDNA塩基配列を決定し系統解析を

行なったところ，本藻はP. cristatumと姉妹群を形成した
が， 1752塩基中39塩基の差異が見られた。以上の結果から
，本藻をピラミモナス目内の新属新種として分類するのが適
当であると結論付けた。
(*福井大・医，柿筑波大・生物)

P02 0半田信司*.大村嘉人紳.中原美保*榊紳.坪回博美*糊柿.
河地正伸柿.中野武登

レボウクシア藻綱，カワノリ目)の形態と系統的位置

カワノリ目は， 4属を含むカワノリ科1科からなり，海産，

淡水産藻類，気生藻として20種以上が知られている。カワノ
リ科のPrasiolopsisramosaは岩上，樹皮上から報告されて

いる気生藻で，細胞はパケット状に集合あるいは枝分かれし

た糸状体となり，群体を形成する。群体は生長すると腕状に

伸び，肉眼的なコロニーとなる。

本研究では，P. ramosaを日本新産として広島市のニセア

カシアなどの樹皮から確認し，野生状態および培養状態の形

態観察を行うとともに，rbcL遺伝子による系統解析を行っ

た。その結果，P. ramosaは培養状態，野生状態ともに同様
の形態的特徴を示し，単細胞あるいは糸状体のStichococcus

属と，葉状体を形成するPrasiola属との中間的な体制を持つ

ことが確認された。また，系統解析の結果，P. ramosaは
Prasiola属およびRosenvingiellaconstrictaと同ーのク

レードに含まれた。このクレードを構成する種は，星型の葉

緑体を持つという形質で特徴付けられる。さらに，

Stichococcus bacillaris， S. ampulliformisや，パケット

状群体を形成するDiplosphaerachodatiiとも近縁であるこ

とが示された。

(* (財)広島環境保健協，神国環研，桝広島大・院理・生物科

学，

P04 0大塚泰介*・有田重彦紳・中井大介*柿・戸田 孝*.円
弧構成モテツレにもとづく抽viculaviridula sensu latoの
計量形態学的解析

胞 viculaviridula sensu lato，すなわちN. viridula 
(Kutz.) Ehrenb.およびその変種とされてきた一群の珪藻は，

殻の基本的な構造がEいにほぼ同じであり，質的形質による
区別は困難である。しかし最近これを，主に量的形質に基づ

いていくつかの種に分ける考え方が広まってきた(例えば

Lange-Bertalot 2001)。そこで本研究では，西日本の何川で
採集されたN. viridula sensu latoの顕微鏡写真を計量形
態学的に解析し，種の判別を試みた。

殻の外形を，有国・大塚 (2004)の円弧構成モデルに基づ
いて定量化した。これは，珪藻の殻外形を，互いに滑らかに

接合する複数の円弧の組み合わせとして捉えるモデルである。

本研究で検討対象とした全ての殻の外形は，殻央付近の殻縁

を構成する主円弧，殻端付近を構成する極円弧，および主円

弧と極円弧をつなぐ凸と凹の2つの副円弧の，計4つの円弧

に近似的に分解された。他の量的形質として，条線の密度，条

線が頂軸となす最大角度，および胞紋の密度を用い，量的形
質の多変量同時分布を明らかにした。

解析の結果，西日本の何川に生息する N. viridula sensu 
latoは少なくとも7種に分けられることがわかった。また，そ

のうち2種については新種である可能性が高い。

(*琵琶湖博物館，肺たんさいぼうの会，間京大院・農)



P05 0坂口美亜子・中山 岡IJ・橋本哲男・井上勲:18S 
rRNA，チューブリン，及びアクチン遺伝子に基づく太陽虫

Raphidiophrys contractilisの分子系統解析

太陽虫は，軸足とよばれる仮足を細胞体から放射状に伸ば

した特有の形をしており，その形態的特徴からアメーパや放

散虫と共に肉質虫類 (Sarcodina)に分類されていた。近年分

子データによる解析から，太陽虫のうち 2自はリザリア
(Rhizaria)， 1目はストラメノパイル (stramenopiles)に含

まれることが明らかとなったが，有中心粒目 (Centrohelida)

の系統的位置は不明のままである。そこで本研究では有中心

粒目太陽虫Raphidiophryscontractil isを材料として分子系

統解析を行った。

αーチュープリン，s-チュープリン，及びアクチン遺伝子
配列の結合データを基にしたML法による系統解析の結果，
Centrohelidaは紅藻 (Rhodophyta)と最も高い近縁性を示し

たが， WSH及びAU検定の結果からアメーボゾア (Amoebozoa)

と姉妹群になる可能性も否定されなかった。さらにWSH検定

の結果から， Amoebozoaあるいは緑色植物 (Viridiplantae)

の分岐前後にCentrohelidaが位置する可能性も否定されな

かった。これらの結果から， CentrohelidaがRhodophytaある

いはAmoebozoaと姉妹群であること，または分子系統上

AmoebozoaとRhodophytaとの分岐聞に位置することが考えら

れ， Centrohel idaがパイコンタ (bikonts)の中でも初期に分

岐した生物群である可能性が示唆された。

(筑波大・生物科学系)

P07 0辻 彰洋本・谷村好洋紳:シーボルトが持ち帰り C.G.
Ehrenbergが研究した微細藻類で日本最古と考えられる標本

について

日本の微細藻類フロラの研究のためには，日本を含む東ア

ジアから新種記載された種のタイプ標本調査が欠かせない。

そのため，演者らは，Skvortzow，Hustedt， Meisterらの標本

調査を行うと共に， 奥野春雄，平野実，市川渡，金谷太郎氏

らの標本を整理してきた。

日本からの微細藻類の古い記録としては， Ehrenberg 

(1854)の"Mikrogeologie"中の記載，およびBrun(1889) 

の "DiatomeesFossi les du ]apon" の記載がある。このう

ち， Brun (1889)が記載した"Sendai" および"Yedo" か

らの分類群については，原試料が見つかり，秋葉らによって

解析が進められている。

今回，新たにベルリン自然史博物館にEhrenberg(1854)の

日本産原試料19本と原スライド(マイカ)が保存されている

ことが明らかになった。原試料には“Hrn. v. Siebold“の

採集者の記載とシーボルト自身によると思われるサインが見

つかった。

これらの試料について原スライドの検鏡および原試料から

新たに処理・作成したスライドを用いて， Ehrenbergが日本

から記載した種の検討を行った。

本発表では，これらの試料の検鏡結果について報告すると

共に， Ehrenberg (1854)が日本から記載した新種の分類学

的検討を行いたい。
(*科博・植物，紳科博・地学)
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P06 0西川書ー・佐藤繭子・梶谷博之・河野重行:二次共生
藻から見た葉緑体とミトコンドリアの原核型分裂遺伝子FtsZ
の進化

原核生物の細胞分裂遺伝子の1つであるftsZは，原核型オ

ルガネラ分裂遺伝子として，真核生物になっても葉緑体とミ

トコンドリアの分裂に関与している。葉緑体FtsZとしては，

藻類を含む緑色植物でZIとZ2型が，紅藻と二次共生藻(黄金
色藻，珪藻)では紅藻型ともいうべきFtsZ.が見出されている。

一方，ミトコンドリアFtsZとしては，原始紅藻と二次共生藻

で， α ープロテオバクテリアのftsZ~こ類似したものが見出さ
れている。今回，黄緑藻 Tribonemaaequaleとハプト藻

Isochrysis sp.， Isochrysis galbana， Emiliania huxleyi， 
ユーグレナ藻Euglenagracilis var. bacillarisから，FtsZ 
の葉緑体型5種類と，ミトコンドリア型6種類を単離した。

SignalPやChloroPで解析した結果，Isochrysis sp.の葉緑

体型FtsZのN末端には，一次共生藻に見られる葉緑体移行配

列に加え， ER移行のためのシグナル配列が付加されていた。

このFtsZは，葉緑体4重膜を通過し，葉緑体に移行するタン

パク質をコードしており，陸上植物や紅色植物と同様に，葉

緑体の分裂に関与しているものと考えられる。系統樹からミ

トコンドリア型とされたFtsZには， TargetP解析の結果， ER 

移行シグナル配列はなく，ミトコンドリア移行配列と考えら

れる配列があった。

(東大院・新領域・先端生命)

P08 0堀口法臣・石岡健一郎・坂本敏夫・和田敬四郎:陸棲
ラン藻 Nostoccommune (イシクラゲ)においてみいだされ

た遺伝的多様性と他のNostoc属との関係を探る試み

Nostoc属は群体基質中に糸状体が集合しているとし、う形態

的特徴をもっラン藻である。有効な識別形質が少ないことに

加えて，生育環境によって形態が変化する場合があり，従来

からの識別形質はNostoc属内の種の同定に有効なのかとし、う

疑問が生じている。これまでに被子植物であるグンネラ属や

地衣類などに共生しているNostocspp.のほとんどについて

はその形態から自由生活を営むNostocpunctiformeと近縁な

分類群に属するものであると言われてきた。また，現段階で

は，細胞の大きさとアキネートの有無だけを識別形質として

N. conununeとN.punctiformeの区別ができない。我々がこれま

でに陸棲ラン藻Nostocco，脚 une(イシクラゲ)についての分

子系統解析を行った結果，N.conunune， N. punctiformeおよび地

衣共生Nostocspp.はひとつの単系統群を形成し，それぞれ

のクレードを形成しないことがわかってきた。これは

， N. conununeのなかに自由生活から共生生活に転換したものが

いる可能性を示唆する。今後の課題としてN.conununeを分類
するための適切な生理学的・形態学的識別形質があるのかど
うかを調べる必要がある。さらにN.conununeと他のNostoc属

の関係を解明することをめざして地衣共生Nostocspp.を含

めてNostoc属内の系統関係を解析する。

(金沢大・院・自然科学)
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P09 0石川依久子*・中村津由美*九安部 浩*料:藍藻
月ormidiumの根圏における動態と機能

貧栄養土壌に，土壌改良剤 rG-starJを施用すると，収量，

品質ともに優れた作物が得られるが，同時に，その土壌が緑

色化する傾向が見られる。緑色化の要因は，Phormidiumの
増殖で、あった。このことから土壌藍藻が，農作物に有為な環

境を導いていると判断され，根圏における Phormidiumの動
態と作物への関与を実験検討した。滅菌砂丘砂に rG-starJ

を混入して小松菜を播種すると実生の生育は促進されるが，

これに，別途培養した月ormidiumを添加すると生育はさら
に促進された。滅菌砂丘砂を無菌寒天に代え，粉剤 rG-starJ 

を水抽出液 (Gex)に代えて実験系とした。月ormidiumはGex
のみで培養した。作物の生育はGex濃度に依存し，Phormidium 
の増殖はGex3倍液まで加速された。寒天培地に生育する実

生の根にPhormidiumが集積することがみられるので，根圏
のPhormidiumの動態をタイムラプスビデ、オで、追った。個々

の藻体を明瞭に観察するためにスライドグラス上に根片と藻

体をおき，落射型蛍光顕微鏡を用いて映像をとらえたo

Phormidium糸状体は根に向かつて滑走運動し， 2-3時間後に
は根片を厚く覆った。月ormidiumを誘引する物質(または環
境)について研究中である。また，集積したPhormidiumの分
泌物質が作物の生長促進作用をもたらしていることが示唆さ

れるので，この物質についても研究中である。

(*東学大・非常勤，神(株)みどり共生，間農工大院・生命農学)

Pll 0山本芳正・中原紘之 :2種のScθ'fledesmus属緑藻の増
殖と環境要因の関係

Scenedesmus属は湖沼や水田など幅広い淡水域に出現する
植物プランクトンである。2003年10月以降京都大学構内の人
工池においておこなってきた定期観測によると，本調査地に

はS.brasiliensisが夏季に比較的高い密度で存在する一方，
共存するS.acutusの密度は低く抑えられていることがわかっ
た。本研究ではこのような密度の違いが両種の環境要因に対

する反応性の相違に起因するものと仮定し，様々な水温，照

度， 日長時間， pHおよび窒素・リンの濃度条件の下でこれら
の培養株の増殖特性を調べた。

250C， 90μmo1 photons m-2 S-I (14L:I00)， pH 7.0， 2.26 
醐 01N 1一1，0.174mmo1 P 1-1で培養した時のS.brasi1iensis 
と丘町utusの比増殖速度 (μ)は，それぞれ0.98一1.2 d 
1，0.95-1.1 d-Iで‘あった。 S.brasiliensisは高照度条件
では μが上昇したが， S. acutusは上昇しなかった。 5段階
の水温条件の下で日長時間を変えて培養したときの μの最
大値は，S.brasiliensisは320C(l4L: 100)または260C(10L: 
140)で得られた。一方， S. acutusの場合，日長時間に関ら
ず260Cで得られた。低pH条件(く 6.8)ではS.acutusは μ
が低下した。調査地のpHは6.4-7. 0であったが，このよう
なpH条件はS. acutusの増殖には不利であると考えられた。
(京大・院・農)

PI0 0宮下英明*・大久保智司紳・村上明男*林・三室 守*川:
分離源の異なるAcaryochloris株の比較

最近我々は，Acaryochloris sp.が淡路島の海藻表面に存
在することを明らかにした。本研究では，室蘭沿岸からChld 
生産株を分離し，パラオ，淡路島の各沿岸から分離した株と

分子系統学的位置，生育特性をそれぞれ比較し，株聞に形質

の違いがあるかを明らかにすることを目的とした。海藻表面

からの微細藻類の分離は，葉上動物を除去した後，メスで細

断した海藻片を， IMK培地(日本製薬)中で，室温，光照射
下(蛍光灯， 14/10明暗サイクル)で培養後，現れた緑色コ
ロニーを分離してCh1d生産株を得た。 HPLCによって色素組
成を比較した。顕微鏡下で細胞サイズを計測した。 SSUrONA 

断片約1.25kbpの配列を決定し，分子系統解析した。 15-350C
聞の生育を比較した。その結果，室蘭株もCh1dを主な色素と
しAcaryochloris marina MBICl1017株の色素組成と一致し

た。細胞は短径2.5-3凶程度の楕円球形の単細胞体で，パラ
オ株や淡路株にくらべ大きかった。SSUrONA配列はMBIC11017
株と99%前後の相向性であった。分離源に関わらず全ての株
において至適生育温度が300Cであった。室蘭株，淡路株は，
350C下では白化した。これらの結果から分離源の異なる3株
は，分子系統位置が同じである一方で，細胞形態や生育温度

特性に若干の差異があることがわかった。

(*京大院・地球環境，榊京大院・人間環境，間神戸大・内海

域セ)

P12 阿部信一郎:流速と栄養塩濃度の違いが河川付着藻類群
落の発達に及ぼす影響

水流は，物理的剥離により河川付着藻類群落の生長を抑制

する一方，栄養塩のとりこみ速度を高め，群落の生長を促進

する効果を併せ持つ。しかし，水流による生長促進効果は，流

水中の栄養塩濃度により変化することが予想される。そこで，

流速 (120，59， 26cm/s)およびP04-P濃度 (129，45， 13， 3J1g/ 
L， N/P比一定)を調節した人工水路を用いて実験を行い，付

着藻類群落の発達に及ぼす流速と栄養塩濃度の影響について

調べた。各実験条件下の水路に発達した付着藻類群落の現存

量時間変化をロジスティック式に当てはめ，増加速度 (μm)

および最大現存量 (Bm) を推定した。その結果， μmおよび
BmはP04-P濃度13μg/l以上で共に飽和し， μmは流速が高いほ
ど低下する傾向が認められた。一方，Bmは，飽和P04-P濃度
条件下では流速が高いほど低下したが，低い濃度 (3μg/L)で
は流速が高いほど増加する傾向が認められた。栄養塩濃度が

未飽和の条件下では，水流による生長促進効果が顕著に表れ

るものと考えられる。(中央水研)



P13 0高島 央・石田健一郎:ラムサール条約登録湿地片野
鴨池と周辺2池の微細藻類相

石川県加賀市にある片野鴨池は，伝統的鴨漁である坂網漁

が現在でも行われる貴重な湖沼の一つで，江戸時代より人の

立入が制限されてきた。また， 1993年にはラムサール条約の

登録湿地となり，池周辺環境の保全のための様々な調査研究

等が行われている。しかし，水園生態系の重要な構成要素で

ある藻類に関する調査研究は全く行われていない。そこで，

藻類を含めた片野鴨池生態系の包括的な理解への第一歩とし

て，片野鴨池の微細藻類相の調査を行った。また，近隣にあ

り，様々な環境が片野鴨池と異なる 2池(下福田貯水池，犬

沢池)についても調査し，片野鴨池との比較を行った。

調査は，片野鴨池への立入りが許可される4月---9月 (2004

年)の期間，各池に複数の定点を設け，約2週間毎に行った。

観察は，光学顕微鏡と走査型電子顕微鏡を用いて行った。

その結果，片野鴨池では76種，下福田貯水池では48種，犬

沢池では21種が確認され，片野鴨池における微細藻類の多様

性が高い傾向が見られた。また，片野鴨池では灰色藻3種

(Cyanophora biloba， C. paradoxa， Glaucocystis 

nos t och i nearum)を確認できた。片野鴨池と下福田貯水池は

用水により繋がっているにも関わらず，出現種に違いが見ら

れた。また、下福田貯水池では特定の種だけ優先することが

度々あり，アオコも発生した。犬沢池は種数が他の2池と比

較すると少なかった。この池が他の池との交流が少ないこと

によるものと推測できる。

(金沢大・院・自然科学)

P15 0岩本理恵*・泉井直子*・津田正史*・小林淳一人勝又
和人材・堀口健雄柿:系統解析に基づいた抗腫傷性マクロリ

ドを生産するAmphidinium属渦鞭毛藻の迅速探索法の開発

Amphidino1ide類は，海産扇形動物Amphiscolopssp.の体
内に共生する渦鞭毛藻細川idini・umsp.が生産するマクロリ
ドであり，培養腫蕩細胞に対して強力な細胞毒性を示す

ことが知られている。本研究では，当研究室で保有する

Amphidinium株について18SrDNA配列の違いを解析し，マク
ロリド生産能を有するAmphidini・um株の迅速的な探索法を検

討したので報告する。

18S rDNA系統解析の結果より，マクロリド生産能を有す

る株は，マクロリドを生産しない株と異なる系統に属するこ

とが判明し，遺伝子配列の相違に基づいてマクロリド生産能

をもっ株に特異的な遺伝子プロープを設計した。新たに分離

したAmphidini・um株について予備培養後， PCR， dot b10t 
hybridizationおよびFISH法を検討した。その結果，数種の

Amphidini・um1朱についてAmphidinolide生産能を有することが
示唆され，これらの株の抽出物についてAmphidinolide類の

生産を分離分析学的手法により確認した。 FISH法は，マクロ

リド生産能の有無を簡便な操作で検出することが可能であっ

た。さらに，渦鞭毛藻1個体を用いたPCR(single-cell PCR) 

を適用することで， Amphidinolide生産能を有する

品川idinium1朱のより迅速なスクリーニングが可能となったo
F北大院・薬，紳北大院・理)
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P14 0下永高弘*・金子美樹*・藤原祥子*・桜井 彩紳・中
村保典紳・都筑幹夫キ:原始紅藻Porphyridiumにおけるアミ
ロース合成

高等植物や緑藻類のデンプンはアミロベクチンとアミロー

スからなる。しかし，紅藻類では一部の微細紅藻類にアミ

ロースをもっとの報告があるものの，貯蔵多糖の構造とその

生合成系に関してはほとんど調べられていない。

本研究では，Porphyridium purpureum (原始紅藻亜綱チノ

リモ目)を用いてアミロースの存在の確認を行うと同時に，

アミロース合成に関与すると考えられるデンプン粒結合タン

パク質を見い出し，その基質特異性を検討した。紅藻類は高

等植物のデンプン合成とは異なり，基質としてUDP-glucose

を用いるといわれている。そこで，デンプン粒合タンパク質

のデンプン合成酵素活性を調べたところ， ADP-glucoseと

UDP-glucoseともに活性は観察されたがUDP-glucoseを基質と

して用いた方が高い活性が得られた。繰藻 Chlamydomonas
reinhardti iで、は，同様の実験で、ADP-glucoseを基質として用

いた方が高い活性が得られた。以上のことから紅藻のアミ

ロース合成の基質はUDP-glucoseで、ある可能性が示唆された。

また，Cyanidium caldariumの貯蔵多糖はシアノバクテリ
アのグリコーゲ‘ン型に近かったことから，原始紅藻内で貯蔵

多糖に多様性があることが示唆された。

(キ東薬大・生命，特秋田県大・生物資源)

P16 0御園生拓・梶 皇早:水素生産に向けたシアノバクテ
リアのhox遺伝子の解析

水素生産能力を持つ生物による水素生産は，環境調和性に

優れた水素供給システムとして注目を集めている。我々は，

光エネルギーによって水素を発生する生物としてシアノバク

テリア Spirulinaplatensis N-39株を選び，水素生産に向
けた培養および代謝制御法の開発を目指している。

シアノバクテリアは光合成とカップリングして水素ガスを

発生することが知られている。この水素生産経路にはヒドロ

ゲナーゼ及びニトロゲナーゼが関与しているが，さらにヒド

ロゲナーゼには，取り込み型 (Hup) と双方向型 (Hox)の二

種類がある。ところが，昨年の本大会で報告したとおり，本

株にはHupが存在しないことが示唆されているので，今回確
認したこの株の水素発生 (6.2nmol H2μ g Chl a-1 day-l) 

は， Hoxのみによるものであると考えられる。そこで，今回

はHoxをコードする遺伝子についての解析を行った。

まず，本株を通常のSOT培地で培養し，得られたバイオマ

スの対数増殖期初期のものからDNAを抽出した。抽出には，キ

サントゲン酸カリウムー SDS(XS)法にさらにCTAB処理を加

えることで， PCRや制限酵素処理を行える純度のDNAを得るこ
とができた。このDNAを用いて， Hoxヒドロゲナーゼ部位のサ

ブユニットをコードする ho剥および，hoxY遺伝子について
PCRによる増幅・塩基配列解読を通した構造解析を進めてい

る。この酵素の発現量などを上げることで，水素生産効率を

上げることができるだろう。

(山梨大・院・医工総合)
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P17 0谷内由貴子・大城 香:海産単細胞ラン藻(Gloeothece
sp. 68DG株)の窒素固定酵素関連遺伝子の解析

窒素固定酵素関連遺伝子 (nif遺伝子)は，窒素固定酵素

(ニトロゲナーゼ)のFe-タンパク質αサブユニットと FeMoー
タンパク質アルファ，戸サブユニットをそれぞれコードする

nifH， nifD， nifK遺伝子の近傍に19~ 30 (ORF含む)存在す
ることが知られている。ヘテロシストを形成する Anabaena

sp. PCC7120株では， 15のnif遺伝子が3つのオベロンを形
成し，nifHDKオベロンには転写時に切り出される約llkbの挿
入配列が存在することが報告されている。本研究では，好気

条件で窒素固定をおこなう単細胞ラン藻Gloeothecesp. 68DG 
株を窒素固定条件と非窒素固定条件で培養し，それぞれの細

胞から抽出したDNAを用いてnifHDK近傍約10kbの塩基配列を
決定し， (1) nifHDKオベロンに挿入配列は存在しない， (2) 

nifH， nifD， nifK，は既報の窒素固定ラン藻のnifH， nifD， nifK 

とそれぞれ85，82， 80%以上の相向性を示す， (3) Feタンパ
ク質とFe-Moタンパク質の複合体形成に関わる領域のアミノ
酸配列は他の窒素固定生物と高い相同性(90%以上)を示す，
(4) nifHDKオベロン上流にはnifS-nifiかorf1-nifBと相向性

(53%~ 76%)を示す4つのORFが，下流にはnifEと相向性
(75%)を示す1つのORFが存在することを明らかにした。
(福井県大・生物資源・海洋生物資源)

P19 0上井進也ヘ小松輝久ぺ立川賢ーペ王偉定料*川|
井浩史へ鯵坂哲朗材料:東シナ海における流れ藻(アカモク)

の遺伝的，形態学的多様性について

毎年春期になると東シナ海に大量の流れ藻(多くがアカモ

ク)が出現する。中国起源ともいわれているが明らかにされ

ていない。今回東シナ海の流れ藻(アカモク)の形態的特徴

およびミトコンドリアゲノムのtTrp-tLeu領域を日本各地，
および中国(舟山諸島)のアカモク集団と比較し，その起源

地の推定を試みた。形態学的形質は特に葉，気胞，および生

殖器床について，各集団100個体以上の測定値に基づき統計
処理を行し、詳細に調べた。流れ藻および中国や日本各地の集

団では集団聞に大きな違いは見られず，集団内に大きな変異

がみられた。生殖器床の先端からさらに枝を伸ばす特殊形態

が流れ藻(雄)に見られたが，これと同じものが熊本県天草

の集団(雌・雄)でもみられた。遺伝的解析では中国と日本

各地，特に日本海沿岸の集団とについて調べた結果，中国の

サンプルの半数以上は日本沿岸ではみられないハプロタイプ

で、あった。また東シナ海の流れ藻は全て同じハプロタイプで

あったが，このハプロタイプは中国ではみられず，九州西岸

(長崎)の集団の一部がこれと同じハプロタイプをもってい

た。一方で、九州西岸の集団にはほかのハプロタイプも含まれ

ており，直ちにこの地域を流れ藻(アカモク)の起源地と断

定することはできない。形態学的研究の結果と合わせて考え

ると，今後韓国や九州西岸の集団をさらに調べていく必要が
ある。

(*神大・内海域セ，特東大・海洋研，問中国i折江省海洋水産
研，

P18 0田丸義之・高荷弥生・吉田尚之・坂本敏夫・和田敬四
郎:陸棲ラン藻Nostocco.脚 uneにおける光合成活性のストレ

ス耐性機構

陸棲ラン藻Nostocco.脚 une(イシクラゲ)は地球上の陸地

に広く分布し，数珠状に連なった細胞が細胞外多糖類に包ま

れたコロニーを形成している。野外に生息するため，様々な

ストレスに耐えて光合成機構を保持する仕組みをもっと考え

られる。本研究では爪 印刷unθの光合成活性のストレス耐性

と細胞外多糖類のストレス耐性への関与を調べた。自然乾燥

したコロニーは光合成能を示さないが，水を与えると光合成

能を示した。乾燥と水和処理を繰り返しでも酸素発生能に損

傷は見られなかった。乾熱オーブンを用いた乾燥処理により，

重量あたり約 10%(w/w)の水が取り除かれた。乾燥処理後，
大気にさらすとすみやかに重量が回復し，高い吸湿性を示し

た。強度の乾燥ストレス処理を行っても，酸素発生能は残存

していた。塩ストレスに対しては，弱塩耐性を示した。細胞

外多糖類を除去した細胞を調製し，ストレス耐性の比較を

行った。細胞外多糖類を除去した細胞では乾燥耐性と凍結耐

性が著しく減少したのに対し，塩耐性には変化は見られな

かった。これらの結果は，光合成活性の乾燥・凍結耐性にお

いて細胞外多糖類が重要な役割を果たしているが，塩耐性に

は関与しないことを示している。さらに ，N. communeにお
けるストレス耐性機構を調べるために行ったシャベロニンの

解析をあわせて報告する。

(金沢大・院・自然)

P20 0北山太樹*・KathyAnn Miller榊:カリフォルニア産ム
チモの性比

ムチモ Cutleriacylindrica Okamura (褐藻，ムチモ目)
は，直立する配偶体(ムチモ期)と殻状の胞子体(アグラオゾ

ニア期)が交li.Iこ現れる異形世代交代型の生活環をもっ。配偶
体は雌雄異株で，個体群は基本的に 1: 1に近い性比を保って

いる。しかし，津軽海峡沿岸には雌の比率が高い個体群のある

ことが知られている (Kitayama et a1. 1992)。
ムチモは日本と韓国に分布するが， 1970年代後半になって
米国カリフオルニア州サンタカタリナ島に生育する個体が発見

された (Hollenberg1978)。今回，カリフオルニアにおけるム
チモの性比を明らかにするため，カリフオルニア大学 (UC)に

所蔵されているカリフォルニア産ムチモ(褐藻ムチモ目)の標

本を調査したところ，成熟している藻体12個体のうちのすべ
てが雌性配偶体であり，雄性の個体がないことが判明した。現

在も標本調査を進めているので，その原因について考察を行い
たい。

(*科博・植物， **California大学・植物標本館)



P21 0加藤亜記*・増田道夫肺・川井浩史*.殻状紅藻イワノ
カワ属の日本新産種Peyssonneliaarmoricaについて

イワノカワ属(スギノリ目イワノカワ科)は殻状紅藻の中

では最大の属で，世界中の熱帯から寒帯にかけて広く分布し

ている。これまでに世界で約70種が記載されているが，日本
での報告は9種と少ない。イワノカワ属は，配偶体と四分胞

子体がともに同形同大の殻状体であるため，種の同定には，

栄養組織と生殖器官の内部構造の知見が不可欠である。本研

究では，南西諸島から得たイワノカワ属の 1種を，詳細な形

態観察からん'Yssonneliaarmorica (P. Crouan et H. Crouan) 
Weber-van Bosseに同定した。この種は，フランス大西洋岸
のブレストから1859年に記載され，今までに大西洋とインド
洋からの報告があるが，太平洋では初めての報告である。

Peyssonnelia armoricaは，漸深帯上部の小石などに藻体
全体でしっかりと固着し，鮮紅色で，直径1.......6cm，厚さは80
....... 120凶と非常に薄い。藻体は，基層と基層細胞から出る
直立細胞糸の2層で構成される。基層の細胞糸はよく分枝し

ているため，基層の表面は多数の扇形を並べたように見える。

直立細胞糸は互いにゆるく接着しているため，藻体はもろし、。

石灰質は，藻体下のみに沈着している。配偶体は雌雄同株で，

生殖器官は藻体上のそれぞれ別のネマテシウムに形成される。

果胞子嚢は，助細胞から形成される造胞糸から発達し， 1つ

の造胞糸あたり 8個できる。精子嚢はl対の精子嚢が6.......10 
層に連なった2列鎖状の精子嚢糸に形成される。四分胞子嚢
は1個の柄細胞を伴って直立細胞糸の末端に形成される。

(本神戸大・内海域セ，輔北大・院理・生物科学)

P23 寺田竜太:ハワイ諸島産紅藻オゴノリ科藻類の分類と分

布

ハワイ諸島は太平洋のほぼ中心に位置し，どの大陸や島唄

域からも隔離された位置にあることから固有種が多く，分類

学的に興味深い。本研究では，同諸島に生育するオゴノリ科

藻類を採集するとともに， Bishop Museum収蔵の標本を用い
て形態学的に分類と分布を再検討した。また，本科藻類の生

育地や利用の現況についても調査した。その結果，既知の9

種を確認するとともに，形態がGracilariacoronopifolialこ
類似するが藻体上部の分枝が密で筒旬茎を有する点で異なる

未同定種Gracilariasp.を確認した。 7種がハワイ諸島固有
であり，近年生育が確認されていなかった希少種の G.
abbottiana， G. dawsonii，ιdotyi，ιepl・h・ppisoraの生
育を再確認した。ハワイ諸島では，外来種とされる一部の海

藻が大繁殖し，地域固有の種多様性を維持する点で深刻な問

題となっているが， 1970年代後半に移入したとされるフシク
レノリ G.salicorniaはオアフ島南部および南東部，ハワイ
島北東部の潮間帯下部から水深2-3mにかけての場所に優占種
として生育しており，一部の場所では駆除されていた。市場

では，本種や固有種であるιparvispora，σcoronopifoJia
の他に，大西洋から持ち込まれ現地で養殖されている G.
tikvahiaeも販売されていたが，一部の海岸でG. tikvahiae 
の生育が報告されており，今後問題となることが懸念された。

(ノ、ヮィ大マノア校・植物，鹿児島大・水産)
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P22 0鈴木雅大・吉崎 誠:紅藻イソマツの体構造と生殖器
官の観察

イソマツ属GastrocloniumはKuetzing(1848)によって創
設された属で，現在世界中に約10種が生育する。茎状部が中
実であることからワツナギソウ属と区別される。イソマツは

我が国太平洋中部沿岸に広く分布し，砂がかった岩上に好ん

で生育する。高さ約10cm。良く分枝した仮根状付着部から中
実の茎状部を直立し，上部に長さ約 1cmの小枝を密生する。
岡村(1907)はイソマツの体構造と胞子嚢を観察し，四分胞
子と多分胞子を生じることを報じている。 Dawson(1944， 
1950)は果胞子体の形成過程を観察しているが，造果枝や果
胞子体の形成過程は明確にされていない。同属の他の種類に

おいても不完全な観察報告が多い。このように，イソマツ属

の生殖器官の構造や果胞子体形成過程の詳細は明らかとされ

ていない。

演者らは千葉県銚子に生育するイソマツの体構造と生殖器

官，果胞子体形成過程を観察したのでここに報告する。体は

多軸型構造で，若い体の先端部はし、わゆる篭状構造を呈する。

茎状部は中実である。雌雄異株。小枝表面に精子嚢を密生す

る。造果枝は若い技の先端付近に形成され， 4細胞から成り，

2細胞から成る 2個の助細胞枝を持つ。助細胞は受精前に形

成される。受精後助細胞は発達し，大きな融合細胞を作る。果

胞子体の周囲の細胞は果胞子体を取り囲むように発達する。

成熟した嚢果は球形で体の外側に突出する。四分胞子嚢は小

枝に形成される。四分胞子嚢のみを形成するものもみられた

が多くは多分胞子嚢を形成した。

(東邦大・院・理)

P24 0佐藤裕司*・横山 正柿・真殿克麿問・辻光治神紳.
水野雅光紳帥・魚留 卓柿榊・妹尾嘉之*紳紳・杉野伸義抑制.

永野正之抑制.三橋弘宗榊林間.浅見佳世*・道奥康1台本抑制*.
原田一二三抑制問:兵庫県上郡町・安室川の流況変化と淡水

産紅藻チスジノリ (Thoreaokaぬe)の出現

2004年1月，兵庫県西部を流れる千種川水系・安室川にお
いて，淡水産紅藻チスジノリの生育が9年ぶりに確認された。

安室川では1991年に初めてその生育が確認されて以後， 1994
年まで配偶体の出現がみられたが， 1995年以降は出現しなく
なっていた。今回のチスジノリ配偶体の出現要因として，前

年の2003年8月に発生した洪水にともなう河床の擾乱が考え
られる。夏期の洪水発生によって配偶体の出現数が増加する

ことは，熊本県の菊池川などでも観測されているが，流況

データをもとに議論された事例はきわめて少ない。このよう

な流況変化とチスジノリ出現との関係は，河川における希少

藻類ならびに生物多様性保全の取り組みにとって重要な情報

と思われ，本報告では安室川における過去の流況データなど

をもとに，チスジノリ配偶体の出現条件を考察する。
(*兵庫県大・自然研，肺佐用高校，抑東洋大姫路高，榊*リバー
フロント整備セ，間柿八千代エンジニヤリング，抑制環境総
合テクノス，榊紳問兵庫県・人博，時神間神戸大・工，*問料開

上郡土木)
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P25 0新井章吾*・内村真之榊・寺田竜太附:オアフ島にお
けるウミヒルモ属2種の生育特性

ハワイ諸島において海草は，ウミヒルモ属のHalophila

hawaiianaとH. decipiensの2穫のみが生育している。 H.

hawaii・anlま，ハワイ諸島の固有種である。オアフ島南岸にお
ける 2種の生育状況を観察する機会を得たので報告する。

H. hawai ianの生育する Wai'alae BeachとH. decipiens 

の生育する AlaMoana Beachにおいて，景観区分によるベル

トトランセクト調査をし， 25cmX25cmにおけるウミヒルモ属

の地下茎の総延長距離を計測した。また，H. ha阿 iianの調

査ラインに沿って，砂面から岩盤までの砂層厚を測定した。

両調査地とも沖合にリーフが発達するが， Wai' alae Beach 

の方が沖合に突き出た地形で，海水流動がAlaMoana Beach 

より強く，礁池のH.hawaiianの生育基盤は小磯混じりの砂

で‘あった。 AlaMoana Beachにおいては，礁池の砂浜海岸と

平行に水深5.5 mの水路が掘られていて静穏であり ，H. 
deci・'piensの生育基盤は砂から砂泥であった。 H.hawaiianは

水深0.6~0.9mの比較的平坦な岩盤上に最大被度60犯で生育
し，砂を集積することで最高 16cmのマウンドを形成してい

たoH. d，θcipiensは水深2.6~5. 1mに最大被度目見で生育す
るが，マウンドを形成していなかった。密生区における H.

hawaiianの地下茎の総延長距離は19.8mとH. deci戸，'ensの

2. 1mに比べて長く，アマモタイプの熱帯性海草のように，海
水流動の比較的強い場所において底質を保持する。このよう

な機能は，競合種が存在しないことで発達したと考えられる。

(事(株)海藻研，神港湾空港技研，問ハワイ大)

P27 吉田吾郎キ・ 0新村陽子紳・内村真之辛料・玉置 仁*問.
梶田 淳帥*紳・村瀬 昇抑制・寺脇利信*広島湾・阿多田島

におけるノコギリモクの季節消長~3年間のモニタリングか

ら~

沿岸域における藻場の衰退・消失現象の要因にはさまざま

な環境の変化が関与すると考えられる。しかし，環境の変化

による藻場への作用についての経時的な観察例は少ない.環

境変化による藻場への作用の影響を解明する上では，藻場を

構成する海藻群落の経年・季節消長と環境条件の両者のモニ

タリングが必要である。今回は，広島湾の阿多田島地先のノ

コギリモク群落について， 1999 年 11 月 ~2002年 11 月の 3年

間の季節消長，および，対象としたノコギリモク上の付着藻

類の 2003年 12 月 ~2004年 1 月の季節消長を報告する。
ノコギリモク群落の現存量は， 6~8 月 (400 ~ 500 gDW m-2) 

に低く，最大になる月が年によって異なり， 12~4 月の聞に
1100 ~ 1600gDWm-2 1こ達した。 2000年には，成長期の 10~ 12 

月および成熟期の 2~4 月に，顕著な藻体部位の脱落が認め
られた。成長期にもかかわらず藻体が脱落した場合には，藻

体上に付着珪藻類が卓越して生育していた。藻体上の付着珪

藻類の付着量は，とくに2003年12月に藻体DW19あたり582.5

士 161.4 mgと大きく，付着珪藻類の現存量のみで1m2あた
り約 1kgDWに達した。以上のことなどから，阿多国島地先の

ノコギリモクは，葉上付着珪藻類の増殖によって藻体が部分

的に枯死し，および，その脱落によって成熟期における生殖

器床の形成が阻害される可能性が示唆された。

(*瀬戸内水研・榊JST(瀬戸内水研)・*柿港湾技研・*叫石巻専修

大・神間水圏リサーチ(有)・抑制水大校)

P26 0寺脇利信*・吉田吾郎事・新村陽子紳・梶田 淳*榊・新
井章吾*削:広島湾の柱島における海藻植生のモニタリング

広島湾の柱島地先において，浅所から帯状分布するアカモ

ク(中心:Om付近の岩と石~磯の境界)，ノコギリモク(中

心:1~2mの石~磯上)およびクロメ群落(中心: 3 ~9mの
石~磯上)の海藻植生の遷移系列を明らかにするため， 2001 

年 10月にノコギリモクおよびクロメ群落内で，一辺 1mの定

置枠(天然区)および1m枠内の直立海藻類を除去した定置枠

(実験区)を設け， 1年後 (2002年)および2年後 (2003年)

に海藻被度等を測定した。 2004年には，台風18号が広島湾地

方を直撃してから3ヶ月後の12月の同時期に，海藻群落の概

況を被度観察によって把握した。

2年後までの実験区の経過から，柱島地先においては，一
年生ホンダワラ類のアカモク→多年生ホンダワラ類のノコギ

リモク→クロメの遷移系列が 3~4年で極相に到達すると見
込まれていた。ところが，大型台風の直撃を受けた直後の

2004年には，ノコギリモク群落内ではノコギリモク優占群落

に到達していたものの，クロメ群落では 3~5mm の厚い堆泥
が認められ，天然を含めて群落が著しく表退していた。

(*瀬戸内水研，料科学技術振興事業団・瀬戸内水研，間(有)

水圏リサーチ，材料(株)海藻研)

P28 0宮崎 勤*・斎賀守勝本・中山恭彦*・玉置 仁榊・新
井章吾*.隠、岐の島町南岸の磯地における台風による藻場の表

退

2004年9月と 10月に発生した大型の台風18と23号に伴う

隠岐近海における最大波高は 10.3と7.5mであり，隠岐の島

町蛸木の磯地海岸の地形が変形するほどの影響が認められた。

蛸木地先のガラモ場において， 5月と 10月に無線操縦ヘリコ

プターによって空撮し， 11月にSCUBA潜水による調査を行

なった。磯地のガラモ場が，台風による底質の撹乱で衰退す

ることを明らかにしたので報告する。

空撮画像中の20mx20mのホンダワラ類の被度は， 5月に80切で

あったが，台風通過後の10月に25%に減少していた。 10月の

空撮画像から20cm以上の礁の判読が可能で、あり，同所におい

て全94個の礁の大きさを測定した。短径20~30cmで 89.5弘
30~40cmで 32. 1弘 40~50cmで17.2%，50 ~ 60cmで7.1協の

磯が反転していた。短径60~ 90cmの礁は反転していなかっ

た。また，反転した礁のホンダワラ類の被度は5'"'"55切であ

り，反転していない磯のそれは65~ 100切で、あった。反転し
ている礁と反転後元に戻った磯および礁の衝突の痕跡のある

磯においては，ホンダワラ類の藻体の損傷と剥離が認められ

た。

島の南岸に位置する蛸木は日本海において季節風による底質

撹乱の影響を受けにくく，小磯から大磯にホンダワラ類が生

育するので，台風などの一過性の底質撹乱の影響が顕在化し

やすいと考えられる。

(* (株)海中景観研，**石巻専修大)



P29 0阿部真比古・川原利恵・横田圭五・後藤真樹・倉島彰・
前川行幸:三重県英虞湾立神浦における一年生アマモ群落の
季節変化

アマモ群落は一般的に多年生であるが，一年生群落の存在

も知られている。本研究は群落構造の季節変化から，一年生

アマモ群落の生態学的特性を明らかにしようとした。

調査は英虞湾立神浦の水深2-3mに生育するアマモ群落を対

象とした。 2003年4月から2004年11月にかけて毎月 2回， 50 

X50cm方形枠を用いてアマモを採集した。採集した草体は実

生・栄養株・側生株・生殖株に分け，草体長を測定した後，層

別刈り取りを行った。各層において生葉・枯死葉・葉鞘・花

穂・茎の部位に分け，葉面積と乾燥重量を測定した。

2003年4月では株密度860shoots m-2，最大草体長90cmで

あった。この時30cm以上の草体はほとんどが成熟しており，

成熟率は44.7切であった。その後，密度はほぼ一定であるが，

草体長は徐々に伸長し， 5月下旬に最大134cmに達した。成熟

率は6月上旬に最大84.1犯となった。成熟が終わると密度も
草体長も急激に減少した。 9-10月にかけて全ての草体が枯死

した。水温が低下し始める 10-11月にかけて実生が多数出現

し，密度は約 1600shoots m-2と急激に増加した。その後密

度を減らしながら草体長を伸ばし，傾H生株も形成された。3月

下旬からは30cm以上の草体に成熟が確認、された。 4月からは

前年同様の組成を示した。生産構造は成熟盛期以外ではイネ

科型を示した。

本研究およびこれまでの多年生群落の形態学，生態学的研

究から，アマモ群落の多様な繁殖戦略と適応戦略の存在が示

唆された。(三重大・生物資源)

P31 0松本竜也・西村寿弘・山岸幸正・三輪泰彦:紅藻スサ
ピノリの硝酸同化に関与する遺伝子の解析

窒素は植物の生長に不可欠な栄養元素である。一般に植物

は，細胞内に吸収した硝酸イオンを硝酸還元酵素 (NR)によっ
て亜硝酸イオンに還元し，さらにE硝酸還元酵素 (NiR)に
よってアンモニウムイオンに還元してアミノ酸合成に用いる

ことが知られている。海藻においては窒素同化機構に関する

細胞・分子レベルでの研究は少なく，未知の部分が多い。そ

こで紅藻スサピノリを材料として窒素同化機構の解明を目指

した。スサピノリの培養葉状体から調製した素抽出液からNR

およびNiRの活性を検出した。つぎに，かずさ DNA研究所の

スサピノリ EST解析の情報をもとに3'RACE法により cDNAの

単離を行った。その結果，単離したNRホモログをコードする

cDNAは2，987bpの長さで892アミノ酸残基からなるORFを，NiR 

ホモログをコードするcDNAは2，226bpの長さで598アミノ酸

残基からなる ORFをコードしていた。各遺伝子産物は緑藻

白lamydomonasのものと高し、相同性を示した(NR;46.硝，NiR;

55.3覧)。モチーフ検索の結果， NRではモリブデンとへムの各

結合ドメインが， NiRでは鉄/イオウおよびシロヘム結合部位

がそれぞれ推定された。さらにλEMBL3のスサピノリゲノム

ライブラリーから岬およびNiRi宣伝子を単離して解析を行っ
た。両遺伝子ともイントロンは存在しなかった。現在，NRお
よびNiR遺伝子の翻訳領域を用いた大腸菌内でのタンパク質

の発現を試みている。

(福山大・生命工・海洋生物工)
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P30 0島袋寛盛・野目忠秀:褐藻ホンダワラ属付着器の細胞
組織構造

日本産ホンダワラ属について，各部位ごとの細胞組織構造

を比較観察した。用いた材料は採集後に10覧ホルマリン海水

で固定し，凍結ミクロトームで50μmの厚さに切り，プレパ

ラート標本とした。それによれば，葉，主枝，気胞の横断面

は，原形質の詰まった一層の表層細胞と，原形質を欠く，密

に並んだ球形の内部細胞から形成されていた。さらにこれら

各組織を縦断面で薄切すると，葉と主枝の内部細胞は，藻体

の伸長方向に伸びた棒状の細長い形態を呈していたが，気胞

では横断面と同様に球形の細胞であった。さらに繊維状の付

着器を持つイソモクとヒジキ，また盤状，仮盤状付着器の，ア

カモク，ヤツマタモク，エンドウモクなどの各付着器を同様

にミクロトームで切ったところ，繊維状の付着器の内部には

主枝と同様に円筒形の細胞が並んでいた。一方，盤状，仮盤

状の付着器では，球形の細胞の聞を，表層細胞から伸びた細

長い細胞が通る組織構造が確認された。また棒状の細胞が縦

横交互に密に配列する構造も確認され，基質に藻体が固着す

るための強度を補強する役割があるものと考えられた。

(鹿児島大・水産)

P32 0三輪泰彦・吉水正員IJ・山岸幸正:紅藻スサピノリのア
ルカリ性ホスファターゼ遺伝子の発現解析

大型海藻のリン酸環境の適応機構は不明な点が多い。そこ

で紅藻スサピノリのリン酸飢餓の環境変化に適応した遺伝子

の発現調節機構の解明を目指した。我々はグリセロリン酸を
含まない合成培地 (-pi)で培養したスサビノリ葉状体におい

てpH8付近に至適pHをもっアルカリ性ホスファターゼ (ALP)

を見出した。そこで -Piで培養した葉状体から硫安分画、ゲ

ル滅過カラムクロマトグラフィー，限外海過法により均一な

タンパク質まで精製した結果、 ALP iJ~76kDaのポリペプチドで
，二量体を形成していることが明らかになった。精製ALPのN

末端のアミノ酸配列から76kDaのポリペプチドをコードする

cDNAの部分クローンを取得した。次にオリゴキャップ法を用

いてcDNAの5'末端を決定した結果、完全長cDNAは，全体で

2，294bpの長さで705アミノ酸残基 (75，159Da)からなるORF

をコードしていた。推定上のプロセッシング部位のアミノ酸

配列と精製ALPのN末端のものとが完全に一致したことから

成熟型は658アミノ酸残基 (70，570Da)からなることが示唆

された。また精製ALPのN-グリカナーゼによる分解産物を解

析した結果， ALPは6kDaのN-結合型糖鎖をもっ糖タンパク質

であることが示唆された。さらにノーザン解析や定量的PCR
を行った結果，リン酸飢餓条件下で特異的に約2，600baseの

ALP遺伝子の転写産物の誘導合成がみられた。

(福山大・生命工・海洋生物工)
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P33 0山岸幸正・西村寿弘・三輪泰彦:紅藻スサビノリの窒
素吸収に関与する遺伝子の単離

窒素は植物にとって多量に必要とされる重要な栄養元素で

ある。海藻はほかの海洋植物と競合しながら海水中の限定さ

れた窒素を吸収して有効に利用していると考えられるが，海

藻の窒素吸収機構については不明な点が多い。本研究では，

紅藻スサビノリの窒素吸収機構を分子レベルで、解明すること

を目的とし，窒素吸収に関わるトランスポーター遺伝子の解

析を行った。まず， EST解析の情報をもとに3'RACE法により

cDNAの単離を試みた。その結果，硝酸トランスポーター(NRT)

ホモログをコードするcDNAは1，876bpの長さで479アミノ酸

残基からなるORFを，一方アンモニアトランスポーター(AMT)

ホモログをコードする cDNAは1，833bpの長さで483アミノ

酸残基からなる ORFをコードしていた。各遺伝子産物を相同

性検索したところ前者は珪藻類やヒメツリガネゴケのNRT，

後者は細胞性粘菌，シロイヌナズナやイネのAMTと比較的高

い相向性を示した(それぞれ'"45. 2弘'"48.6免)。スサピノ

リのNRTはNRT2ファミリーに属する高親和性のNRTであると

推定された。スサビノリのNRTおよびAMTの構造をTMHMMプロ

グラムを用いて推定したところ，それぞれ12回および11回

の膜貫通領域をもっ膜タンパク質であることが示唆された。

つぎ、に， λEMBL3のスサピノリゲノムライブラリーからNRT
遺伝子を含むDNAクローンを単離し解析を行った。本遺伝

子にはイントロンが含まれなかった。

(福山大・生命工・海洋生物工)

P35 0河野貴文・矢野陽子・山岸幸正・三輪泰彦:紅藻スサ
ピノリのリン酸結合タンパク質遺伝子の発現解析

大型海藻の環境適応機構の分子レベルでの研究は全く皆無

である。そこで紅藻スサビノリを研究対象としてリン酸飢餓

に対する適応機構の解明を目指した。我々は，これまでにグ

リセロリン酸を含まない合成培地(-Pi)で培養したスサピノ

リ葉状体において大量に誘導合成される32kDaのタンパク質

を検出した。このタンパク質の機能を解析するために-Piで

培養した葉状体から硫安分画，ゲル癒過法，限外櫨過法によ

り32kDaのタンパク質を均一なタンパク質まで精製した。精

製タンパク質の N末端のアミノ酸配列をもとに合成した

degenerateプライマーを用いて 3'-RACEを行い， cDNAの部

分クローンを得た。さらにオリゴキャップ法とプライマー伸

長法を用いてcDNAの5'末端を決定した結果，完全長cDNAは，

全体で1，231bpの長さで323アミノ酸残基からなるORFをコー

ドしていた。ホモロジー検索の結果， 323アミノ酸残基から

なるタンパク質は海産の藍藻や大腸菌のリン酸結合タンパク

質とそれぞれ高い相向性を示した。そこで [32pJlEリン酸と
精製タンパク質の相互作用をゲル鴻過法によって解析した結

果，タンパク質溶出ピーク画分に放射能活性が検出されたこ

とから32kDaのタンパク質がリン酸結合タンパク質(PBP)で

あると結論した。ノーザン解析とウエスタン解析の結果，PBP 
遺伝子はリン酸飢餓によって発現誘導されることが明らかに

なった。

(福山大・生命工・海洋生物工)

P34 0岸田将義・山岸幸正・三輪泰彦:紅藻スサピノリのリ
ン酸トランスポーターホモログ遺伝子の構造と発現

大型海藻は恒常的にリンが飢餓状態にある環境下でも生存

できるしくみをもっと考えられる。そこで紅藻スサピノリの

リン酸飢餓状態に対する適応機構を分子レベルで解明するこ

とを目指した。今回，リン酸飢餓に応答して発現するリン酸

トランスポーターホモログ遺伝子を単離したので報告する。

Degenerateプライマーを用いた3'-RACE法でアルカリ性ホス

ファターゼ遺伝子を単離する過程でリン酸飢餓条件によって

特異的に増幅される1.8kbのDNA断片を検出した。この断片

の塩基配列を決定し，さらにオリゴキャップ法により cDNAの

5'末端を決定した結果，全長2，020bpからなる cDNAは615

アミノ酸残基からなるORFをコードしていた。ホモロジー検

索の結果，この推定アミノ酸配列はアカバンカピや緑藻の

ωlamydomonas，およびTetraselmisのリン酸トランスポーター
とそれぞれ相同性 (31.8%，44.4%，31.3九)を示した。次に遺

伝子の構造を解析した結果，リン酸トランスポーター (PHη
遺伝子内に lつのイントロン (323bp)が存在することが明

らかになった。ノーザン解析を行った結果，リン酸飢餓条件

下で特異的に約2，600baseの転写産物の誘導合成がみられた。

現在，タンパク質を同定するために中央部分にある親水性領

域を大腸菌内で発現させ，組換えタンパク質に対する抗体を

作製中である。

(福山大・生命工・海洋生物工)

P36 OY AN Xing-hong*， LIANG Zhi-qianピandARUGA Yusho** 
: Isolation and characterization ofthe improved varieties in Porphyra 

haitanensis Chang et Zheng (Bangiales， Rhodophyta) 

Single somatic cells of Porphyra haitanensis Chang et Zheng were 
isolated enzymatically from the wild-type blades irradiated by 60CO・

f Aray， and were regenerated into blades. From the regener，蹴dblades， 
日veimproved varieties (YZl， YZ2， YZ3. YZBl and YZB2) were 

established and characterized with regard to morphology， color， blade 
thickness， phycobilliprotein contents， growth and maturation as 

compared with the wild type (的• ln vivo absorption spectra ofthe 

blades ofthese five varieties were similar to that ofthe wild type in 

the wavelength range of350・750nm， but showed higher absorbance 

than the wild type especially at 2̂ m部 and共同x'The varieties had 
different contents of the m句orphotosynthetic pigments (chlorophyll 

a，phcoeη吐hrinand phycocyanin) as compared with the wild type 

and with each other. The content ofphycobilliprotein (PE+PC) was 

higher in the varieties than in the wild type with increase of 25.6， 

30.2，23.4， 11.3 and 10.2% in YZl. YZ2. YZ3. YZBl and YZB2， 
respectively; especially the PE content was much higher in the 

varieties th加 inthe wild type with increase of36.0， 39.7， 23.6， 41.9 

and 23.8%， respectively. The mean thickness of the blades was 

thinner in YZ人YZ2，YZ3. YZBl and YZB2 than the wild type with 
decrease of 12.5， 15.7， 12.6， 19.6 and 25.5%， respectively. The 

morphology and the above-mentioned good characters of each variety 

appeared in their conchospore germlings， indicating that each variety 

was genetically stable in their characters. Maturation ofthe blade 
was much later in the varieties than in the wild type 

(*Shanghai Fisheries University， *・TokyoUniversity of Agriculture) 



P37 0江端弘樹*・鳥田 智紳・四ツ倉典滋*柿・佐藤義夫神神.
平岡雅規制柿.山岸幸正紳紳榊:地下海水を利用した海藻陸上

養殖一水質が海藻生長に与える影響

地下海水は水温や塩分が年聞を通しでほぼ一定で，生物の

生育に必要な栄養分が豊富であるため，魚介類の飼育，藻類

の培養など様々な分野での利用が期待されている。我々は，

昨年度より，静岡県静岡市において地下約50mから汲み上げ

られている清浄な地下海水を用いて，海藻の陸上養殖技術に

関する研究開発を実施している。

周年に渡る，水温，塩分， pH， ORP，栄養塩(三態N，P， Si) 

，マンガンおよび鉄などの測定を行った結果，この地下海水

は水温が約20"Cで周年安定しており，無酸素で，硫化水素，

鉄，マンガン，三態窒素などを豊富に含んでいること，中で

も，マンガンとアンモニウム塩が非常に高濃度(それぞれ，

3. 69-4. 28ppm， 71. 2-403μM)であることが明らかとなっ

た。イワヅタ属，コンブ属，イバラノリ属など様々な海藻を

地下海水を用いて予備的に室内培養実験を行った結果，数種

において生長阻害傾向が見られた。

そこで，地下海水中の濃度が特に高いマンガンとアンモニ

ウム塩に着目し，これらをさまざまな濃度で添加した海水培

地で数種の海藻を培養し，これらの添加成分が藻体生長に与

えた影響について報告する。

(*芙蓉海洋開発(株)，神北大・先端研，*紳北大・北方生物園
フィールド科学セ，制*東海大・海洋，神間高知大・海洋生物

教育研究セ，問柿紳福山大・生命工)

P39 0藤原宗弘*・吉松定昭輔・藤田彰一問:江戸時代中期
に描かれた海藻(草)図譜

江戸時代には， 18世紀半ば頃から博物学を趣味とする大名

が現れ，美しい博物図譜が制作された。これらは，観察と写

生に基づいた真に迫る出来映えで，当時の豊かな自然の状態

を今日の私たちにも伝えてくれる。図譜は様々な動植物を対

象としているが，海藻の図を収録するものは非常に珍しい。

讃岐高松藩12万石の中興の名君とされる五代藩主松平頼恭

(1711 -71)は，博物学愛好大名の中心的存在で，とりわけ

魚類を好んだ。約250年前の1760年代には，魚類や水産物な

どを描いた「衆鱗図J4帖，鳥類を描いた「衆禽画譜J3帖，
植物を描いた「衆芳画譜J4帖・「写生画帖J3帖を次々とま
とめていった。その監修には志度(香川県さぬき市)出身の

平賀源内(1728-79)も加わっていたとされている。

今回紹介する海藻の図は， r衆芳画譜J薬木の帖の最後に
「ガラモJrウミタケJrモハ(モパ)Jとして描かれたもので
あるが，今見ても種名の同定(推定)が可能であるほど徽密

であり，その質感や完成度は江戸時代中期以降に描かれた海

藻図譜の中でも群を抜いている。
(*香川水試，帥香川赤潮研，間香川歴史博物館)
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P38 0福本真司・藤田大介・能登谷正浩:アマノリ養殖品
種の特性に関する研究

アマノリ類の多様な養殖品種の形態や生理特性を比較し，

評価基準を検討する場合，地域や年変動による環境の違いに

より形質が大きく変動するため，栽培環境下では困難であ

る。本研究では，スサピノリ系統の養殖品種5株 (A-E)，北

海道見日産野生種l株を同一条件下で室内培養し，生長，葉

形，精子嚢斑および原胞子の放出状況を比較した。培養は，

フリー糸状体から殻胞子を得て枝付きフラスコ (300mL容，

Grund改変培地)に入れ，水温10，15， 20"Cの各恒温器で，光

量60-80μmol/m2/s，光周期10L:14Dで9週間の通気培養を
行った。生長は6株とも 15，20， 10"Cの順に速く， 15"Cでは

D， A， C， E， B， Wの順に速かった。しかし， 10"Cで著しく生
長が遅いC，20"Cでも比較的生長が速いBなど，株ごとに特

徴が認められた。葉形は，円形 (w)，波織が浅い線形 (A，B， 

C) ，波鍛が深い披針形 (D，E)の3型に分けられた。精嚢斑

は，株ごとに形成される温度範囲が異なり，広い面積を形成

する株ほど温度範囲も広くなる傾向が認められた。また，そ

の形状や形成部位が株により異なることや，原胞子の放出時

期や放出量も異なることが判明した。以上の結果から，生長

は葉長(従来)ではなく葉面積で評価し，水温別に比較する

必要があると考えられた。また，精子嚢斑の形状は従来スサ

ビノリでは縦縞状とされていたが，これとは異なる様式が初

めて観察された。

(東京海洋大・応用藻類)

P40 0田嶋祥乃介*・長谷川和清*・田中次郎*・小宮山寛機
柿・林正彦柿・柴田潔叫:日本産海藻抽出物の殺細胞作用

近年，海藻が産生する様々な生理活性を示す二次代謝産物

が注目されている。一部の産物では殺細胞作用を示した報告

はあるが，詳細な記述は少ない。そのため，殺細胞作用に関

しては統ーした基準を用いた評価の必要がある。一方，海藻

中の活性成分の多くは乾燥後に見いだされていたものが多

く，揮発性物質を見逃している可能性も否めない。そこで本

研究では食用種および代表的な日本産海藻を対象に，生の藻

体から有機溶剤にて成分抽出を行い，粗物質を得たのち，

Jurkat細胞を用い最終濃度12.5μg/mlにおいて殺細胞作用の

評価を行った。
結果，今回使用した海藻に限れば，褐藻アミジグサ自の大

部分は強し、殺細胞作用を示す事が明らかになった。特にアミ

ジグサ，ウスパコモングサ，サナダグサ，ジガミグサ，シワ

ヤハズ，フクリンアミジは強い殺細胞作用を示した。また，

それ以外にはまとまった分類群として殺細胞作用を示す群は

なかったが，以下の個々の種では強い殺細胞作用を示した。

ハゴロモ，アズマネジモク，クロモ，カギケノリ，タマイタ

ダキ，カパノリ，コトジツノマタ，ソデガラミ，ホソパナミ

ノハナ，ユカリ。
(*東京海洋大・海洋環境保全，神北里大・生命研，向日歯

大・化学)
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P41 0周藤靖雄ホ・大谷修司林:Cephaleuros属気生藻(緑
藻)の樹木葉上における成長経過と配偶子・遊走子の放出・

発芽

Cephal euros属の4モルフォタイプの盤状体はいずれも8

月上旬から樹木葉上に微細な点状に生じ， 9~ 10月，さらに
翌年3~5月にほぼ円形に拡大した。配偶子のうはおもに越
冬後に葉表の盤状体組織内に生じて， 5~6 月に成熟して配
偶子を形成した。遊走子のう柄は葉表または葉裏上に 3~4
月から伸長し， 6~7 月に成熟して遊走子のうと遊走子を形

成した。 8月以降，配偶子や遊走子のう柄が生じた部位は破

壊・腐敗したが，その周囲に新しい藻体が伸長する場合が

あった。配偶子のうや遊走子のうを水に浸すと配偶子や遊走

子を放出したが，放出量は試料によって大きな差があった。

配偶子や遊走子の放出がし、ったん停止した配偶子のうや遊走

子のうを針先などで撹枠すると配偶子や遊走子を再び放出す

る場合があった。配偶子は接合をまったく認めず，遊走子と

同様に発芽した。配偶子と遊走子は水中に遊出後 1~2 時間

活発に遊泳した後動きを停止して球形になり， 12 ~ 48時間
休止状態を保った。その後配偶子と遊走子の一端に突起が生

じて，これが伸長・分枝して糸状体となった。配偶子と遊走

子の発芽率は試料によって大きな差があった。配偶子と遊走

子から生じた糸状体をBBM寒天やCA寒天に移植したが，それ
ぞれの培養株はほぼ同様なコロニーで成長し，また糸状体の

細胞も同様な形態を示した。

(*元島根林技セ，特島根大・教育)




